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 開  会  

 委 員 長  皆さん、おはようございます。 

 本日の出席委員は、１６人につき、定足数に達しております。 

 これから、本日の会議を開きます。 

（９：３０） 

 委 員 長  決算審査特別委員会を昨日に引き続き行います。 

 ２日目の最初は農業委員会を予定しておりますが、昨日の質問の中で、４人の課長

から発言の申し出があっておりますので、１人ずつ説明していただいていきたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 まず最初に、梅田委員の認知症のサポーターの件で、福祉課長から発言の申し出が

あっておりますので、これを許可します。 

福祉課長 

 福祉課長  昨日、福祉課の成果と課題の中で、８８ページになりますけれども、梅田委員さん

から認知症サポーターの受講者数についてご質問がありました。 

 回筓いたしました数値が平成２２年度の实績でありましたので、平成２４年度末の

数値を報告し、訂正をさせていただきます。 

 認知症サポーターの延べ受講者数１，０８８人、講師でありますメイト数４２人で

あります。以上です。 

 委 員 長  続きまして、河内委員の不納欠損の件で、納税推進室長からの発言の申し出があっ

ておりますので、これを許可します。 

納税推進室長 

納税推進室長  昨日の河内委員、川上委員さんの回筓をさせていただきます。 

 差し押さえの件数の確認をいたしました結果、資料の６８ページの件数は、そのま

ますべて変わりありません。お手元に差し替えを配布しております。 

 ６６ページについてですね、給与の件数でございます。 

 昨日１３件と申しましたが、これが１３人の９４件でございました。 

 あと国・県還付金につきまして、７件ということで言っておりましたが、７人の１

９件の訂正をさせていただきます。 

合計総件数が４４０件となります。よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  続きまして、木村委員の消防団の機能別団員の件で、環境防災課長から発言の申し

出があっておりますので、これを許可します。 

 なお、もう１つ、藤野委員の死亡届の件数の件で、環境防災課長からも発言の申し

出があっておりますので、これについても同時に許可をいたしますので、よろしくお

願いします。 

環境防災課長 

環境防災課長  それでは、最初に木村委員よりご質問があっておりました、消防団機能別団員の平

成２１年度から２５年度の推移と分団別の機能別団員数について、報告をさせていた

だきます。 

 機能別団員につきましては、平成２１年度が２１人、２２年度が２３人、平成２３

年度が２３人、平成２４年度が２５人、平成２５年度が２５人ということで、こちら

のほう１０６ページのほうになりますが、１０６ページのほうに内書きで機能別団員

が２７名というふうに表示しておりましたけれども、この分２７名を２３に訂正をお

願いいたします。申し訳ございませんでした。 

 それから、分団別ということで、２４年度分のみ報告させていただきます。 

 ２４年度につきましては、２５人の内訳といたしまして、第１分団が７名、第２分

団が５名、３分団、４分団が０で、５分団４名、６分団５名、７分団４名の計２５名
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となっております。 

 それから続きまして、藤野委員より質問があっておりました、決算特別委員会資料

の７４ページ、こちらのほう住民課の資料になるわけですけれども、こちらのほうの

上から項目２つ目の戸籍届の受理業務（人口動態）ということで、こちらのほうは戸

籍届関係のもので、具体的措置のところで、平成２４年４月１５日から平成２５年４

月１４日までの１年間の戸籍届、死亡届の受理件数というところで、死亡届が２７５

となっております。 

 それから私のほう、環境防災課のほうで、藤野委員からご質問があったときに、筑

前町で亡くなられたのは何人ですかというご質問に対して、２９１名ですということ

でお筓えしておりましたけれども、こちらのほうにつきましては、住民移動の受理件

数ということで、環境防災課が筓えました人数につきましては、筑前町に住民票を登

録している方で、他町村に死亡届を提出されたものを含む数と。 

 それから、人口動態は、当然１年間の区切りもずれているんですけれども、住所に

関係なく、筑前町で死亡届を提出された方ということで、そこで件数の違いが生じて

いるということでございます。 

 そしてその中で、私のお筓えいたしました２９１件というのが、一応その後訂正が

あっておりまして、２９２名、これが昨日現在の正確な住民移動受理件数における死

亡届受理件数２９２件ということでございます。以上です。 

 委 員 長  続きまして、河内委員の太陽光発電の件と宮原委員の交付税の特例交付の件で、財

政課長から発言の申し出があっておりますので、これを許可します。 

財政課長 

 財政課長  昨日の決算の概要の中で、河内委員から質問を受けました太陽光発電による節電効

果について、回筓を申し上げたいと思います。 

 平成２４年度の発電量につきましては５７，４９８ｋ、１日に直しますと、約１６

０ｋｗアワーになります。 

 この１６０ｋｗアワーというのは、庁舎の事務室、ここに２ｍ１０㎝、２．１ｍの

蛍光灯、これが１００Ｗでございます。これを８時間点灯した場合に、約２００灯分

になります。そういったことになります。 

 それから、宮原委員からの質問、交付税の特例交付についての、合併時からの累計

額はどれだけあるのかということでございますが、平成１７年度から平成２４年度ま

での８年間、トータルで３，４９０，０４８千円でございます。 

 それから本年度につきましては、５６４，９２７千円になっております。以上でご

ざいます。 

 委 員 長  以上で終わります。 

 それでは、農業委員会の説明を求めます。 

農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 農業委員会でございます。 

 先に、決算書に基づきまして歳出を説明し、その後、決算審査特別委員会資料の決

算に係る主要施策の成果、将来の課題に基づきまして説明をいたします。 

 それでは、決算書の１１３、１１４ページをお開きください。 

 ５款１項１目農業委員会費でございます。 

 支出済額２８，０２４千円で、主なものとしましては、１節報酬９，６４５千円は、

農業委員の報酬と嘱託職員１名分です。 

 次に、８節報償費６０千円は、あっせん人の謝金です。 

 ９節旅費１，０１２千円は、委員の会議等の費用弁償３９２千円と、視察研修等の

研修旅費４８６千円が主なものです。 
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 次に、１１節需用費１２９千円は、消耗品で事務用消耗品等の購入費です。 

 １２節役務費１３０千円は、利用権設定終期通知書の郵送料の通信運搬費、及び農

業委員の公務災害保険料です。 

 １８節備品購入費４８千円は、各種証明手数料の受け取りのため使用しているレジ

スターが故障したため、新たにレジスター１台購入した費用です。 

 １９節負担金補助及び交付金３８７千円の主なものは、県農業会議朝倉支部負担金

３１０千円です。 

 以上で、決算の説明を終わります。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料の１１７ページをお開きください。 

 項目の農業経営基盤強化促進法による利用権設定内容としまして、新規設定２４２

件、再設定３５７件、合計の５９９件の申請があり、５９９件の利用権設定の種類と

しましては、賃貸借４７３件、使用貸借１２６件となっております。 

 次の項目の農地法に基づきます許可申請、及び届の件数としましては、農地法第３

条の農業委員会許可分２５件で、県への申達件数としまして、農地法第４条は１２件、

農地法第５条は３６件、また、農地改良行為届２件となっております。 

 次に、農地移動適正化あっせん事業による農地保有合理化事業のあっせん申し出件

数は１３件となっております。 

 また、農地基本台帳の整備については、農地の所有権移転等の移動データの入力を

随時行い、台帳の整備に努めております。 

 遊休農地の解消のため、農地パトロールの实施、また農地転用の啓発に向けまして、

今後とも取り組んでいきたいと考えております。 

 以上で、農業委員会関係のご説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

内堀委員 

 内堀委員  農業委員さんについて、質問をいたします。 

 近年ですね、農業委員さんが農地の移動とかの他にも、本当に活動内容が幅広くな

ってですね、たいへん多くの仕事を抱えてらっしゃるようにお聞きしたんですけれど

も。 

 委員さん１人当たりの報酬とですね、月枠の平均の稼働日数とか時間帯が、大体で

いいので、分かればお願いいたします。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 農業委員の報酬につきましてですけれども、会長につきましては４１千円、副会長

が３２千円、委員が２８，９００円の、これは月額です。 

 それと、そのうちの活動の日数ということですけれども、農業委員さんにつきまし

ては、毎月ですね、毎日ですけれども、活動日誌記録というのを付けてもらっており

ます。それが大体７日程度というふうに記憶しております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  農地パトロールをされて、無断転用を見つけた場合、どのような手続きをされるの

か。また、今までパトロールで、そういう無断転用の土地を見つけたことがあるのか、

お尋ねします。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 農地パトロール等で、住民からの通報もありますけれども。 

 その中で無断転用ということでなりました場合には、まず現地調査をやりまして、

農業委員さんとやりましてですね、一応調書というのを作るようになっているんです
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けれども。 

 その前に本人を、所有者というか、そういうのを呼び出しまして指導をいたします。

その時点で始末書を入れてもらってですね、正式な手続きを取ってもらうということ

をやっております。 

 それでもなおかつない場合については、その調書について、県のほうに報告するよ

うになっております。あとは県のほうからの指示に基づきまして、最終的には県のほ

うで強制執行なりがされるということでございます。 

 また、それと私がタッチした中では、まだ指導の段階で終わっているのがほとんど

です。それと件数的なものについても、さっき言いましたように、指導で行っておる

ところでございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  年平均何件ぐらい見つけられるんですか。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 その土地もありますけれども、必ず出てくるというわけでもありませんので、私は、

年間大体１、２件はあります。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  成果と課題についてでございます。 

 表にして出してありますが、申し訳ありません。私、まだ初めての決算委員会でで

すね、こういう出し方をされてですね、分からないんです。申し訳ないです。 

 これは、私の勉強不足もあると思いますが、携わってある方には多分分かると思う

んですが、第３条許可申請と書かれて、これは何なのか。具体的措置が、農業委員会

許可とかですね、こういうふうな卖語だけで書かれるとですね、どういう措置をされ

たものか、それが全然分からないんですよ。 

 この成果というのもですね、件数しか書いてありませんので、できればですね、や

っぱり今後委員会で表決されて、結審はすると思うんですが、私たちはこの後もこれ

を見ながら、果たしてそれが、これから将来できているものかですね、検証していか

ないかんと思っております。 

 だから、よければ書かれる範囲で、文章にして、誰が読んでも分かるようなですね、

あれで提出していただけませんでしょうか。よろしくお願いします。 

 よければ、その辺りどうお考えか、すみません。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 農業委員会そのものが、農業委員会総会の中でしておりますので、この決算資料に

つきましてはですね、今回こういう形で出しているということですけれども、他のと

ころで詳しくご説明したいと思いますけれども、資料としてどこまでするかというの

が、なかなか難しいところでございますので、検討させていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 委 員 長  いいですかね。はい。 

福本委員 

 福本委員  实は８月の末にですね、私も当時立会をしたわけなんですが、境界立会という形で。 

 もちろん農業委員会に、あと農転の関係で申請されるということで、もちろんそれ

はそのとおり手順としてやられるわけですが。 

 農業委員会にかかるのが、なんか聞くところによると１１月か何か、そういうお話

でしたんですが。 

 何かある程度件数が多くなると、次の月に回すとか、そういう事務的な面で遅れて
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おるということなんでしょうか。その点お筓えいただきたいと思います。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 農業委員会の申請のですね、第３条から４条、５条とあります。３条につきまして

は、農地の所有権移転のみの許可になります。４条、５条につきましては、農地から

他の目的に転用する場合の許可申請になります。 

これは、県許可申請になりますけど、その前の、県許可申請の事務の流れとしまし

ては、まず、毎月締切日というのを決めております。毎月大体概ね２５日ですね、締

め切って、その締め切った案件に基づきまして、翌月の１０日、基本的には１０日で

すね、に農業委員会を開催いたします。 

 その中で審査が終わりまして、県のほうに申達というような形になります。県の審

査が、県に申達いたしまして、県のほうから常任委員会というのがあります。県の常

任委員会のほうに係りまして、それが月末にありますので、大体提出されて、２５日

提出されて、翌月の大体、例えば９月２５日に出されましたら、１０月１０日の農業

委員会にかかりまして、大体許可が下りるのが１１月１日というような流れになりま

す。 

 だから、締切日が大体２５日ですので、それが遅れますと翌月に延びるということ

になります。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  私は農業のことは門外漢でよくは理解しておりませんけど、農業新聞等を読んでお

りますと、各自治体での農業委員さんの活躍が報じられているところなんですが。 

 やっぱり農業の活性化と言いますか、どういうふうに事業展開していったらいいの

かとか、様々な角度からの取り組みが講じられているわけなんですが、農業委員会は

このように農地法に基づいた、いろんなことを審査と言いますか、議論、審議される

ということはもちろんのことなんですが。 

 やはりわが町の農業をいかに活性化していくのか、そういうふうなことの議論とい

うか審議はなされているのか、具体的な活動をどうなさっているのか、お尋ねをいた

します。 

 委 員 長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お筓えいたします。 

 農業委員さんの活動じゃないかなと思いますけれども。 

 農業をされている方から相談を受けて、それの農地の関係の移動の仲介にかかられ

たですね、そういうこと。農地の、例えば離農をしたいということで、周囲の方に利

用権設定の中継ぎと言いますか、そういうのをやられております。 

 あと相談、または毎月ですけれども、個人的に各地区の農地パトロールをしながら

見守っているというところもありますし、農家の方とはそういう相談とかですね、そ

ういう仲介に入って手助けされているというのが現状です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  私はあくまでも農業新聞を通していろいろ情報を見せてもらっているんですが、や

はり農業委員会、確かに様々な活動をなさってますし、お忙しい部分はあると思いま

す。そして報酬にしてもわずかでございますけれども。 

 そういった中で、本当にわが町の農業をどう活性化しようかというような取り組み

をなさっているところが多くございますので、そういった部分でもですね、農業委員

さんのお力というのは大きなものがあるんじゃないかと思いますので、そういったこ

ともお考えになって、農業委員としてご活躍いただけたらと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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 委 員 長  回筓はいいですね。 

 （「はい。」の声あり） 

 委 員 長  これで、農業委員会を終わります。 

 それでは、農林商工課の説明を求めます。 

農林商工課長 

農林商工課長  それでは、農林商工課のご説明をさせていただきます。 

 まず、決算書１１３ページをお開きいただきたいと思います。 

 ５款農林水産業費でございます。予算現額５３１，７９０千円に対しまして、支出

済額は５０２，７８７千円で、不用額は２９，００２千円となっております。 

 １目は先ほど農業委員会で説明いたしましたので、２目農業総務費でございます

が、支出済額６０，７８６千円となっております。 

 １節報酬は農事組合長の報酬でございまして、１，１３０千円の支出でございます。 

 次に、１１５ページをお開きいただきたいと思います。 

 １９節負担金補助及び交付金１，２６７千円の支出でございますが、主なものとい

たしましては、水田農業推進協議会助成金１，２００千円でございます。 

 特徴ある米作りや円滑生産調整の推進事業に対して、協議会へ補助しているもので

ございます。 

 次に、３目農業振興費でございます。 

 支出済額２０６，０６８千円でございまして、主なものといたしましては、１１８

ページをお開きいただきたいと思います。 

 １１８ページの１９節負担金補助及び交付金の田植機やトラクター、コンバイン等

の農業機械の導入を支援いたします水田農業担い手機械導入支援事業、またいちご、

きゅうり省力栽培、梨の防風保護施設などの補助の活力ある高収益型園芸産地育成事

業、それと農地・水関係の負担金、育苗施設や温室栽培等の施設園芸振興のための園

芸農業対策費補助金でございます。 

 ４目畜産費は支出済額１３０千円でございます。 

 次に、５目農地費でございます。 

支出済額３３，３９２千円の主なものは、国営造成施設管理体制整備促進支援事業

１１，１０３千円でございますが、両筑土地改良区の施設管理に要する経費につきま

して、関係市町村の負担で、国と町、それぞれ２分の１を負担しているところでござ

います。 

 次に、県営土地改良事業負担金１８，０６０千円につきましては、湿田対策のため

の暗渠排水事業でございます。 

 また、両筑県営二期事業費負担金４，００９千円でございますが、これは、総事業

費約１８０億、平成２８年度から約２０年間の工事を行う前の機能診断と保全計画の

負担金でございます。 

 次に、６目農業土木費に移ります。支出済額は１２３，６１５千円となっておりま

す。 

 １５節工事請負費での農道整備工事費は、坂根、森山地区の農道整備でございます。  

 ふるさと農道整備工事は、中牟田・昭和線、高上・上高場線でございます。 

 そして、農村環境整備事業は、下堤ため池でございます。それから、赤坂地区の農

道舗装工事でございます。 

 同じく１９節の負担金補助及び交付金での農業土木費は、区及び営農集団体が实施

する事業に対しまして、町が７０％補助する事業でございますが、８行政区で行われ

ました。 

 また、県営ため池等整備事業費は、大村ため池、熊坂ため池の町、地元負担金でご

ざいます。 
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 続きまして、１１９ページをお開きいただきたいと思います。 

 ７目そったく基金事業費で、支出済額９，７９８千円の主なものは、嘱託員の報酬

と１９節の直売所活性化事業、これはみなみの里ととまと、２カ所でございます。 

 重点品目産地強化事業、これは、２経営体に行っておりますものが主でございます。 

 次に、２項林業費に移ります。 

１目林業総務費は、支出済額１，３３７千円で、有害鳥獣防除協議会への補助金が

主なものでございます。 

 ２目林業振興費は、支出済額３３，８５２千円で、不用額は１５，１６９千円と出

ておりますが、次のページ、１２２ページをお開きいただきまして、１３節、荒廃森

林再生事業という県の事業でございますが、曽根田、砥上、吹田地区の間伐面積の減、

約２０ｈａが实質減になりましたので、その工事費の減、約１２，０００千円の減に

よるものが、不用額の主たるものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金は、生産森林組合への補助金、あるいは朝倉森林組合

育成のための負担金でございます。 

 ３目の林道費は建設課で説明をいたしますので、続きまして、６款商工費に移りま

す。 

 １目商工総務費では、支出済額１０，７７５千円で、１９節の商工会への補助金１

０，７５１千円が主なものでございます。 

 次に、２目商工振興費では４，８３７千円の支出で、１９節負担金補助及び交付金

の地域観光振興助成金１，０００千円は、花の駅めぐりの助成金で、中小企業貸付金

の利子補給２９７千円につきましては、貸付金に対する利子補給、約件数は２９件で

ございました。が、主たるものでございます。 

 ３目観光振興費は、企画課で説明しておりますので、割愛させていただきます。 

 続きまして、１２４ページをお開きいただきたいと思います。 

 ４目労働総務費は、普通旅費でございまして、５目消費者行政推進費でございます

が、１，９６８千円の支出でございますが、主なものといたしましては、消費生活相

談員の報酬でございまして、消費生活相談室を火、水、木、金に４日間開催いたして、

相談件数も２４年度１５６件と、年々増加傾向でございます。 

 以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、決算に係る主要成果及び将来の課題についてを説明いたします。 

 １０９ページをお開きいただきたいと思います。 

 水田農業の生産振興では、地域水田農業ビジョンの具体化への支援であります水田

農業協議会におきまして、交付金の有効な活用によりＪＡの販売戦略に基づく米、麦、

大豆の生産、転作作物への取り組みをしております。 

 また、水田農業推進協議会事務局のワンフロア化でございますが、当該協議会の事

務を活用していくことが、今後の農業生産の課題と考えております。 

 農業者戸別所得補償制度は、農業経営の安定と生産力の確保を図ったところでござ

います。 

 次に、下段になりますが、１１０ページでございます。 

 園芸の生産振興につきましては、先ほども申しましたように、活力ある高収益型園

芸産地育成事業、園芸農業対策事業、重点品目産地強化対策事業などを行いながら、

収益性の高い施設園芸産地育成に取り組んでおるところであります。 

 次に、環境に優しい農業の推進の、環境保全型農業直接支援対策は、減農薬、減化

学肥料栽培などの環境に優しい営農活動に取り組む農業者を支援する制度でござい

まして、７農業者で取り組みがなされております。 

 次に、１１１ページをお開きいただきたいと思います。 

 中山間地域等直接支払制度の活用におきましては、対象集落は担い手が尐なく耕作
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地放置の防止に繋がっていることは評価をしているところでございます。 

 次に、担い手の育成では、水田経営安定対策や米の生産調整等の推進をいたしてお

ります。 

 また、認定農業者の育成におきましては、地域農業の担い手の中核として位置付け

ておりまして、様々な支援策を講じ育成に努めてまいりたいと考えております。 

 また、人・農地プラン、これは国庫事業でございますが、では、町内を１３ブロッ

クに分け、今後の中心となる認定農業者は集落営農組織に農地の集積を目指す事業で

ございますが、２４年度に２つのブロックがプランを作成したところでございます。 

 次に、下段１１２ページでございますが、水田農業担い手機械導入支援事業でトラ

クター、乗用管理機、コンバイン、その他の機械を５経営体に導入いたしまして、農

作業の効率化、生産コストの削減に努めたところでございます。 

 ため池等の整備では、県営事業で２カ所、県卖事業で１カ所を行っております 

 農道の整備におきましては、５本の道路改良、舗装を行いました。 

 次に、１１３ページをお開きいただきたいと思います。 

 農地の整備は、経営体育成基盤整備事業として、暗渠排水工事約６５．７ｈａを行

いました。 

 次に、町卖独の農業土木補助事業でありますけれども、地元受益者が事業主体とな

って事業を实施して、町が７０％を補助する土木事業でございますが、８件の補助を

行ったところでございます。 

 土地改良事業の推進では、両筑土地改良区が行っております施設管理に対する支援

として、先ほど申しましたが、国と町がそれぞれ２分の１の補助を行っております。 

 次に、農地・水・環境保全向上対策の推進では、現在３３団体で共同活動が实施さ

れております。これは平成１９年度から始まりまして、平成２３年度で終了いたしま

したが、２４年度から名称が変わりまして、また５年間延長されたところでございま

す。 

 また、農地・水・環境保全向上活動支援事業は、２３年度から始まりました施設の

長寿命化の取り組みでありまして、現在１８団体が取り組んでおられます。 

 次に、特産の振興につきましては、町内等の加工業者、飲食店での商品開発が進ん

でおりまして、現在２５店舗で６２種類以上の商品が販売されております。 

 次に、下段の１１４ページでございますが、地産地消の推進では、みなみの里、Ｊ

Ａと連携しながら、生産グループの育成を図り、供給体制の整備を行い、町内の保育

所や小中学校への納入の推進を行っております。 

 また、雤よけハウス補助につきましては、ＪＡと普及センターと連携をしながら、

さらなる推進を行っているところでございます。 

 次に、直売所活性化事業につきましては、商品の開発に伴いみなみの里、とまとの

営業に必要な施設の整備を行っております。 

山麓線沿線の活性化でございますが、フラワーロード事業といたしまして、山麓沿

線に彼岸花、水仙、みなみの里の西側ほ場にひまわり、コスモスを植栽いたしました。 

都市部からの集実に寄与していると思っているところでございます。 

 次に、経営体育成資金の活用につきましては、スーパーＬ資金の利子補給を行いま

して、受益者の負担軽減を行いまして、経営の安定化に努めてきたところでございま

す。 

 次に、交流型農業推進につきましては、ふれあい農園を設置しております。 

 ８４区画、６４名の方に利用してもらって、体験を通じて農業への理解を図ってい

るところでございます。 

 農業振興地域整備計画につきましては、全体見直しの实施時期を検討しているとこ

ろでございます。 
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 以上で農業関係を終わりまして、次に、林業関係に移らせていただきます。 

 森林整備の推進における荒廃森林再生事業につきましては、森林環境税を財源とし

て、活用して事業に取り組んでおるところでございます。 

 次に、１１５ページをお開きいただきたいと思います。 

 朝倉森林組合の育成では、運営等の助成金につきまして、関係する３市町村、筑前

町、朝倉市、東峰村でございますが、が分担して拠出いたしまして、機械導入をはじ

め育成支援を行っているところでございます。 

 交流型林業の推進といたしましては、竹林オーナーの整備を行いましたが、地域資

源の活性が図られるため、今後は区画を増やしていきたいと考えております。 

 緑づくり事業の推進では、緑の募金活動におきまして、町内の方々にお願いをいた

しながら募金をしていただきましたものでございまして、緑づくり事業助成の推進に

活用されているというふうに考えております。 

 有害鳥獣駆除の实施でありますが、近年イノシシ、シカ、カラス等による農林産物

への被害が増えておりまして、対策協議会、メンバーは猟友会になるかと思いますが、

を設置しながら、駆除をいたしております。 

 ただし、メンバーの高齢化が今後は大きな問題となるというふうに考えておりま

す。 

 以上で林業関係を終わりまして、商工業関係に移ります。 

 商工会の育成につきましては、商工会運営のための助成金でございます。 

 中小企業者の育成では、町の中小企業に対する貸付金の利子補給でありまして、こ

の事業によりまして、中小企業の経営安定化に努めてきたところでございます。 

 また、セーフティネットの認定におきましては、中小企業者の資金供給を円滑にす

るため、事務の円滑化に努めてきたところでございます。 

 下段の１１６ページになります。 

 消費生活への支援につきましては、消費行政活性化基金事業によりまして、平成２

１年９月より生活改善室を開設いたしておりますが、相談件数が２４年度で１５６件

ありまして、トラブルの解決にあたってきたところでございます。 

 以上で、農林商工課の説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  決算書の１１７、１１８、１１９、１２０ページの３目農業振興費の１９節の負担

金補助及び交付金、それと６目農業土木費の１９節負担金補助及び交付金、次のペー

ジのそったく基金事業費の中の１９節負担金補助及び交付金ですが、それぞれ交付金

が決まった時期、補助金が決定した時期、それと不用額が非常に多いんですが、それ

の理由をお尋ねします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  議員質問でございますが、たくさん数があるんでございますけれども、まず１１８

ページでございますが、農業振興費の１９節の関係になるかと思います。 

 いくつかに絞らせて説明させていただきます。数が多すぎると思いますので。 

 例えば機械導入、３行目になりますか、水田農業担い手機械導入とか活力ある農資

源とかございますが。 

 時期的にはですね、この時期にあります。秋口にあります。 

 それと農業土木費の、同じく１１８ページの土木工事補助金関係でございますが、

これも町卖の農業土木及び県営ため池、これも大体夏からこの時期に確定いたしま

す。場所の確定と金額の確定になってくるかと思います。 

 それに基づきまして、例えば９月の補正で上げたりしますのでですね、７月末から
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８月というふうに考えていただけたら、大体のアバウトな話でございますけれども。 

 それとそったく基金の１９節、１２０ページになりますが、そったく基金の１９節

の話でございますが、直売所とか雤よけとか重点品目とございますけれども、重点品

目等は県とかになりますので、県営事業になりますからですね、時期的に同じような

時期でございまして、直売所も、これは卖独事業でございますから、昨年いたしまし

たみなみの里、とまとに関しましてもですね、９月、１０月で決定、その前に８月、

９月で決定いたしまして、施工は、实際この時期から实際工事にかかられておる時期

でございます。以上でございます。 

 委 員 長  理由。残がある理由。 

農林商工課長  先ほど森林関係事業の残があるんでございますが、不用額が出てきている理由とい

たしましては、例えば土木の工事費で言いますと、設計して、これは建設課とか他の

事業課と同じでございますが、实際に工事にかかって、そこまで例えばメーター数、

舗装が農林商工課は主でございますので、メーター数がいかなかったというのが一番

の原因でございまして、ですから、そういうので不用額が出てくるのが多ございます。 

 舗装に関しましては、そのような感じになるかと思います。 

 それと、他のいろんなソフト関係の事業に関しましては、機械に関しましても、ハ

ードの機械導入の事業に関しましても、实質見積りを取って、それで前年度に予算化

して、次年度の予算に計上しているわけでございますが、实際工事で、最終的に見積

りを取りますと、卖価が下がっているというのが現状でございます。 

 議員が質問された項目に関しては、以上でございます。 

 委 員 長  その前に、時期ですね、時期が秋に確定をして、残っているという理由ですね、そ

れをはっきり言ったほうがいいんじゃないでしょうか。 

農林商工課長  交付の時期をいたしまして、それから工事にかかります。例えば道具の管理にしま

しては、事業の決定をいたしましてですね。 

 そして、实際工事をかかって、例えば冬口とかに残が出てくるということでですね、

大きい金額であれば、例年不用額で落しているんじゃないかと思います。 

 ただ、工期的には３月までの工期がほとんどでございますので、やっぱり工期の途

中で減額というわけにはいかないという形になっておりますので、そういう形がほと

んど不用額で残ってきているんじゃないかと考えております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  ５の農地費の１９節負担金補助及び交付金、これは、負担金とかは一応決まってい

るんじゃないかなと思うんですけれども、それでもやっぱり１８０万から不用額が出

ているんですが、これはどうしてこんなに残ったのか、お尋ねします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 １１８ページ、農地費の１９節のほとんどが国営事業とか両筑関係の負担金で、不

用額が１８０万残るのはということでございますが、これは、先ほども説明いたした

と思いますが、暗渠排水、県営土地改良事業補助金１，８００万となっておりますが、

これは、６５ｈａほど暗渠排水を行ったんですけど、实質、これは県営事業でござい

ますが、農林事務所が行う事業でございますけれども、そこで面積の減が、实施工事

に入りまして行われましたのが、これが１００数十万という形でございます。それが

主たるものでございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  面積の減、減った時期はいつですか、決定した時期。 

 委 員 長  副町長 

 副 町 長  私からお筓えいたします。 



 11 

 こういう事業につきましてはですね、年度末まで工期が、おそらくあるものという

ふうに思います。 

 途中で減額するということはですね、なかなか難しい、見通しがつかないというふ

うなことで、不用額等また出るんだというふうに理解していただきたいと思います。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  決算書の１１５、１１６の農業振興費の１４節使用料及び賃借料ですか、山麓線フ

ラワーロード用農地の借上料が６２６千円となっておりますが、この面積はどのくら

いあるのでしょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  今、手元に持って来ておりませんので、後ですぐ報告したいと思います。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  成果と課題の１１４ページの山麓線沿線の活性化ということで、フラワーロード事

業が１６０万強かかっております。農地利用が６２万ということであればですね、１

００万近くが、あとは管理料とか植栽とか、いろんなための費用だと、私は判断して

いるんですが、ひまわり、コスモス、菜の花、それから芝桜ということで、そのよう

な判断でよろしいんでしょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 ひまわりと菜の花でございまして、芝桜は入っておりません。 

 それと、これはですね、菜の花というふうに成果の中に、１１４ページに書いてい

ると思います。誠に申し訳ございません。これはひまわりとコスモスとれんげでござ

います。誠に申し訳ございません。訂正をお願いいたしたいと思います。 

 それと１６０万の金額的な内訳でございますが、農地の借上げが約６３万ぐらいに

なるかと思います。 

 それと管理の委託が８０万、残りが肥料代とかいう形の経費の内訳になります。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  今、ひまわりとれんげ、管理が８０万ということなんですが。 

 できたらですね、この芝桜、これも管理していただいたらなと思うわけです。 

 と申しますのは、初年度はほんとにきれいな芝桜が咲いたわけです。ところが、フ

ァーマーズマーケットのあと楽しみに見に行ったらですね、もう草ばかりということ

で、誰が管理されているのか、私も分からないんですが。 

 せっかくですね、そこに芝桜まで植栽をされておるならですね、ぜひ、どなたかに

管理までお願いせんと、多分無理じゃなかろうかなと思うんですね。 

 それで、できたらですね、やはりそこら辺を尐し考えていただいてですね、やはり

せっかく植栽をしておられますので、検討をお願いしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 確かに議員おっしゃるように、２３年度まで芝桜も業務の内容に入っておりまし

た。委託先が小路、陣高の集団営農組合でございまして、毎年お願いして更新してい

るような地区でございまして、今年も私が行ってからお願いしたところでございます

ので、今ももうすぐ黒大豆の収穫に向けてもやっておりますので、地元の営農集団と

打ち合わせ等ございますので、今年もしくは、できなければ来年という形てですね、

再度ご相談したいと思っております。以上です。 

 委 員 長  桒野委員 

 桒野委員  ２点について、お尋ねをいたします。 
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決算書の１１８ページ、負担金補助及び交付金の２段目と３段目についてお尋ねを

いたします。 

 青年就農交付金とありますが、これは何人ぐらいに交付をされているのか、お尋ね

をいたします。 

 それと、その下の水田農業担い手機械導入補助事業がありますが、これは、面積の

下限とかお聞きしておりましたが、どのくらいの面積の規模なら補助を付けられる

か、お尋ねします。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 最初のご質問になるかと思います。寄附金の人数関係は、ちょっと今把握しており

ませんので、後でご報告させていただきたいと思います。 

 それと、機械導入の補助金でございますが、３名でございます。 

 申し訳ございません。青年給付金でございますか。こちらは３名でございまして、

半期、いわゆる半年ということで、１年間最大１５０万でございますから、半期分の

７５万の３名分でございます。 

 それが、この１１８ページの冒頭の給付金の２，２５０千円の内訳でございます。 

 それと機械導入の関係でございますが、面積の下限は把握しておりません。後で報

告させていただきます。以上です。 

 議  長  桒野委員 

 桒野委員  私がちょっと聞きに行ったところによりますと、面積の下限が相当高いようでござ

います。中規模農家の育成のためにですね、５、６ｈａ作ってある人の、若手で意欲

のある人がおられますので、そういうところまで範囲を伸ばしていただくわけにはい

かんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 担い手の機械導入事業は国の国庫事業でございますので、大元の要綱、要領が決ま

っておりますのでですね、ちょっとそれは一市町村では出来かねるかと考えておりま

す。以上です。 

 委 員 長  石丸委員 

 石丸委員  緑づくり事業の推進について、まず質問をします。 

 緑の募金の活動に対してですね、先日の説明で、上限２０万ということで、やられ

ておるということですが。 

 まず、昨年度で結構ですので、具体的に何区ぐらいがこれをやられて、その内容は

どういうことであったのかを、まずお聞きします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 緑の募金は、上限、１団体が行うのに２０万というふうに制限を設けております。 

 ３団体と言いますか、３地区でございます。 

 具体的にはやすらぎ荘、三輪中学校、山隈区、以上３つの団体で６０万の２４年度

では推進事業としてお金を出したところでございます。以上です。 

 委 員 長  石丸委員 

 石丸委員  すみません。具体的な内容をもう尐し詳しく。 

 例えば、山隈だけで結構です。山隈地区の具体的な内容を教えてください。 

 それからついでに、現在その事業をやられた後がどういうふうになっておるかもで

すね、教えてください。 

 と言いますのも、先ほどから出ておりますみなみの里の芝桜の件がありますね。も
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う今は草ばかりでどうしようもないような状態になっておるということですので、具

体的に山隈地区で結構ですから、どういう事業をされて、今日それがどういうふうに

なっておるのか、そのことを教えてください。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 山隈区はですね、山隈区のグラウンド内の欅の剪定、及びふれあいの森の植林と整

備ということで、緑の募金からは２０万を拠出しております。 

 それと、その後のということでございますが、２４年度事業でございまして、今が

２５年度になっているかと思います。 

 实は平成２５年度から、この緑づくりの推進協議会の实施要綱というのも見直しい

たしまして、今までやっていなかった、例えば、もうそういう植栽をされるような、

剪定をされるようなところにしか、この補助を出さないというのをですね、尐し要綱

を変えてですね、協議会で今年の夏に承認をいただいたところでございます。 

 具体的に言いますと、ただ卖発の植栽ではいけないだろうということでですね、例

えば、木をやられて、それを定植して、それを剪定するということでですね、３年間

はそういうところにも整備もということで、出すということで承認を受けたところで

ございますので、２５年度からそのようになっておりまして、過去の、多分あとの調

査等は細かく行ってないのが現状だろうと思います。 

 ですから、今年度からそういう形で、事後の、最低でも翌年度には１回、その後ど

ういう状況になっているかというのを、事務局としては調査するということで、協議

会等にはお諮りしたところでございます。以上です。 

 委 員 長  石丸委員 

 石丸委員  これは私の思いなんですが。 

 ２０万程度で成果に書かれているような、さらに緑化意識の高揚を図り、潤いのあ

るまちづくりに寄与すると。实際にこれができるのかなと、そういう思いがあります。 

 だから、先日も尐し言わせていただきましたけれども、こういう町民の皆さんの募

金による事業ですから、もう尐しやっぱちゃんと形が残るようにですね、例えば１０

年、２０年後に、これは我々が募金をした、そのことによってこれができたんだとい

うね、そういうものができないのかなというふうに考えるわけです。 

 ですから、いろいろ難しいところもあるかもしれませんが、提案になりますので、

町長に回筓をお願いしたいと思いますが。 

 私、そういう条例とか、そういう規約とかなんか分かりませんけれども、緑の募金

のはですね。だから、提案という形でさせていただきたいんですが。 

 要するに、そういうような２０万とかそういうお金でやるんじゃなくて、もっと長

期的にですね、町がちゃんと計画を立てて、例えば、今、草場川にがざーっと、桜並

木ができておりますけれども、あれをさらにずっとつないでいくとかですね、ちょっ

と長期的な町の計画を立てて、そのことをちゃんと町民の皆さんにですね、この緑の

募金というのはこういう形で、１０年、２０年後にはこういうことを实現させたいと

かですね、そういうようなことができないのか、どうなのか。 

 あるいは、そういうことを検討していただけるのかどうなのかをですね、町長に回

筓をお願いしたいと思います。 

 委 員 長  町長 

 町  長  お筓えいたします。 

 まずもってですね、この決算審査委員会の中で、この事業を審査することは、本当

は対象外だと私は認識しております。 

 あくまで一般会計、普通会計、それぞれの会計において審査をしていただくわけで
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ございまして、この事業は全く任意の団体の任意の事業でございました。 

 ただ、ああいった問題を起こしたことは事实でございますので、十分反省しながら、

その委員会等には、議会としての意見、執行部としての立場は主張しなければなりま

せんけれども、本来はここで議論すべきではないと思っております。 

 ですから、表現の仕方はちょっと問題があろうかと思いますけれども、ただ、申さ

れましたのは、やはり住民の方々は、やっぱり町の事業としてとらえているというこ

とだろうと思いますので、制度は制度といたしましてですね、考え方だけ述べさせて

いただきたいと思います。 

 町長といたしましては、ぜひこの協議会にですね、会長としては、今日は出席して

おりませんので、町長としては、この協議会にぜひ、町の意向を伝えたいと、そうい

ったふうに、募金で集まったお金ではありますけれども、もうちょっとしっかりとし

た構想なりを立ててやっていただきたいと。 

 それと、非常に金額が小さいもんですが、この趣旨として、そういった小さな緑化

を推進していくというような趣旨があればですね、それは両立させるような方向も必

要だろうと、そのように考えます。  

 したがいまして、全体事業費が非常に小さくはございますけれども、やっぱり１つ

の目標をもって、成果が見える形で、住民の方に説明できるような事業にしてほしい

というような要望を、協議会に伝えたいと、そのように考えます。以上でございます。 

 委 員 長  今、町長が言われたんですけど、１１５ページに緑の募金活動ということで、項目

を上げて、今報告がなされたので、これで質問なされたんじゃないかなと思っていま

す。 

町長 

 町  長  今、委員長が言われましたとおりでございまして、このように報告をしております

から、その分でご質問があったと、そのように理解しております。 

 ただ、これに報告しておりませんけれども、例えば、水田農業推進協議会、これは

２億円からの大事業でございます。その分については、ここに報告もしておりません。 

 ですから、そういった事業が多々あるということだけは、報告をしておきたいと思

っております。 

 ここの報告した以上はですね、説明した以上は、やはりその件について筓える義務

があると、そのように考えております。 

 来年度については、また方法を考えたいと思います。よろしくお願い申し上げます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

農林商工課長 

農林商工課長  ２点ほど宿題をいただいておりますが、１点だけ、川上委員が質問されました山麓

線ロードの面積でございます。約１２，０００㎡、１町２反でございます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  ということであれば、反当５万ですね。 

 ということは、転作奨励金とかいうことまで見てやっているということですね。は

い、分かりました。 

 委 員 長  これで農林商工課を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩いたします。 

 １０時５０分から再開いたします。 

（１０：４２） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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（１０：５０） 

 委 員 長  先ほどの桒野委員のフラワーロード担い手機械導入対象面積の件について、農林商

工課長から発言の申し出があっておりますので、これを許可します。 

農林商工課長 

農林商工課長  先ほどの桒野委員の面積に関係しまして、お筓えいたします。 

 １１８ページでございます。 

 水田農業担い手県営事業費補助金は、県営事業でございまして、集団で行うのには

２０ｈａ、個人で行うのには１２ｈａとなっております。 

 これも概ねが付いておりますので、約１２ｈａというふうに解釈していただければ

と思います。以上です。 

 委 員 長  桒野委員 

 桒野委員  ただ今、課長のお話でよく分かりましたけど。 

 私が申し上げたいのは、３ｈａから５ｈａぐらいの意欲のある若い人がおるから、

どうかならないものかというふうにお聞きいたしたわけでございます。町のほうで。 

 もうそれはいいです。考えとってください。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お筓えいたします。 

 先ほどのは県営事業でございまして、今年麦・大豆の機械導入というのが上がって

きておると思います。そういうのももちろん面積要件があると思います。 

 議員のご意見、これはもちろん農家の方もそういうご意見が来ておりますので、担

当課といたしましては、ご意見を集約してですね、いろんなところに反映できるよう

に努力したいと考えます。以上です。 

 委 員 長  それでは、建設課の説明を求めます。 

建設課長補佐 

建設課長補佐  建設課でございます。 

 最初に、平成２４年度建設課の決算書の説明をさせていただきます。 

 決算書１２１、１２２ページをお開きください。 

 ５款２項３目林業費５，７８１千円でございます。 

 １５節工事請負費で石坂林道、畑嶋林道の補修工事を行っております。 

 続きまして、１２３ページ、１２４ページをお開きください。 

 ７款１項１目土木総務費８０，５７４千円。 

 １節報酬は、検査員、用地交渉専門官、登記嘱託職員、一般非常勤職員、計４名分

の報酬でございます。 

 ２節給料から１２５ページの４節共済費までは、人件費のため省略させていただき

ます。 

 ９節旅費、１１節需用費、１２節役務費、１４節使用料及び賃借料、１９節負担金

補助及び交付金、２７節公課費は、義務的経費のため、説明は省略します。 

 以下、次の款、項目についても省略させていただきます。 

 １２５ページの１３節委託料は、分筆登記図面作成業務１２件、土地交換及びセッ

トバックに伴う分筆登記料でございます。 

 １８節備品購入費は、軽自動車購入及び応急作業用自動のこぎり、チェーンソーを

購入しております。 

 続きまして、２項１目道路橋梁総務費９，９０９千円でございます。 

 １３節委託料は、橋梁長寿命化計画策定のための橋梁点検業務委託で、町内の５ｍ

未満、２３３カ所の橋梁の点検、及び普通地方交付税の基礎数値となります道路台帳

の補正業務の委託料でございます。 
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 ２項２目道路維持費４９，１４９千円、１２７ページ、１２８ページをお開きくだ

さい。 

 １３節委託料は、シルバー人材センターによる毎月４回の道路パトロール、及び小

規模な破損箇所の補修、街路樹剪定等でございます。 

 １５節工事請負費は、各区長からの要望書に基づき、予算の範囲内で、破損状況、

緊急度、費用対効果、要望書の提出時期などを考慮し、久光・当所線道路舗装工事等

他５６件を实施しております。 

 １６節原材料費は砕石及び舗装補修の材料費等でございます。 

 ２項３目道路新設改良費１０２，６１９千円。 

 １３節委託料は、測量設計業務委託、物件等調査業務委託１件でございます。 

 １５節工事請負費は８件、单幼稚園前線道路改良工事他で、総延長にいたしますと

１，４００ｍを整備しております。 

 １７節公有財産購入費は、道路改良工事に伴う用地買収６件でございます。 

 ２２節補償補填及び賠償金は、道路改良工事に伴う立木及び物件補償で、７件でご

ざいます。 

 ２項４目国交省交付金事業６２，７２１千円、これは、单北線道路改良工事の事業

費でございます。 

 １３節委託料は、道路改良に伴う残地の簡易的な公園設置の測量設計費でございま

す。 

 １５節工事請負は、道路改良工事、延長５００ｍの関連付帯工事分でございます。 

 １７節公有財産購入費は、道路改良に伴う用地買収３件でございます。 

 ２項６目まちづくり交付金事業６６，７９８千円、繰越明許８，８７８千円、道路

改良工事２件分でございます。 

 １３節委託料は、用地買収に伴う不動産鑑定業務委託でございます。 

 １５節工事請負費は、篠隈・北原線他４件の道路改良工事を行っております。総延

長３６６ｍを整備しております。 

 １７節公有財産購入費は、用地買収５路線分の２１件でございます。 

 続きまして、１２９、１３０ページをお開きください。 

 ２２節補償補填及び賠償金は建物等の物件補償５件でございます。 

 ３項１目河川総務費４，１２５千円、１９節負担金補助及び交付金の主なものは、

夜須地区の県営河川を守る会、三輪地区の草場川の清流を守る会への補助金でござい

ます。 

 ３項２目河川維持管理費５，３７６千円、１５節工事請負費は牧川、これは赤坂区

から西田区にあるわけなんですが、そこの護岸補修工事他２件の維持工事でございま

す。 

 続きまして、１８３、１８４ページをお開きください。 

 １０款１項２目農業災害の現年発生災害復旧費４５，２３４千円、繰越明許２４，

０００千円、これは、薬師前頭首工復旧工事等でございます。 

 続きまして、１８５ページ、１８６ページをお開きください。 

 １３節委託料は、頭首工災害測量設計業務委託他３件でございます。 

 １５節工事請負費は、補助、卖独合せて２９件、主なものとして、薬師前及び岸ノ

下頭首工となっております。 

 １項３目林道災害復旧費１２，１７１千円、１５節工事請負費は、卖独１０件、吹

田林道他６路線でございます。 

 ２２節補償補填及び賠償金は、吹田林道復旧工事に伴う立木補償１件でございま

す。 

 ２項３目現年発生道路橋梁災害復旧費２３，０７９千円、繰越明許９，１００千円、
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三並・黒岩・三箇山線他１件でございます。 

 １３節委託料は、復旧工事のための測量設計１件、箇所といたしましては、三並・

黒岩・三箇山線他となっております。 

 １５節工事請負費は、補助、卖独合せて２２件、三箇山・開発線法面災害復旧他と

なっております。 

 ２項４目現年発生河川災害復旧費１１，０４１千円、繰越明許費９，９００千円、

三箇山川他１件でございます。 

 １３節委託料は、復旧工事のための測量設計１件、場所は栗田他となっております。 

 １５節工事請負費は、補助、卖独合せて７件、三箇山川他となっております。 

 以上、平成２４年度建設課関連事業費は、５款林業費５，７８１千円、７款土木費

３８６，２７６千円、１０款災害復旧費９１，５２６千円、合計４８３，５８３千円

となっております。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 続きまして、平成２４年度決算に係る主要施策の成果及び将来の課題について、説

明をいたします。 

 決算審査特別委員会資料１１８ページをお開きください。 

 林道維持費は、林道の定期点検及び維持補修でございます。 

 平成２４年度は石坂林道他３件の維持補修工事を实施しております。 

 土木総務費は、町道と境界確認、登記、寄附等の事務でございます。それぞれの件

数は、成果の欄の記載のとおりでございます。 

 道路橋梁総務費は、主に普通地方交付税などの算定基礎となります道路台帳整備委

託と橋梁長寿命化修繕計画作成のため、町内５ｍ未満の２３３橋の点検業務委託でご

ざいます。 

 この点検結果に基づき、現在修繕計画策定業務を行っているところでございます。 

 道路維持は、町内の維持補修で、久光・当所線の舗装補修、各区から出されました

要望箇所などの維持工事を、計５７カ所实施しております。 

 町道と里道を合わせた総延長が７７９ｋに至っており、今後維持費の増加を抑える

ために、施設の長寿命化を進めなければならないと考えております。 

 道路新設改良は、町道の拡幅改良などで８件、約１．４ｋを改良しております。今

後費用対効果を念頭に置きながら、生活道路の整備、安全・安心の道づくりを進めて

まいりたいと考えております。 

 国交省交付金事業は、单北線道路改良工事で、県道久光・西小田線の下高場地区か

ら県道三箇山・山隈線の大久保地区までの間に繋がる幹線道路で、計画しています全

延長は１．９ｋでございます。平成２４年度は、約５００ｍの道路改良を实施してお

ります。平成２４年度末の進捗率は約９１％でございます。 

 まちづくり交付金事業は、防災に強いまちづくりをテーマに、役場本庁舎を中心と

した７行政区、面積で１７３ｈａにおいて、防災公園、防火水槽、道路の拡幅改良、

水路改修などを２１年度から实施しております。 

 ２４年度は主に５件の道路改良工事３６６ｍを实施しております。２４年度末の進

捗率は約８２％です。この事業につきましては、本年度、平成２５年度で完了となり

ます。 

 河川総務費、維持管理は、主に１級河川８本の関係区のボランティアに対する補助

金、及び維持管理として２４年度は護岸改修工事など３件を实施しております。 

 災害復旧は、昨年、平成２４年７月に起こりました北部九州豪雤関連の復旧工事を

实施しております。 

 災害復旧、農地・農業用施設関係につきましては、補助対象事業１３件、卖独事業

１６件、合計２９件の復旧工事を实施しております。 
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 林道災害につきましては、卖独事業で１０件を实施しております。 

 災害復旧費、道路橋梁災害につきましては、補助対象事業３件、卖独事業１９件、

合計２２件の復旧工事を实施しております。 

 河川災害につきましては、補助対象３件、卖独事業４件、合計７件の復旧工事を实

施しております。 

 今年度につきましては、現在のところ大きな災害は発生しておりませんが、近年経

験したことがない大雤が局所的に降る傾向が増えておりますので、定期的に危険箇所

の点検に努めているところでございます。 

 以上、建設課から報告を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

木村委員 

 木村委員  ２項２目１３節、１２８ページでございます。 

 説明の中に、道路管理等業務委託料につきまして、小規模な修繕が含まれておると

いうことでございましたが、何件ほど、金額にしていくらぐらい含まれておりますで

しょうか。お尋ね申し上げます。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 道路の管理につきまして、シルバーに月１５万で委託をしているわけなんですが、

一応巡回されるときに、ちょこっとした穴がほげているとか、そういったものの一応

維持補修ということで、件数的には把握はしておりません。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  管理も大変でしょうが、できるだけその辺りもきちっと数字にしてですね、補修が

いくらかかりよるものか、わずかな金額にしてもですね、税金のうちですから、確認

して、きちっと認識していただきたいと思います。 

 その辺、どうお考えでしょうか。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 シルバーからの毎月の報告等で、そういった箇所が何件あったとか、そういったの

を報告していただくような形で、検討していきたいと考えております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  関連なんですけれども、道路管理、シルバーに委託されてて、今年がですね、三並

に行く道の下の草を刈ったときに、彼岸花まで一緒に刈ってしまったということで、

地元の方は非常に残念がっていました。 

 次年度、また頼まれると思うんですけれども、刈る日にちをですね、１０日早くし

てもらえば彼岸花には影響がないということでしたので、その辺は重々お伝えしたい

と思います。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 河内委員が申されるとおり、日程の調整というのは行っていきたいと考えておりま

す。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  決算書の１２５、１２６ページです。 

 土木費でお尋ねしますが、公用車購入で軽自動車を購入されたという説明でした。

自動車重量税、自動車自賠責保険は上がっているんですが、任意保険はどうなってい

るんでしょうか、お尋ねします 

 委 員 長  総務課長 



 19 

 総務課長  お筓えいたします。 

 総務課のほうで公用車の関係、一括して入っておりますので、そういうふうにお筓

えしたいと思います。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  今年は被害が尐なかったということで、昨年は、２４年度はもちろん朝倉市なり八

女、そういったところは大きな被害が出ておったわけですが。 

 筑前町においては激甚災害対象に何カ所あったのか、対象にされたのか、その点分

かれば教えていただきたいと思います。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 昨年の７月の北部九州の集中豪雤につきましては、国のほうから激甚災害指定とい

う形になっておりますので、それに基づいて災害工事等を行っておるところでござい

ます。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  恐れ入りますが、対象現場と言いますか、箇所が分かれば教えていただきたいと思

います。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 昨年の災害で、農地５件、施設８件の合計１３件の補助を受けているところでござ

います。以上です。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  失礼しました。 

 補助率の増高というか、それを受けているのが１３件ということで、ご認識いただ

ければと思っております。以上です。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  失礼します。 

 激甚災の増高を受けている箇所につきましては、三箇山、櫛木、坂根、久光、森山、

東小田下、朝日西、農地のほうで三箇山、櫛木、坂根と、施設のほうで久光、森山、

東小田下、朝日西、三箇山、櫛木ということで、ご報告させていただきます。以上で

す。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  確かに下の地域は河川関係でしょう、おそらく。被害があったのは。 

 大体上のほうは土砂崩れとか、そういうふうな関係でいいわけですかね、そういう

ふうに理解して。 

 委 員 長  建設課長補佐 

建設課長補佐  お筓えいたします。 

 議員が申されますとおり、三箇山、櫛木、坂根につきましては田畑、あと久光以下

そういったところはため池、水路関係が主なものとなっております。以上です。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで、建設課を終わります。 

 都市計画課の説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  都市計画課でございます。 

 ２４年度都市計画課所管業務の決算について、ご説明を申し上げます。 

 歳入歳出決算書の１２９ページからでございます。 

 ７款４項１目都市計画総務費の予算現額は、当初予算額６８７，６３７千円から４
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０，３４３千円を減額補正した６４７，２９４千円です。うち６１４，２０２千円を

執行いたしました。 

 １節の報酬は、都市計画審議会を開催する案件がございませんでしたので、全額不

用額といたしました。 

 また、２節給料から４節共済費は人件費等であり、説明を省略させていただきます。 

 それでは、執行した主なものについて、ご説明を申し上げます。 

 ９節旅費の備考欄、費用弁償２００千円は、西田地区のまちづくり推進委員会開催

時の費用弁償で、都合１０回開催されました。 

 次に、１３１ページをお開きください。 

 １１節需用費は物件費のために説明を省略いたします。 

 １３節委託料は、西田地区まちづくり支援業務委託費として、平成２２年度に实施

した、西田地区住環境整備事業基礎調査に基づく地区内のまちづくり推進事業をコー

ディネートするためのコンサル委託料として２，７３０千円を執行いたしました。 

 １４節使用料及び賃借料、１９節負担金補助及び交付金、それと２８節の操出金は、

公共下水道関係事業の執行分であり、説明を省略させていただきます。 

 次に、２目の公園費です。 

 公園費の予算は、当初予算額３７，３０７千円から５２５千円を減額補正した３６，

７８２千円です。うち３４，７４９千円を執行いたしました。 

 それでは、支出した主なものについて、ご説明を申し上げます。 

 １節報酬と９節旅費の説明は省略をいたします。 

 １１節需用費は、公園の電気、ガス、水道使用料及び公園施設等の修繕料等が主な

もので、昨年度との対比で９７．２％、５，８９２千円を執行いたしました。 

 なお、修繕料支出１，８０６千円の約２０％、約３７０千円、箇所数で２２カ所は、

明らかに故意、または乱暴な使用方法によると思われるトイレや水道蛇口などの修繕

に要した費用です。公園施設の棄損は全国的な傾向ではありますけれども、対応に苦

慮しているところでございます。 

 １２節は説明を省略させていただきます。 

 １３節です。委託料は、昨年とほぼ同額の２０，８５６千円を執行いたしました。

公園管理費委託料の内訳についても、備考欄に記載するとおり、都市公園清掃委託料

の１０，５０８千円からふれあいファームの管理委託料の１４２千円まで、７項目に

分類して、例年どおり町が管理する都市公園及び道路、緑地帯などの清掃、それから

樹木などの剪定や設備の保守点検、管理などの業務委託費として、それぞれほぼ昨年

度と同額を執行いたしております。 

 今後も公園管理費の縮減に努めてまいりますけれども、公園を安全で快適に利用し

ていただくためには、一定規模の管理費計上は必要な措置であるということをご理解

いただきたいと存じます。 

 １節飛ばしまして、１５節です。 

 工事請負費として、３，８５７千円を執行いたしましたが、内訳は百万池噴水設備

補修工事が１，１４９千円の他５カ所の補修工事と朝日公園、依井の公園の上水道接

続工事２カ所を行っております。 

 １節飛ばしまして、次に、１３３ページをお開きください。 

 １９節負担金補助及び交付金の水道加入金２５２千円の執行は、朝日公園と依井の

公園が上水道施設に加入したことによるものです。 

 また、城山開発組合負担金の１８０千円は、多目的運動公園にあった梨園の水利権

を、町が継承する為の費用でございます。 

 ３目国土交通省公園事業費です。当初予算額として３４４，６８０千円を計上いた

しておりましたが、２３年度に引き続きまして、２４年度も国庫補助金が大きく減額
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されたことにより、当初予算に計上していた事業を、国庫補助金額に合せて施工する

必要が生じました。 

 その後、国の大型補正予算で、２４年度補正予算要望額において、満額内示を受け、

近隣公園整備事業費と多目的運動公園整備事業費のうち、調整池の排水路築造や公園

東側部分の園路築造などの一部工事費１３８，１００千円については、２５年度へ繰

り越し手続きを行っております。 

 それでは、主な執行予算ついて、ご説明を申し上げます。 

 ９節旅費は、公園予定地内で新たに露見した古窯跡群の保存方法について、文化庁

に説明のため、上京したおりの旅費でございます。 

 １３節委託料は、实施設計委託料として２２，８９０千円を執行し、また、補助金

の大幅減額に伴いまして、この实施設計委託料から一部使途を変更して、埋蔵文化財

発掘調査委託費３，５６４千円、調整池排水路地形測量業務委託費２，０３７千円、

町道小隈・大坪線取付道路測量設計業務委託費１，５５４千円、及び同路線の地籍測

量図作成と土地分筆登記委託費として４５１千円を執行いたしました。 

 その他にも地質調査のためのボーリング調査委託費として３，８５３千円を執行

し、国の補助予算対応分４，０００千円を２５年度へ繰り越し手続きを行いました。 

 １５節工事請負費におきましても、補助金の大幅な減額に伴い、予算額２８７，０

００千円に対して、町道小隈・大坪線改良工事費、及び取付道路工事費として９８，

５９５千円、基盤整地工事費として２８，６１２千円、公園内の散水管の切り替え、

バイパス工事に４，５５９千円、その他電柱、電線等の移設等工事費２，９９７千円

の計１３４，８０３千円を執行し、国の補正予算対応分１３３，５００千円を、２５

年度へ繰り越しを行っております。 

 次に１７節公有財産購入費と２２節補償補填及び賠償金でございます。 

 一部用地等の買収契約締結が平成２４年度にずれ込んでいた物件がありましたが、

当初計画していたすべての用地買収と当該買収に付帯する物件補償の支払いは、平成

２４年の５月までに完了することができました。 

 なお、国の補正予算で対応する新たな用地買収等の必要が生じた調整池築造に伴う

水路部の用地買収費等の経費６００千円については、２５年度へ繰り越し手続きを行

っております。 

 次に、５項１目住宅管理費です。 

 予算額は、当初予算２０，３５１千円に１２，０４５千円を増額補正した３２，３

９６千円で、うち３０，６６６千円を執行いたしております。 

 １節報酬は５８５千円の執行で、各住宅の管理人報酬及び入居者選考委員会時の報

酬です。入居者選考委員会は、２４年の１０月１日に開催をいたしております。 

 ９節旅費の説明は省略をいたします。 

 １１節需用費は、昨年対比で１２６％の８，９３５千円を執行いたしました。 

 内訳は、窓あき封筒の印刷製本費、住宅の光熱水費、住宅の修繕料及び住宅管理に

要する消耗品と本課で管理する軽自動車の燃料費で、備考欄に記載のとおり執行いた

しております。 

 なお、印刷費を除いた修繕料、消耗品費、燃料費及び光熱水費は、当初予算編成時

に、毎年前年度の執行額等を参考に予算計上を行っておりますが、本年度は２，１５

０千円の補正予算と１６８千円の予算流用の承認を受けまして、入居者の要望に応え

たところでございます。 

 １２節の役務費は例年どおり、団地等の草刈り、火災保険料の執行の他に、新町団

地水道工事審査手数料２０千円ですが、これが新たに加わったことによるものです。 

 １３節委託料は、備考欄に記載のとおり、水質検査委託料から給水施設、滅菌機の

維持管理、貯水槽の清掃等、それからエレベーターの保守点検及び消防施設点検に係
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る各委託料と、新町団地の上水道切り替えに係る設計委託料及び工事管理委託料を執

行いたしております。 

 １節飛びまして、１５節です。 

 工事請負費として６，６０５千円を執行いたしております。 

 補修工事費として１，７８１千円を執行いたしましたが、主な工事といたしまして

は、東小田団地の給水装置設置工事９８７千円と楠ノ木団地のテラス段差解消工事な

どです。また、水道接続工事４，８２４千円は、新町団地６０戸の上水道切り替え工

事を行っております。 

 次に、１３５ページをお開き願います。 

 １９節負担金補助及び交付金の水道加入金の内訳は、東小田団地が２２０千円、そ

れと新町団地６０戸の水道加入金３，７８０千円の計４，０００千円を執行いたして

おります。 

 次に、２目住宅建設費です。 

 当初予算額として３０８，１５８千円を計上いたしておりましたが、２４年度国庫

補助金が減額内示されたことに伴いまして、篠隈団地第１期工事建替え事業の实施年

度を２４年度の１年度から、国庫補助金に合せて２４年度と２５年度の分割施工に変

更いたしております。 

 このため当初予算と２４年度に執行可能な予算額２０４，７４１千円との差額、１

０３，４１７千円につきましては、減額補正をいたしております。 

 １０５，７７６千円を執行し、そのことにより１０５，７７６千円を執行して、執

行残の９８，９６４千円は、全額を２５年度へ継続費として、逓次繰越し手続きを行

っております。 

 それでは、執行した主な予算についてご説明を申し上げます。 

 １２節の役務費は、水道工事審査手数料２０千円を執行して、中間検査及び完了検

査、これは、エレベーターの検査も含んでおりますが、３５３千円を次年度へ繰り越

しを行っております。 

 それから、１３節委託料は、建替え工事に伴う電波障害の調査委託料１３８千円と、

建替え工事管理委託計画額３，７１７千円のうち、２４年度の出来高額１，９８６千

円を執行して、２５年度分工事管理委託料及び解体工事設計委託料９８４千円を次年

度へ繰り越しを行っております。 

 １５節工事請負費は、建替え工事契約額２８５，６００千円のうち、２４年度の出

来高額１０２，１０６千円を執行して、２５年度分建替え工事費の９７，６２６千円

を次年度へ繰り越しを行っております。 

 １９節負担金補助及び交付金１，３８６千円は、全額上水道への加入金です。 

 ２２節補償補填及び賠償金で１４０千円を執行いたしましたが、これは、町西部地

区の町営住宅建替えに際しまして、旧夜須地区の建替え予定地の現入居者に、三輪地

区住宅への転居希望調査を行いまして、転居を希望した１世帯への移転補償費を執行

いたしております。 

 引き続き、決算審査委員会資料をお願いいたします。 

 １２０ページと１２１ページです。 

 まず、都市計画係部門です。 

 住環境整備につきましては、平成２２年度に西田地区おける住環境整備基礎調査を

实施いたしております。現在、本調査により明らかとなった課題を整理しながら、地

域と行政が共同して取り組むまちづくりとして、地元まちづくり推進委員会を中心

に、将来のまちづくり案の検討と導入事業の具体的検討を行ってまいりました。 

 また、本年度には、第１回ワークショップが開催されました。今後は事業区域の設

定や概算事業費の算定等々まちづくりの骨格がために取り組みながら、住民コンセン
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サスも求めていく考えであります。 

 公園・緑地管理については、決算書の内容説明で、成果及び将来の課題についても

若干ふれさせていただきましたが、平成２４年度は隔年で行っておる公園遊具の定期

点検を实施いたしております。 

 公園は、誰でもが、いつでも安心して利用できることが基本です。そして多くの公

園において最大の利用者層は、高齢者と幼児、子どもであるということを念頭に、安

全性についてはきめ細やかな対応の徹底を行っていきたいと考えております。 

 次に、都市公園事業最大の懸案事項は、多目的運動公園整備の早期完成です。地元

委員会はもとより、議会をはじめ関係各位のご協力を仰ぎながら、用地買収、实施設

計、本工事の一部着手と事業を進めてまいりましたが、２３年度に引き続き２４年度

も国庫補助金が大きく減額されたことにより、当初予算計上時に予定していた事業

を、国庫補助額に合せて施行する必要が生じました。 

 また、事業用地内の山林部に初期須恵器の窯跡と関連すると思われる遺構数基が新

たに露見したことにより、さらに工期の延伸や造成計画、野球場をはじめとする他の

施設について、大きく事業内容を変更しなければならない状況も想定をいたしており

ます。 

 なお、国の大型補正予算で、２４年度補正予算要望については、防災・安全・社会

資本整備交付金として、満額内示を受けまして、２５年度より繰り越し手続きを行っ

ております 

 企業誘致につきましては、２４年５月に金型製造の株式会社多田精機が一部操業開

始いたしましたことは、町にとって明るい話題となりましたが、リーマンショック後

の歴史的な円高に加えて、東日本大震災の影響もあり、新たな企業進出を見出せない

状況にあります。 

 なお、企業誘致関係の事業については、工業用地造成事業特別会計の中で、成果、

将来の課題も含めて、詳しくご説明申し上げます。 

 次に、都市計画係の窓口業務及び指導業務といたしまして、かなりのウエイトを占

めております建築確認、受託等の事務から土地利用に関する事務については、一部社

会福祉施設建設や個人よる共同住宅建設の動きはあるものの、ここ数年横ばいの状況

です。 

 本町においても、企業等による大規模開発及び個人住宅取得の意欲低下が顕著とな

っておるところでございます。 

 なお、都市計画におきましては、町内５地区の用途地域の拡張を行い、併せて单高

田地区に地区計画を指定し、より良い住環境整備を推進するための地区計画の区域内

における建築物の制限に関する条例を、平成２３年３月議会で制定をいただきまし

た。 

 このことにより单高田地区の新規条例に基づく届出件数が大きく伸びております。

条例制定の趣旨が反映された結果であると考えておるところでございます。 

 最後に屋外広告物事務です。 

 良好な都市景観の形成を目途に、屋外の広告物許可及び監視、除却等の事務を行っ

ておりますが、無届広告物や違法広告物の調査徹底に努め、更新申請も含みますが、

２２件の許可申請受付けと、張り紙、張り札などの違反広告物の撤去を行ってきたと

ころでございます。 

 次に、１２１ページでございます。 

 町営住宅部門については、建替・改修と上水道接続と住宅管理に分けて整理をいた

しております。 

 建替・改修では、町営住宅の長寿命化計画をもとに夜須地区町営住宅建替えを推進

しておりますが、２４年度は２カ年度事業として、篠隈団地建替え工事第１期工事に
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着手をいたしました。 

 今後は同団地の第２期工事と東小田団地の計画どおりの工事進捗に努めてまいり

ます。 

 上水道接続は、篠隈団地建替え工事を２カ年事業とした関係から、当初２５年度に

予定しておりました新町団地の給水切り替え工事を、２４年度に前倒しで施工いたし

ました。 

 今後は井戸水を使用している町営住宅について、水質等の安全性の確保と老朽管の

更新など、計画的な上水道への切り替え施策を推進していきます。 

 住宅の維持・保全につきましては、成果も含めて、決算書の中で内容説明をさせて

いただきましたが、近年補修件数が年に１００件を超える状況で、２４年度は２００

万円余の予算補正を議会にお願いして対応してまいりました。 

 また、執行予算の増等を連動して、職員の休日とか夜間の対応もかなりの頻度あっ

ていますが、今後も適切な維持管理に努めてまいりたいと思っております。 

 住宅使用料の賦課徴収に関しましては、完納に向けて鋭意努力しているところでご

ざいますが、収納率では現年度分、滞納分ともに前年度を下回る結果となりました。

これは、三輪地区の町営住宅建替えに伴い、傾斜家賃を設定しているため、家賃卖価

が毎年上昇して、調定額及び収納額については、ともに伸びておりますけれども、反

面滞納者数は横ばいあるいは改善の方向にあるものの、収納率については落ちている

という状況でございます。早期の電話督促や訪問徴収等の徹底と滞納者には分納誓約

書の提出をお願いして、生活に支障のない範囲で分納をお願いするなど、新たな滞納

者を発生させない。現在の滞納状況を改善するを二本柱に使用料未納額の改善に努め

ていきたいと考えておるところでございます。 

 以上、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりました。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩いたします。 

 午後１時から再開し、審議を行います。 

（１１：４２） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を行います。 

（１３：００） 

 委 員 長  都市計画課の説明が終わっておりましたので、ただ今から質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  決算書と資料と両方合わせてお尋ねします。 

 決算書の１３３、１３４ページですが、１５節工事請負費の下の水道接続工事。 

 先ほどの説明で、新町団地の６０戸の接続工事費という説明がありました。 

 資料のほうの１２１ページ、上から２つ目の項目です。上水道接続。 

 新町団地給水切替工事、事業費が４，４３０千円、決算書のほうは４，８２４千円

になっていますが、どうして違うのか、お尋ねします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 接続工事、新町団地の給水工事の切り替え工事は４，４２９千円でございますけれ

ども、その他に付帯工事といたしまして、受水槽解体工事等が１３２千円、それから

切替工事付帯工事といたしまして２６１千円等がございまして、差が生じておるとい

うことでございます。以上です。 

 委 員 長  一木委員 
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 一木委員  資料のほうでお尋ねいたします。 

 ページは１２１ページでございます。 

 住宅使用料の収納状況についてということで、お尋ねをいたします。 

 現年分が調定額で８０，３０１，１７５円ということで、収納額が７３，２２８，

１７５円ということで、差し引きますと、現年分で未納が７，０７３千円ということ

になるかと思われます。 

 そこでお尋ねいたしますけれども、この未納、滞納につきまして、合併後に建設を

いたしました町営住宅の分ということで、この未納、滞納、件数と金額について、説

明を求めたいと思います。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  滞納分の額は把握しておりますけれども、ちょっと集計に時間がかかりますけれど

も。 

 調定額でいきますとですね、２４年度の調定額から２１年度の調定額を差し引いた

らですね、８３０万程度伸びておりまして、申し上げましたように、傾斜家賃を設定

しておる関係からですね、収納のほうは伸びてきておるんですけれども、収納率のほ

うが下がっておるというような状況でございますが、今、委員のご質問の分について

は、集計して、すぐ筓えさせていただきますので、ちょっとお待ちください。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  町では計画に基づきまして、まだこれからもですね、夜須地区の町営住宅の建替え

ということが続きますけれども。７月１４日には篠隈町営団地の１期工事もまた落成

をいたしまして、今後もですね、建替えを受けて、入居者にとられましては、尐しで

も快適な町営住宅で暮らせるということで、願わくば滞納、未納等がないことをと願

うわけでございますけれども。 

 現实的にですね、そういった新しく建替えられた町営住宅にも入居者の方の滞納・

未納ということがございましてですね、一応調べましてということですけれども、併

せて過年度分ですね、町営住宅の建替えと合併後がございまして、その後の過年度分

も含めて、分かればお知らせをいただきたいと思います。現年度分、過年度分という

ことでですね。よろしくお願いいたしたいと思います。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  決算書の１３１ページと１３３ページです。 

 ２目公園費の１３節委託料と５項住宅費の１目住宅管理費の１３節委託料ですが。 

 委託料というのは、年度初めに契約してするものだろうと思うんですが、最初のほ

うは不用額が９０万、後のほうは１７万程度なんですが、委託料が決定した時点で、

補正予算とかで減額すべきだったのではないかと考えるのですが、見解をお尋ねしま

す。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  年度当初に当然契約をいたしておるわけでございますけれども、卖価契約しておる

部分もあるんですね。言うならばシルバー人材センターとかに委託しておる分につい

てはですね、その必要に応じて作業を行っていただいておる分もあります。 

 实際、卖価契約掛けるの施工日数と、そういうふうな形で契約いたしておるわけで

すけれども、具体的に言いますと、シルバー人材の場合には、当初契約していた金額

よりも減額して、決算をしておるというような状況でございます。以上です。 

 委 員 長  今の件は、確定した、決定した時期ですね、時期を明確にお願いしたいと思います。

額が確定した時期。 

都市計画課長 

都市計画課長  確定する時期は、３月まで作業をお願いしておりますので、３月末ということにな
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ります。以上です。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  決算書の１３４ページ、公園事業費の中の１３節委託料。多目的運動公園の設計委

託料が３０，４９０千円出されております。これは、今までに場所の変更、登り窯の

関係、遺跡の出没の関係とかで、何回も設計変更がなされております。トータル的に

どのくらいの設計費用になるのかということと、今回パークゴルフ場の追加的なもの

が打ち出されておりますが、この設計変更の費用がさらにまた新しく見直しして、金

がかかるものかを、ご説明をお願いいたします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 資料は整理いたしておりますが、ちょっとここに持って来ておりませんので、具体

的な金額は、資料を持って来てすぐお筓えできると思います。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  一木委員の質問と関連ということでお尋ねしますが。 

 成果と課題の１２１ページですが、収納ということでですね、いわゆる篠隈町営住

宅の建替えによりまして、旧町営住宅から新しいところに移られると、住まわれると

いうことで、いわゆるあっせん作業をですね、その際の支払いが滞納しておる方に対

して、何か指導的なことをですね、入居の時点でですよ、入居される時点で、何かご

相談、お願い、そういったことをされたことがあるのかどうか、お尋ねしたいと思い

ます。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 篠隈団地２１戸、今度建設いたしまして、篠隈団地他の方に入居いただいておるわ

けですけれども。 

 当然、滞納のある方につきましては、いっぺんに払えということはなかなかできま

せんので、分納の誓約書等改めて確認し、そして取り交わしたところでございます。

以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  資料の１２１ページでお尋ねします。 

 住宅管理費の住宅使用料の賦課徴収の②の滞納の分なんですが、町営住宅の家賃を

３カ月以上ためたら、撤去、退去していただくように、規則でなっていると思うんで

すが、３カ月以上滞納されている方は何人いらっしゃるのか、その方に対してどのよ

うなご指導をされたのか、お尋ねいたします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  ３カ月以上の滞納者、４３名でございます。もちろん滞納された方につきましても

当然なんですけれども、分納の制約等をきちんとする。それから個別に訪問するとか

いうことで、今、対応しておるところでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  その３カ月以上で、一番長い方はどれぐらい滞納されているんですか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  ６１月を超えておる方がいらっしゃるようでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  ６１カ月と言ったら、もう５年以上滞納されているんですが、そのまままだ住んで

いただくようにしているんですか。保証人やらも取っていると思うんですけれども、

そちらにもお話をして、そういう方については、今、町営住宅に入りたくても入れな

い方がいっぱいいらっしゃるので、そちらに回すべきだと考えますが、見解をお尋ね
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します。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 保証人は２名お願いをしておるところでございますけれども。まずは、本人に払う

意思を確認し、そして、分納等の約束をしながら対応しておるところでございまして、

当然滞納のある方については、おっしゃるような形でやっていかなければならないと

いうことは重々承知しております。 

 悪質な方については、当然法的な措置も考え行かなければならないということは

重々承知しておるわけですけれども、現在、保証人にまではですね、問い合わせは行

っておりません。本人にですね、分納のほうの制約をきちんとやっていただくという

ことの対応までしかやっておらないというところでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  保証人は連帯保証人になっていると思います。 

 ですから、こんな５年も払わない方については、連帯保証人のほうにきちんと話を

もって行くべきではないかと思いますけれども、見解をお尋ねします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 ご指摘いただきましたこと十分慎重に受け止めております。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  同じく町営住宅のことですが、篠隈に新しい住宅ができまして、三輪のほうにはも

うすでに大刀洗、新町と新しい住宅ができております。 

 それまで既存の古い住宅に住まわれた方たちが、新しい住宅に移られたわけです

が、やはり家賃が上がるとか住み慣れたところがいいということで、そのまま古い住

宅に住み続けておられる方もいらっしゃるんじゃないかなと思いますが、その現状は

どのようになっておりますでしょうか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 篠隈については、全員転居いただいております。 

 旧三輪地区の建替え分で、野田団地が４戸、それから野町２が５戸、城島が４戸、

計の１３戸が従前の住宅に残っておられるという状況でございます。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  ちょっと間違って説明したようでございます。 

 野町が４、そして野田２が５、それから城島が４でございます。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  資料の１２０ページにですね、西田地区まちづくりの推進化ができて、今、その改

良に向けて取り組み中という、住民意向調査等もここでなさっているということを書

かれておりますが。 

 この西田地区に限らず、これまで住宅建設に向けては、既存の入居者の方に様々に

調査され、また説明もされてこられたと思うんですけれども、なるべくやっぱり私た

ちも、すばらしい環境のところに移っていただきたいという思いで住宅を、議会とし

ても推進させていただいているわけなんですが。 

 このように１３戸の方が三輪の方で、既存のところにそのままいらっしゃるという

ことは、今後の土地の活用とかで、いろんな影響もあるようにも考えるわけですが、

この方たちに対しての、何と言いますか、指導というんでしょうか、働きかけ、そう

いったことというのは、これまでどのようにかなさってきたものなのか、お伺いいた

します。 
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 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  三輪地区の建替えにつきましても、当然そういうふうな、今ご指摘のような形での

取り組みをやって来ております。 

 どうしてもですね、新しいところに移りたくないという方も、当然いらっしゃるわ

けなんですね、今申し上げますように、１３件あるわけなんですけれども。 

 その方たちにつきましては、住宅の継承はもちろんできないということで、今、契

約されております方、一代限りの入居が可能ということで、了解をいただきながらや

っておるところです。 

 もちろんその後、入居希望があるという方がいらっしゃれば、当然優先的に新しい

団地のほうに入居の手続きをしていただくということも考えております。以上です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  居住権がございますので、強制的なということは、これはやっちゃいけないことな

んですけれどもですね。 

 やはり担当課としても判断に苦しまれる場合もあるんじゃないかなと思いますが、

今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 委 員 長  石丸委員 

 石丸委員  多目的運動公園についてお聞きをしたいと思います。 

 先ほど久保委員のほうからも設計変更等の話がありましたけれども、総事業費、大

体どれくらいかかるのかをお聞きしたいと思います。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  一般質問のおり、梅田委員からのご質問も全く同じ内容で受けております。 

 今、古窯跡群が出てきておるという形でですね、設計変更のほうも考えていかなけ

ればならないという状況にありますが、１２月の定例会前にはですね、何とかきちん

とした設計に基づく総事業費を積算いたしまして、産建常任委員会、それから議会の

ほうにもご報告を申し上げたいということで、ご筓弁申し上げたとおりでございま

す。よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  石丸委員 

 石丸委員  と言いますのもですね、当初この計画が上がったときは８億というふうに聞いてお

ったわけですね。 

 それから１０億、そしてまた先ほどから言いますように、いろいろ設計変更等もあ

っておると思います。 

 元々の出発は５億円程度の野球場をつくろうということから、町民の皆さんの要望

によって、こういう形になってきたというのは理解できるんですが。 

 このままいきよったら、１０億が１２億、１３億、１４億、１５億になってもおか

しくないような、そういう気がするんですよ。 

 だから、例えばですよ、例えば、この運動公園は１０億でつくるんだというふうに

なればですね、そこで収まるようなふうにしていただきたいと。 

 今のように財政が非常に厳しい中でですね、これがもう天井がなくてどんどん伸ん

でいくということは、私個人としてもですね、それはちょっと賛成できかねないなと

いう思いがあります。 

 それで、こういうことができるかどうか分かりませんが、今例えばですよ、野球場

というのは、元々代替としてつくらなければいかん約束ですが、これはつくらなけれ

ばなりませんけれども。何も１年ですべてのものをつくってしまう必要があるのかな

と。 

 例えば、いつも町のほうが言われます事業については、常に優先順位を決めてやっ

ていきたいということからしてもですね、何も１年で全部を完成させる必要はないん
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じゃないかと。無理なお金を使ってですね。 

 そういうことを含めて、もう１回総事業費のことについて聞いたわけです。 

 ですから、そこら辺もひっくるめてですね、この運動公園については、町民の皆さ

んからするならば、もう１日も早い完成を待っておるわけですけれども、これは何と

言っても予算との関係がありますから、そこら辺もひっくるめて１２月に出されると

いうことであれば、検討をお願いしたいということです。以上です。 

 いいです。１２月に出すということですので。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで都市計画課を終わります。 

 引き続きまして、教育課の説明を求めます。 

教育課長 

教育課長  教育課でございます。 

 まず、決算書について、説明をいたします。 

 決算書、７９ページ、８０ページをお開きください。 

 ２款５項５目の学校基本調査費でございますが、１３千円の支出済額でございま

す。 

 毎年５月１日を基準として行う統計調査で、県の統計委託費を財源としまして、事

務消耗品や切手等の調査事務費を支出いたしております。 

 次に、９５ページ、９６ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費のうち１１節、１３節、１４節で、教育課が配置され

ていますこども未来館の施設管理を教育課が受け持っている関係から、電気料や清掃

委託費など、日常的な必要な維持管理費用、総額３，１４６千円を支出しております。 

 また、１５節では、夜間の施設利用者の安全確保のための街灯設置工事１９０千円、

１８節では、適応指導教室開設のための仕切りパネル１４７千円、陶芸教室のエアコ

ンの室外機が盗難に遭いまして、エアコン２台を購入したものですけれど、これにつ

きましては、予備費から１，０６１千円の充用をお願いしております。 

 しかし、これにつきましては、盗難保険の保険金で補てんをされております。 

 続きまして、１３９ページ、１４０ページをお願いします。 

 教育費の説明をいたします。 

 １項教育総務費、１目教育委員会費でございます。支出済額は２，６７４千円です。 

 教育委員の報酬及び旅費並びに朝倉郡地方教育委員会連絡協議会負担金が主な支

出でございます。 

 １４１ページ、１４２ページをお願いいたします。  

 ２目事務局費です。支出済額は１１８，２２６千円です。 

 ４０９千円予備費からの充用をお願いしておりますが、これは、三輪中弓道部の全

国大会と水泳個人の九州と全国大会出場に係る補助金と、高等学校等奨学金貸付金が

希望審査の過程で慎重に審査した結果、希望者全員が基準をクリアしていたため、不

足分について、予備費からの充用をお願いしたものでございます。 

 １節の報酬につきましては、対前年度２，１００，８００円増加しておりますが、

これは、適応指導教室を開設し、指導員を１名配置したことによるものでございます。 

 １４３ページ、１４４ページをお願いいたします。 

 １３節委託料で、バス運行委託料について、平成２４年１２月から三輪それり便を

１台増便したことで、対前年度２４８千円の増となっています。 

 １８節備品購入費の２６３千円は、知能検査機１台と教員のノートパソコン１台分

の支出を行ったものです。 

 １９節負担金補助及び交付金で、予備費から２８６千円を充用していますのに、不

用額が５２７千円ありますのは、補助団体の活動实績がなかったため返還させた分、
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これが、約１７３千円ございます。 

 それとコミュニティスクール指定校補助金につきましては、国から２分の１の補助

を受けているため、实績額の補助となりまして、補助交付金額の確定により、返還さ

れた分を合わせ、約４５０千円返還されたことによって、不用額が出たものでござい

ます。 

 次に、各学校の支出について、説明をいたします。 

 各学校とも目的ごとに、１目学校管理費、２目教育振興費、３目学校建設費に分け

て支出をしております。 

 学校管理費では、学校維持管理費のほか用務員業務委託料、給食調理業務委託料、

図書司書業務委託料などを支出しています。 

 教育振興費では、教育用パソコンシステム借上料、教材費、就学援助費などを支出

しています。 

 それでは、最初に、三並小学校費について、説明をいたします。 

 １４５、１４６ページをお願いいたします。 

 ２項三並小学校費の支出済額２８，７１５千円です。 

 １目学校管理費として２３，５９３千円の支出で、光熱水費等の１１節需用費と給

食調理業務委託料などの１３節委託料が主なものです。 

 なお、１１節需用費に、予備費から８１６千円を充用しておりますが、これは、風

力発電機に異常音が発生し、メーカーに原因究明を依頼したところ、プロペラを交換

する必要が生じたこと、図書室のエアコンが故障したための補修を行ったもので、い

ずれも緊急を要したため、予備費からの充用をお願いしたものでございます。 

 １４７、１４８ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費２，２４８千円は、電話機の取り換え工事、太陽光の発電負荷盛

り替え工事、運動場の入口改修、運動場の門扉改修、正門の排水改良工事、駐車場の

フェンス撤去工事などの支出でございます。  

 ２目教育振興費として５，１２３千円の支出を行っております。 

 特別教育支援員の賃金や教育用パソコンの借上料が主なものでございます。 

 次に、１４９、１５０ページをお願いいたします。 

 ３項中牟田小学校費でございます。支出済額は４４，２７５千円です。 

 １目学校管理費として、３６，３８４千円を支出し、光熱水費等の１１節需用費と

給食調理業務委託料などの１３節委託料が主なものでございます。 

 １１節で予備費から、これもですね、１３９千円予備費から充用いたしております。

これは、給食調理機のフライヤーが故障し、緊急に修理が必要となったものでござい

ます。 

 この節につきましても不用額が３０８千円出ておりますけれども、光熱水費等の支

出の関係と予備費から充用した時点、これにつきましては、２４年の７月上旪に修理

を行いました。その時点と光熱水費につきましては、３月分が４月に請求があるとい

うようなことで、その関係で、不用額の見込みができなかったもので、結果として不

用額となったものでございます。 

 それから、１５１、１５２ページをお願いいたします。 

 １５節の工事請負費２，１００千円は、上水道への切り替え工事、プール用電話の

配線工事、それから、平成２５年度に入学する新入生に、視力や体にハンディを持つ

児童のための校舎等の改修工事費の支出でございます。 

 ２目教育振興費として７，８９０千円を支出いたしております。詳細は省略いたし

ます。 

 次に、４項東小田小学校費でございます。支出済額７６，３３５千円です。 

 ２３年度からの明許繰越が３５，７０５千円、予備費の重要が９４０千円ございま
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す。 

 １目学校管理費として３８，４７６千円を支出しています。 

 １５３ページ、１５４ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費２，１６７千円は、实習田への給水工事、太陽光発電の負荷盛り

替え工事、放送設備工事、電気開閉器の取り換え工事への支出です。 

 放送設備と電気開閉器が年度途中での故障によりまして、緊急な対応を要したこと

から、予備費からの充用をお願いしております。 

 ２目教育振興費として１３，９７２千円を支出いたしております。 

 次に、１５５、１５６ページをお願いいたします。 

 ３目学校建設費では２３，８８８千円を支出いたしておりますが、これは、２３年

度から明許繰越しました国庫補助事業の大規模改造トイレ改修工事費です。 

 予算執行率が６７％となっておりますけれども、これは、入札減によるものでござ

います。 

 改修工事の結果、夏休み中に工事は完了いたしまして、２学期から明るくて衛生的

なトイレとなりました。 

 次は、５項三輪小学校費でございます。支出済額７３，０５８千円です。 

 １目学校管理費として４９，０３７千円を支出いたしております。 

 前年度対比で２４，８９４千円の減となっておりますけれども、これの主なものと

しましては、図書司書１名と給食調理員３名の町職員の配置を、民間委託したことに

よる減でございます。 

 １５７、１５８ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費の小工事１，５７５千円は、学校校舎への電気引き込みケーブル

が強風であおられて危険な状態となっていたものを改修したものでございます。 

 また、１８節備品購入費に予備費から４５１千円を充用しておりますのは、給食室

の冷凍庫が年度途中で使用不可能となりましたので、緊急に取り換えを行ったためで

ございます。 

 ２目教育振興費として２４，０２１千円を支出しています。 

 ７節賃金の常勤講師賃金４，３１４千円の支出は、小学校２年生の３５人学級編成

によるものでございます。 

 １５９、１６０ページをお願いいたします。 

 次は、６項夜須中学校費でございます。支出済額は１０４，８６７千円です。 

 １目学校管理費として８４，２６９千円を支出しています。 

 対前年度８，８２９千円増となっておりますのは、主に三輪小学校から町職員の給

食調理員を２名、夜須中に配置したことによるものでございます。  

 １６１、１６２ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費で予備費から充用し、１，１５５千円の支出を行っておりますが、

これは、校内放送機が急に故障いたしまして使えなくなったため、緊急に取り換え工

事を行ったものでございます。 

 ２目教育振興費として１６，４５０千円、支出しています。 

 １６３、１６４ページをお願いいたします。 

 ３目学校建設費として４，１４６千円を支出しておりますが、これは、給食センタ

ーの跡地、テニスコート、駐輪場を一体的に整備するグラウンド整備工事の实施設計

業務委託費でございます。 

 ７項三輪中学校費です。支出済額５５，０１４千円です。 

 １目学校管理費として３８，２１９千円を支出しています。 

 １６５、１６６ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費で小工事２，６０８千円を支出しておりますが、これは、校舎東



 32 

側のフェンスの一部取り換え工事と武道場外壁補修工事、校舎廊下壁の補修工事でご

ざいます。 

 ２目教育振興費では１５，４９８千円を支出いたしております。 

 １６７、１６８ページをお願いいたします。 

 ３目学校建設費として１，２９７千円支出しておりますが、これは、給食調理場が、

現在ウエット方式でございまして、保健所からドライ方式への改善指導を受けている

ことから、給食調理場の増改築のための实施設計業務委託費でございます。 

 次に、１７７、１７８ページ、９項の文化財保護費でございます。支出済額は４２，

８０８千円です。 

 １目文化財保護総務費として、１３，７９７千円を支出しています。昨年より４，

５９３千円増えておりますけれども、これの主なものとしましては、町史編さん事業

が本格化したことによる、賃金あるいは備品等の支出が約３００万、焼ノ峠古墳の水

道布設工事が１，２１８千円等の支出を行ったものでございます。 

 １７９、１８０ページをお願いいたします。 

 ２目埋蔵文化財調査費につきましては、１，５７２千円を支出しています。ここで

は開発行為に伴う試掘調査費を支出しています。 

 ２４年度は事前協議が４３件あって、うち２６件の試掘調査を行っています。 

 ３目文化財補助事業費では、２３，８７４千円を支出しています。 

 支出の主なものとしては、７節の整理作業員賃金と１３節の委託料です。 

 １１節需用費印刷製本費９６６千円は、三並の柿ノ上遺跡、高田林遺跡の報告書５

００部の作成費でございます。 

 １８１、１８２ページですね、１３節の委託料では遺物の写真撮影と多目的運動公

園予定地内の小隈窯跡遺跡周辺の地形測量と灌木等の立木伐採処分などの支出を行

っています。 

 ４目埋文調査受託事業費では、３，５６５千円を支出しています。これは、町の多

目的運動公園建設予定地の開発行為に伴う埋蔵文化財発掘調査を实施したものでご

ざいます。 

 次に、１８８ページをお願いいたします。予備費をここに計上されております。 

 この予備費１３件のうち、８件ですね、教育課関係で予備費をお願いしております。 

 いずれにつきましても、緊急を要したためのもので、ご理解をお願いいたします。 

 以上で、決算関係は説明を終わらせていただきます。 

 次に、決算に係る主要成果と課題について説明をいたしますが、これにつきまして

は、資料の調整段階におきまして、２４年度末の学校給食費収納状況調べを漏らして

おりまして、先にお詫びを申し上げます。 

 それでは、説明に入ります。 

決算審査特別委員会の資料１２２ページをお願いいたします。 

 学校教育におきましては、筑前町教育施策に基づき、重点項目の推進計画を立て、

義務教育の推進を図っております。 

 主な点についてのみ説明を行います。 

 まず、特別支援教育については、小学校７クラス、中学校３クラスの２５人の特別

支援学級に在籍する児童・生徒に対し、教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な

支援が行われ、個々の持てる力が高まるとともに、生活や学習上の困難が改善されま

した。 

 なお、町卖独費用による特別支援教育支援員を８人雇用し、各学校に配置いたしま

した。 

 ことばの教室につきましては、町内の開設要望が高まったことから、三輪小学校で

の開設に向けた取り組みを行いました。 
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 次に、教職員研修事業、研究指定・委嘱事業につきましては、先生たちの授業力の

向上を目指し、経験年数やキャリア、職務内容、教育課題に応じた研修・研究を实施

しました。 

 適応指導教室事業、スクールソーシャルワーカー事業につきましては、不登校生徒

の学校復帰を支援する目的で、適応指導教室を平成２４年度教育委員会内に開設いた

しました。家から一歩も出られない完全不登校の生徒の入室を行うことができまし

た。スクールソーシャルワーカーは、その専門性から学校と家庭のパイプ役として、

課題を持つこの対応に大きな成果がありました。 

 ＡＬＴ事業につきましては、直接雇用であるため、担任教師との連携がスムーズに

行われ、子どもたちに対する外国語授業に大きな成果が上がっています。 

 １２３ページをお願いいたします。 

 コミュニティスクール指定校補助事業では、地域に開かれた学校づくりの推進を目

指し、平成２４年度から町内すべての小中学校で取り組むことといたしました。 

 ３年目を迎えた三輪中を除きまして、他５校で、文部科学省コミュニティスクール

推進事業の指定を受け、学校運営協議会による学校経営についての協議がなされ、教

育活動の支援が行われました。 

 １２４ページです。 

 教育委員会による学校管理につきましては、教育委員会卖独の学校訪問や教育事務

所同伴の学校訪問により、児童・生徒の教育活動の様子や学校運営上の課題について

实態把握を行い、また指導により、運営管理が適切に行われました。  

 また、小中学校教育に対する指導業務では、指導主事を２名配置し校内研修への指

導主事派遣により、授業改善の指導を行い、中学校では授業の改善のための研修が活

性化してきました。 

 サマースクール・ウインターキャンプ事業では、中学生を対象にして实施し、進路

獲得に向けて、基礎的・基本的な内容の定着や学習意欲の向上に成果を上げました。 

 次は、文化財に入ります。１２６ページをお願いいたします。 

 埋蔵文化財（試掘・確認）調査事業につきましては、開発に先立ち、開発予定地の

事前協議を行い、必要に応じて試掘調査を实施することにより、開発と文化財保護の

調整を行っています。 

 平成２４年度は事前協議４３件、試掘調査２６件を行いました。 

 １２７ページをお願いいたします。 

 文化財報告書作成事業として、国の補助事業により、三並の柿ノ上遺跡、高田林遺

跡の報告書を、各５００部を刉行いたしました。 

 まだ多数の過年度未報告の遺跡があり、大きな課題でありますが、現状としては計

画的に進める必要があると考えています。 

 なお、併せて整理済み出土遺物の活用方法や歴史民俗資料室のより良い活用方法を

検討していく必要があると考えます。 

 町史編纂業務につきましては、平成２７年１０月刉行を目指し、平成２３年度から

着手いたしております。 

 平成２４年度は、専門的編纂体制のもと本格的な調査執筆が行われ、確实な推進に

努めているところです。 

 朝倉古窯跡群調査事業につきましては、初期須恵器窯跡として、全国的にも貴重な

遺跡であることが指摘されており、文化庁の指導の下に調査を行ったところです。 

 今後の保存、活用が課題でありますが、多目的運動公園との調和並立により、地域

振興資源として活用できればと考えております。 

 次に、１２７ページの２、学校給食費の収納状況についてです。 

 平成２４年度の学校給食費滞納額は、６校合せて８６件の２，１７９，５０３円で
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す。昨年と比較すると、累計で２４３，４８０円減っています。 

 これは、児童手当から直接引き落としができるようになりまして、新たな滞納が減

ったためでございます。 

 各学校ともに、保護者宛の文書を子どもに持たせたり、学校調を含めた教職員で家

庭訪問を行うなど、粘り強く納入のお願いをいたしているところです。 

 １６１ページ、１６２ページ、１６３ページに平成２４年度の町補助金・負担金の

支出状況の一覧を付けておりますけれども、時間の関係で説明は省略させていただき

ます。 

 以上で、教育課の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  各小中学校の委託料について、お尋ねします。 

 生ゴミ処理機保守点検委託料、図書司書業務委託料、それと用務員業務委託料と厨

房機器定期点検委託料、これは一括して委託しているんでしょうか、まずお尋ねしま

す。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 図書司書それから用務員につきましては、一括で契約をいたしております。それぞ

れの費目ということで、各学校費から支出をいたしておりますが、契約は一括でござ

います。 

 あと厨房の部分につきましては、それぞれ各学校ごとのですね、機材の量に応じて、

それぞれ各学校で契約をいたしております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  用務員と図書司書なんですが、一括ということは、各学校とも同じ金額で上げない

といけないということだと思うんですが、ちょっと微妙に違って、何十円の世界なん

ですけど、違っているんです。 

 図書司書については、他の学校が２，７９５，５３０円なのに、三輪小は２，７９

５，５４５円、１５円違うんですね。 

 用務員については、中学校と小学校と違うと思うんですが、中学校は１，９４０，

４００円で、夜須中、三輪中一緒です。小学校については、東小田、中牟田、三並は

１，８９６，８４０円。ただ三輪小だけが１，８９８，８２０円、ここも１０円の世

界なんですけど、２０円違うんです。 

 どうしてこういう違いが出たのか、お尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 図書司書業務につきましては、平成２４年度から２６年度の３カ年間分で、しかも

６校分を一括しまして入札を行って、３年分の入札を３年で割って、なおかつそれを

６校で分割したということでございまして、端数をですね、児童数が一番多い三輪小

学校に付けたということでございます。 

 用務員につきましてもですね、考え方は一緒でございます。 

 中学校につきましてはクラブ活動の関係で、朝、大体６時半ぐらいに施錠を開けて

いただくということで、尐し金額が上がっております。以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  生ゴミ処理機保守点検委託料なんですが、中牟田小学校にこれが付いていないんで

すが、処理機そのものはあると思うんですが、どうして付いてないのかお尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 
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 教育課長  お筓えいたします。 

 三輪小学校それから三輪中学校につきましては、残渣とかですね、野菜屑が多いと

いうようなことで、導入を当初行っております。正常な運用を行うために保守点検を

お願いしているところでございます。 

 中牟田小学校につきましては、元々スタートは、給食センターにあったものをです

ね、夜須中学校に変わったということで、給食センターにあったものを中牟田小学校

に移したということで、これにつきましては、保守点検は、そのときから行ってない

ということで、そういう経緯で今現在も行っていない状況です。 

 具体的にはですね、残渣の部分については処理をしてますけど、野菜屑等について

は量が尐ないということで、そういった点検までは必要ないということのようです。 

 あと、設置をしていない夜須中、東小田、三並につきましては、元々給食残渣が尐

ないということで、大体生ゴミがですね、週に２回の回収にゴミ袋１つぐらいで済む

というようなことで、現在置いてない状況でございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  機械ですから、中牟田小、使っているんだったら、やっぱり点検の必要はあると思

うんですけれども、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  現場と調整をしましてですね、必要があればということで。 

 大体予算計上のおりにですね、そういった話はしているんですけど、現場のほうか

らそういった話は上がって来ておりません。 

 言われたことにつきましては、確認をしたいと思っております。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  学校給食の調理委託事業について、質問をいたします。 

 各学校それぞれに委託事業がやられております。三並小学校３４９万、東小田小学

校９５５万、中牟田小学校８０３万、三輪小、金額はありますけど、夜須中学校がで

すね、職員の関係で町の運営になっております。 

 各学校では、委託にすれば経費削減ということで、安くすればいいわけじゃありま

せん。食の安全というのは大事なことでございますが、そういう意味の中でも行われ

ております。 

 そういう中に、夜須中学校の数字が見えないんですよね。人件費、諸経費入れて。

この夜須中学校の給食調理業務がどのくらいの事業費になっているのか、分かる範囲

で結構でございます。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 決算書の１５９ページ、１６０ページのところに人件費が計上されております。 

 ２４年度の決算ベースでございますけれども、正規職員が６名ということで、ここ

に２節、３節、４節で人件費を計上いたしております。６人で合計約４８，０６４千

円となっております。１人当たり８，０１０千円になります。 

 それから、７節で、臨時給食調理員賃金２名ということで、職員の年休とかですね、

そういった代替えということで、２名の臨時職員を配置しておりますが、この経費が

１，８４５，１５０円ということで、夜須中の経費の直接的な人件費の経費としまし

ては、約４９，９０９千円ということになっております。 

 同じ中学校規模ということで、三輪中と比較すればですね、大体三輪中が９，４２

９千円ぐらいですので、約５倍の費用がかかっているということでございます。 

 この他にもですね、委託業者につきましては、例えば調理員が着用します被服とか

ですね、それからエプロン、手袋、そういったものはすべて委託会社持ちになってお
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りますので、そういった消耗品等も含めればですね、もう尐し経費がかかっていると

いう状況でございます。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  職員の関係でですね、一概に委託事業にできないところはよく分かっております

が、このようにやっぱり５倍も経費の差が出るというのであれば、何らかの方向性、

期限を限った方向性をもってやるべきじゃないかなと思いますけど、その辺の考えが

あればお聞かせをお願いします。 

 委 員 長  総務課長 

 総務課長  お筓えいたします。 

 職員がですね、今、現況職員、夜須中学校のほうに全員を配置しております。 

 定年とともに辞めていくわけですけれども、その補充は全くしておりません。 

 ということで、将来的にはですね、完全に民間のほうになっていくということが予

想されるということでございます。 

 直ちにということは、そういうことでてすね、生首切るわけにはいきませんので、

段階を追ってですね、順次民間委託のほうに進めていこうという考えでございます。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  職員の方がですね、定年を迎えられるまではできないのかということになります

が。 

 今、職員数もかなり削減の傾向にあります。来年は１５名の職員がお辞めになると

いうことで。 

 そういう給食業務の方は特別な職であるという関係で、町業務のほうに移行できな

いというところもあるかもしれませんけど、ある程度の段階では、町業務のほうに移

行していただいて、学校給食は委託事業に切り替える。この辺の考え方、これをしっ

かり持ってもらっておかなければいけないんじゃないかなと。 

 定年まで１人でもおられたらできないのか、いろんなところがあります。そういう

方向性をしっかり持っておっていただきたいと思います。 

 もう１点質問いたします。 

 これも委託事業になりますけど、先ほど河内委員も言われました。委託料がかなり

格差がございます。 

 これは樹木剪定なんですけど、三並小が９７千円、中牟田小が１９９千円、東小田

が３３０千円、夜須中１３６千円、三輪中が４９２千円という数字が出ております。 

 そういう中で、三輪小学校８６８千円、これは、剪定と消毒と書いてありますが、

どこも同じ剪定と消毒が入っていると思います。 

 この大きな数字に対する説明をお願いいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 この樹木の剪定管理等につきましては、各学校から上がって来ております金額につ

きまして、ある程度査定というか、事業ヒアリングを行いながらですね、その妥当性

を検討しながら予算を付けておるわけでございますけれども。 

 今、指摘をされました内容につきましては、特に三輪小学校につきましては、長い

歴史の中で、立派な松の木が校庭に植樹をされているということから、松の木の手入

れの、松の芽摘み関係、そういった関係でですね、消毒が大体１０万ぐらいかかって

おります。あとの樹木の剪定ということで、７６万ぐらいかかっております。 

 それと三輪中学校につきましては、元々前庭のほうには、立派なそういった松の木

があったわけでございますけれども、三輪小学校を改築したおりに、松の木がですね、

中庭のほうにも相当本数があったということで、ちょっと確实な本数は今覚えており
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ませんけれど、その小学校の改築を行うおりにですね、処分するわけにはなかなかい

かない状況もございまして、その分を三輪中学校の新しい新校舎の单側、運動場側の

ほうに移設を行いました。 

 その管理費がですね、その分他の学校と比べましてですね、その分上乗せになって

いるという状況でございます。 

 あとのところにつきましても、それぞれのですね、最低限の維持管理を行うための

経費ということで、妥当性ということで計上いたしておるところでございます。以上

です。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  三輪小学校は、このたび新校舎の関係で、樹木の移設とかがあっております。 

 来年からはもうちょっとこれが安くなるのかなという考えはあるんですけど。 

 この剪定の差があるんですよね。シルバー人材に頼めば安いとかですね、いろいろ

ありますけど。 

 でも、地元業者もおられますので、地元の方もですね、造園さんもぜひこれを使っ

ていかないかん。でもやはり高級な剪定、シルバー人材で簡卖にお願いする。こうい

うレベルがあり過ぎてはいけないと思います。ある程度のレベルで、この経費も各学

校で同じぐらいの経費にしていくべきだと思っております。 

 今後その辺もしっかり検討していただきますように、お願いを申し上げて終わりま

す。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  お尋ねさせていただきますが、今現在、学校施設の、いわゆるその他に、学校以外

に使われて使用されておる、ほとんどが社会体育関係だろうというふうに察します

が。今、学校施設を使われておる状況をご説明いただきたいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 学校施設の開放につきましては、元々所管は、生涯学習課が所管をしていると。生

涯学習課に申し込みということで、十分な回筓はできないと思いますけれども。 

 現在、夜須中学校の武道場、三輪小学校の１階、２階ですね、バレーボールそれか

ら柔道、卓球、剣道ということ。それから、中牟田小学校の体育館、それから東小田

小学校の体育館、そういったところは開放いたしております。 

 現状のところ三輪中につきましては開放してないと。直接聞いておりませんけれど

も、使ってないような状況と思っています。 

 あとグラウンドについてはですね、それぞれ必要に応じて開放しているということ

でございます。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  なぜお聞きしたかと申し上げますと、これは、今言われるように、教育課に尋ねた

らいいか、生涯学習課にお尋ねしたらいいかということで、ちょっと迷ったんですけ

れども。  

 いわゆる維持管理の観点からですね、光熱費等も学校の管理の中でかなり費用が高

いわけなんです。 

 そういった意味から、昨日も財政課長にお尋ねしましたけれども、それぞれの部署

で経費の面は、コストというものを事務的に数字を取り上げてあると、集約してある

というふうにお話しいただいたわけです。 

 ということで、やはりそこのその、社会体育に開放した部分と学校教育で使う分と、

事務的に計算した場合に、どういうふうな割合等で算出されておるものか、その辺が

お分かりになれば、お筓えいただきたいと思います。 
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 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 たいへん申し訳ございませんけど、十分な把握は行っておりませんが、ただ、過年

的にしょっちゅう使っている施設を持っている学校はですね、やはりそういった光熱

水費が高くなっているというのは感じておりますし、ただこれがですね、夜間照明と

いうか、グラウンドの照明は別のメーターになっておりますけれども、学校の施設の

ほうにつきましては、分けるわけにはいかないと。これは、九電との契約の中で、分

けるわけにはいかないと。 

 例えば今度エアコンを導入しますと、だからエアコンの分だけメーターを分けまし

ょうというわけにもいかないということでございまして、メーターを完全に分けるこ

とができましたらですね、今言われましたように、社会体育で使った分については、

ある程度分かるのかなと思いますけれど、ちょっとそういうことがございませんの

で、十分な把握は行っていないということでございます。以上です。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  教育委員会の教育委員さんについて、お伺いいたします。 

 学校課題と、また教育課題についても多方面、多岐にわたるということで、教育施

策などを司る教育委員さんとして、月額報酬と月平均の实働日数を教えてください。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 教育委員の委員長の月額報酬は４０，７００円です。その他の委員につきましては、

３２，８００円です。 

 それから、月の活動日数ということでございますけれども、具体的にちょっと割っ

ておりませんので、全体的な数字を申し上げたいと思います。 

 まず、定例会が毎月１回の年間１２回、それから臨時会を、これは必ず教職員の人

事、それから教育委員さんの人事ということでですね、年間必ず２回行います。です

から、定例会と臨時会合わせまして、年間１４回ですね。 

 それから、定例の学校訪問が年２回行います。これは６校ありますので、日数的に

は１２日。 

 それから、各学校の研究事業、公開授業、こういったのが必ず年に１回行われます。

これも６校ありますので６日。 

 それから、各学校の文化祭、体育祭、そういったところに年２回の６校ということ

で１２日。 

 それから、県教育委員会の研修会、これが年２回あります。それから、県教育委員

会の北筑後主催のフォーラムが年１回ございます。 

 それから、地教委連の総会、研修会、こういったのが３回ぐらいある、３日ぐらい

ですね。それから、九州・全国の研修会に年間６日ぐらいかかります。 

それから、各種審議会の委員、例えば学力向上推進協議会とかですね、そういった

ところに一応メンバーとして入っております。その関係が、年間いろいろ種々合わせ

ますと、年間１０日ぐらいかなということで、大体年間７０日ぐらい活動されている

のかなというふうに思っております。 

委員長はそれ以外にもですね、委員長としての業務がございますので、委員長は２

割増ぐらいのことになろうかなと思っております。以上です。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  近年先生たちがすごく忙しくなっているというお話をよく聞くんですけれども、そ

れに比例してというか、教育委員さんの活動が多くなっている状況があるのか。 

 それとですね、今おっしゃったのは、公的な部分、本当に表面的な部分だけだと思
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うんですよ。 

 日常３６５日が教育委員として、いろんな情報を集めたりとか、かなりハードなス

ケジュールではないかと思うんですけれども。 

 その辺どういうふうな状況にあるのか、お聞かせください。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 十分な把握はしておりませんけれども、今、委員が言われたような傾向にあると。 

 以前の教育委員さんに比べますとですね、ずい分出事というか、出られる回数等が

ですね、そういった日頃の情報の収集とか、そういったのは多くなっているというふ

うに感じております。以上です。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  もう１件、ウインターキャンプについて。 

 サマースクールとウインターキャンプで講師の方を１名ずつということで、この辺

はきちんと数字が出ているんですけど、サポーターについてですけれども、どういっ

た方をどういう募集要項で、またそれに対しての報酬をどのような形で支払われてい

るのかお願いいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 サポーターにつきましては、教育委員会のほうからですね、直接教育長が出向いた

り指導主事が出向いたりして、各近隣の高校の学校長のほうに、高校生サポーターに

つきましてはご相談をいたしております。 

 また、大学につきましては、うちのほうで要綱を作りましてですね、それを送った

り、あるいは持参したりとかですね、そういった形で大学のほうにも募集をかけてお

ります。 

 特には前年参加してくれたサポーターをですね、継続してお願いをしているという

状況でございます。 

 サポーターの謝金等につきましては、高校生につきましては１回５００円の図書券

等を謝金という形で行っております。また、高校生につきましては、特にウインター

キャンプとかにつきましては、夜須高原の尐年の家で食事もありますので、食事等は

町のほうから出していると。实質的には５００円の図書券の謝金という形です。  

 大学生につきましては、１回２千円ということで、大学生につきましては、食事代

は自分出してもらうというようなことでお願いをしているところでございます。 

 いずれにしましても、非常にですね、ウインターキャンプ、サマースクールに参加

しました子どもたちとしましては、やはり高校生、それから大学生の身近な先輩の指

導、また話が聞けるということでですね、非常に戦力になっているというところでご

ざいます。以上です。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  中学生ぐらいになるとですね、私たちでも自分の子どもでもなかなか教えられなか

ったんですけれども。 

 特別にサポーターになるための条件というのはなくて、高校生、大学生を、現場に

いるというんですかね、今、高校生、大学生ということで、そこに声をかけてあると

いうことですね。 

 これは言ってなかったので、後で結構なんですけれども、サポーターの人数とサポ

ーターの構成、報酬金額を、詳細なものを後でお願いします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  先ほど筓弁を、尐し訂正がありましたので、訂正をさせていただきます。 
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 高校生のサポーターにつきまして、５００円と申しましたが、１回１千円というこ

とでございます。大変申し訳ございません。 

 今言われました分につきましては、この委員会の中で報告をするということです

か、それとも後で文書で報告ということでよろしいでしょうか。 

 委 員 長  時間がありませんので、別で、明日でもお願いしたいと思います。 

川上委員 

 川上委員  埋蔵文化財についてお伺いしたいんですが。 

 实は総合支所の２階にですね、たくさんの文化財を保管されてあります。私たちも

耐震の補強関係で、議員全員で総合支所に行ったときに、あの中を見せていただきま

したわけですが。 

 今後ですね、総合支所の検討委員会も立ち上げられましたし、今後の考え方もある

と思うんですが。 

 今後の整理の仕方をどのように考えておられるのか、お伺いいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 支所の２階に収蔵しておりますのは、旧夜須のときの峰遺跡という大きな遺跡がご

ざいますけれども、そちらから出土したものが主だというふうに聞いております。 

 そういうことで、まだ未整理のですね、報告書が２０遺跡ほどございまして、年次

計画でですね、今立てて順次行っております。 

 報告書まで出して整理が済んだ後の保管というか、そういったものが今非常に課題

になっておりますので、これにつきましては、今後収蔵庫、あるいは民族歴史資料館

等々合せてですね、埋蔵文化財センターみたいな形での整備の方向性をですね、現課

のほうとしては持っておりますので、こういったところを今後検討していきたいとい

うふうに思っております。以上です。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  確かにですね、保管庫が必要じゃないかなと、私たちも心配をしておりますし、た

だ、これがあとどのくらいかかるのかですね。あそこに保管庫がない、そのまま置い

ておくのか、あと何年かかるのか、そこら辺まで教えてください。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 先ほど申しましたように、報告書の作成が、未報告の分が完了するのがですね、今

後まだ２０年かかるということでございますので。それ以降にですね、例えば先ほど

の総合支所の問題が出てくれば、前倒しで収蔵センター等の検討が必要になって来る

んじゃないかなというふうに思っております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  資料の１２２ページです。 

 適応指導教室事業で、先ほど完全不登校の生徒が入室できるようになったという説

明がありました。 

 その後、その子は、ちゃんと学校に来れているんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お筓えいたします。 

 残念ながらまだ学校のほうには復帰しておりません。まだ、うちの適応指導教室の

ほうに通って来ている状況です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今後とも見守りをしっかりしていただいて、１日も早く教室に戻れるようよろしく

お願いいたします。 
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 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで教育課を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩いたします。 

 ２時４０分から再開いたします。 

（１４：２８） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１４：４０） 

 委 員 長  生涯学習課の説明を求めます。 

生涯学習課長 

生涯学習課長  それでは、生涯学習課の決算について、説明をさせていただきます。 

 お手元の決算書１６７ページをお開きください。 

 ９款教育費、８項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。 

 支出額１０６，５２４千円で、これは、嘱託職員、社会教育指導員等の人件費、成

人式の経費及びＰＴＡ、青尐年育成町民会議などの補助金が主な支出でございます。 

 続きまして、１６９ページ、１７０ページに移ります。 

 ２目めくばーる学習館費でございます。 

 支出額３１，０５８千円でございまして、めくばーる学習館、町民ホールの維持管

理費用が主なものでございます。 

 めくばーる全体の電気料、上下水道の使用料、電気料などがこの中に含まれており

ます。  

 需用費の修繕料１，７１５千円でございますけれども、主なものは、電気施設の改

修や消火器の取り換えが主なものでございます。 

 続きまして、１７１ページ、１７２ページに移ります。 

 ３目公民館費で９，１８１千円の支出でございます。 

 公民館で行います各種学級、講座、青尐年事業と自治公民館施設整備や活動支援の

ための補助金が主なものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金３，６７４千円でございますが、先ほど申し上げまし

た自治公民館施設の支援として、東小田区、久光区の自治公民館の施設整備補助金で

ございます。 

 ４目公民館支館費３，４７４千円でございますが、公民館支館の維持管理費用が主

なものでございます。 

 続きまして、１７３ページ、１７４ページをお開きください。 

 ５目コスモス図書館、７目のめくばーる図書館でございます。 

 ５目のコスモス図書館につきましては、支出済額３４，９３７千円で、６目のめく

ばーる図書館が３４，３２４千円の支出でございます。 

 主なものは、図書館業務委託料でございますが、委託業者に対して委託事業内容を

拡大し、指揮命令の一元化を図りながら、町の事務軽減を目指しております。 

 委託料が増加しました要因としましては、２４年度から町の職員、嘱託職員が行っ 

ておりました業務を委託業者が行うことになりまして、２３年度までは、窓口カウン

ター業務だけ委託業務でございましたけれども、図書館すべての業務を行うこととな

り、内容としましては、研修に伴う費用や統一した制服、事務機器の管理やボランテ

ィア団体との調整、団体貸し出し、配送、図書の発注、督促、統計、広報等の業務を

すべて行うとともに、新規にアンケート調査なども行いながら、サービスの充实を図

っているところでございます。 



 42 

 また、２３年度の図書館費の中には、この町の職員の給与は、社会教育総務費から

支出をしておりましたので入っておりませんでした。 

 各節につきましては、説明を省略させていただきます。 

 続きまして、１７５、１７６ページをお開きください。 

 ７目同和教育推進費１０，３８２千円でございます。人権・同和教育推進協議会、

人権フェスタ、人権セミナー、解放子ども会などの謝金、朝倉地区の同推連の負担金

が主な支出でございます。 

 続きまして、１７７ページの８目文化振興費１６，７６２千円の支出でございます。 

 ここでは、講演会、演奏会、映画会等の自主文化事業や文化団体である文化協会へ

の補助とめくばーる町民ホール、コスモスプラザのふれあいホールの舞台、それから

吊りもの、照明、音響などの保守点検及びオペレーター業務が主な費用となっており

ます。 

 続きまして、１８１ページ、１８２ページをお開きください。 

 １０款保健体育費、１目保健体育総務費で８，０１０千円の支出でございます。 

 各種スポーツ大会、指導者研修会、体育指導員の経費と体育協会、スポーツ尐年団

活動への補助金が主なものでございます。 

 １８３ページ、１８４ページに移りますが、委託料のスポーツフェスタ事業委託料

につきましては、ソフトボール大会、ビーチボールバレー大会、マラソン大会の運営

を体育協会に委託しておりますので、その委託料でございます。 

 負担金補助及び交付金の全国規模大会出場助成金２００千円でございますけれど

も、これは、尐林寺拳法全国大会出場に対する助成金でございます。 

 続きまして、２目体育施設費２６，２１９千円でございます。 

 社会体育施設の運営や維持管理費用及び学校開放施設のための夜間照明の光熱水

費が主な支出でございます。 

 需用費の修繕料１，６８７千円は、農業者トレーニングセンターの照明取り換え、

バスケットコートライン引き、それからふれあい広場、テニスコートの照明の取り換

え、町民プールの修繕などが主なものでございます。 

 以上が、決算の報告でございました。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料のほうを説明いたします。 

 お手元の１２８ページをお開きください。 

 生涯学習社会の实現を目指す社会教育の推進ということで、社会教育委員会の活動

をいたしております。また、教育委員会から諮問を受けておりました子どもの約束の

筓申をいたしましたが、今後はこの約束の周知、啓発活動を行っていかなければなり

ません。 

 明るくたくましい青尐年の育成につきましては、２４年度フレンドシップにおきま

して、本町から２５名の参加とスタッフ６名が参加いたしまして、ジュニアリーダー

の育成に役立っているところでございます。 

 １２９ページに移ります。 

 ６年生交流会でございますけれども、夏休みに１泊２日で開催をいたしまして、他

校の児童と一緒に活動する時間が増え、交流が深まったところでございます。 

 次に、１３０ページ、通学合宿でございますが、集団宿泊生活をすることによりま

して、基本的生活習慣を身に付け、社会性を養うことを目的としておりますが、それ

ぞれ自治公民館３カ所で实施をいたしました。 

 实行委員会を組織してのもらい湯や見守りなどの地域の方の協力も得られました。

また、地域での開発に向けてさらなる周知や地域の教育力の向上に努めていく必要が

あるというふうに考えております。 

 続きまして、１３１ページ、青尐年育成町民会議でございます。 
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 各部会で様々な生活動を行うことができました。全体事業といたしましては、１０

月２１日に筑前町子どものつどいを開催いたしましたが、各団体の实績発表等を通じ

て、子ども同士の交流を図ることができました。 

 １３２ページをお開きください。 

 いつでも、どこでも学べる成人教育の推進ということで、出前講座を实施いたして

ります。町民の方々の団体、グループから１１件の講座依頼がありまして、町の職員

が講師として出向きまして、全体で１，１２０人の参加者で实施をいたしてまいりま

した。毎年尐しずつではございますけれども、増加の傾向にあります。 

 この他にもいろいろな成人講座を開いておりまして、今後も幅広い分野で受講でき

るような講座を企画していきたいというふうに考えております。 

 続きまして、１３６ページをお開きください。 

 豊かな生活を支える生涯スポーツの推進でございます。 

 各種スポーツ大会を行っておりますが、ソフトボール大会、ビーチボールバレー大

会、うぐいすマラソン大会につきましては、筑前スポーツフェスタということで位置

付けまして、体育協会へ事業を委託し、体育協会と連携をしながら实施をいたしてお

ります。 

 次に、１３７ページ、体育施設の整備、利用促進でございます。 

 施設につきましては、老朽化も進んでいる部分もありますので、改修や修繕を適宜

に行っていくことが必要となっているところでございます。 

 １３８ページ、基本的人権が尊重される人権・同和教育の推進でございます。 

 啓発事業の充实、拡充に努めているところでございますが、その一環として、人権

週間に合わせたイベントの開催ということで、人権フェスタを实施いたしておりま

す。 

 当日はあいにくの雤にもかかわらず１，０００名からの参加があり、たいへん盛況

でございました。様々な人権問題について考えていただく機会としてとらえ、多くの

町民に参加してもらえるような呼び掛けをしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 １３９ページに移ります。  

 広報「ちくぜん」の啓発でございますが、シリーズ「心のぬくもりを」ということ

で、広報に掲載しております。また、人権セミナーも５回開催をいたしまして、１０

０名の参加がございました。 

 解放子ども会、解放学級の实施についてでございますが、まだまだ差別が存在して

おり、これに負けない個や集団を育成していくために、子どもたちに補充学級と解放

学級に取り組んでいるところでございます。 

 続きまして、１４０ページに移ります。 

 豊かな情操と創造性を育む文化活動の推進ですが、文化祭りを文化協会主催で開催

しているところでございます。 

また、ホールの運営、充实と利用促進でございますが、コンサートや講演会、映画

会など多彩な文化事業の实施ができました。今後も創意工夫をしながら、幅広い年齢

層に求められる事業を提供していきたいというふうに考えております。 

 １４２ページ、コミュニティづくりを目指した公民館活動の推進でございますけれ

ども、自治公民館の施設の整備の助成ということで、２つの自治公民館に補助を行い、

また、花いっぱい推進活動、子どもの広場づくり、自治公民館推進などの助成事業に、

６つの自治公民館から申請をいただきまして、助成を行いました。 

 最後に１４３ページでございます。 

 図書館でございますが、サービスの充实、資料の整備充实、利用の促進ということ

で、柱を掲げて取り組みを行っているところでございます。 
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 具体的には、いろいろな講座の实施や団体への貸し出しといったサービスを提供し

ながら、予約やリクエスト制度の活用を行い、利用の促進を図ってまいりました。 

 以上で、決算並びに主要施策の報告を終わりたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

内堀委員 

 内堀委員  農業者トレーニングセンターについて、お伺いいたします。 

 あそこの用地は借地というふうに聞いておりますけれども、２４年度までの累計の

借地料をお願いいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 トレーニングセンターの借地料の件だと思いますけれども、昭和５６年よりはじま

りまして、平成２４年度までに１０２，４７３千円でございます。以上でございます。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  借地という関係で続けていかれるお考えでしょうか。農業者トレーニングセンター

自体が老朽化ということで、とりあえず伺っておりますけれども、今後を含めどうい

うふうなお考えか、お伺いいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 この借地料の契約が平成２７年度までが契約でございます。 

 借用している関係で、相手様方の問題もありまして、今後ですね、後の管理含めて、

修理の部分も含めて、関係課とも協議をしながら進めていきたいというふうに考えて

おります。以上でございます。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  平成２７年までというと、あと２年ぐらいなんですけれども、方向性、もし何らか

の形で、借地等の変更等があるということになると、かなりその辺の交渉というのも

時間がかかるんじゃないかと思うんですけれども、その方向性を今年度中には出すと

いうふうな形にはならない、どの時点かですね、いう方針は持ってあるんでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 ２７年度までということでございまして、２８年３月３１日までになるかと思いま

すが、それまでに関係課ともですね、協議をしながら進めていきたいというふうに、

再度の返筓になるかもしれませんが、そういうふうなことで回筓とさせていただきた

いというふうに思います。 

 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  それと先ほど福本委員のほうから質問があったんですけれども、中学校の体育館が

ですね、ほとんど社会教育の中で利用され、夜間利用をですね、ほとんどされてない

ということなんですけれども。私もたまに行くんですけれども、ほんと使ってないん

ですよね、夜間。 

 それは農トレとの関係があるのか、お聞きしたいと思います。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 私どものほうが把握しております状況では、中学校の体育館、夜間に社会体育が使

用をしているというふうに把握しておりますが。 

 農トレを含めて各学校でですね、小学校も含めて体育館での社会体育の使用があっ

て、申し込みがあっております。以上でございます。 
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 委 員 長  内堀委員 

 内堀委員  先ほどの教育課長の説明では、武道場のほうはそういった施設ですので利用されて

いるんですけれども、２階の体育館はほとんど利用がないというふうな回筓があった

と思うんですけれども、それは違うということでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 現在バレーとかバスケットとか、そういうふうな形で社会体育しての利用があって

いるというふうに、申し込みがあっております。以上でございます。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  図書館について、お尋ねをいたします。 

 本町には２つの図書館がありまして、本当に皆様が利用なさっているところでござ

いまして、町長もこの２つの施設を維持するということは明確にされているわけでご

ざいます。 

 資料の１４３ページにですね、障がい者の支援について、サービス内容のさらなる

充实が望まれるということを書かれておりますが、現在、障がい者の支援というもの

をどのように図書館としては進めておられるのか、お伺いいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 １４３ページの将来の課題のところの障がい者支援についてのサービスというよ

うなところかと思いますが。 

 障がい者の方がお出でになって、資料としてお求めになる拡大機とか、そういう視

覚障害というか、そういうふうなことでの対応として拡大をしたもの、そういうもの

の拡大機なり、拡大したものの提供をいたしておるところでございます。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  障がい者の方がお出でになりますと、当然対応も丁寧にカウンター等ではなさって

くださっていると思いますし、今、拡大機というお話もありまして、そういった設置

もされていることだと思いますが、コスモスのほうではですね、モービル図書と言い

まして、車を購入して、それに本を乗せて地域を回るという、そういうこともできる

ように設計はなっておりますけれども、経費とか様々な都合によりまして、現在は、

もうコスモスができた時点から、それは一度も行われていないわけでございます。 

 それはそれとして、やっぱり経費節減という形からいろんな角度で考慮されたんだ

と思いますけれども。 

 障がい者の方はですね、自分でこちらにお出でになる。どなたかが付き添ってお出

でになるということで来られる方もあると思いますが、实は県の図書館等におきまし

たら、こういう本が読みたいということを電話なりで申し込みをされますと、郵送で

その方のところに届けることができるという、そういうサービスは行われているわけ

なんですが、本町の図書館におきまして、そういうことが、ぜひ対応をお願いしたい

という、これは視覚障害者の方からの要望もありますが、この点について、どのよう

にお考えでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 今、委員言われましたことを含めてですね、ちょっと私も認識不足の部分もござい

ます。 

 それぞれの図書館の担当と話をしまして、そういうご要望にお応えできるように、

話をしていきたいというふうに思います。以上でございます。 

 委 員 長  梅田委員 
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 梅田委員  くれぐれもよろしくお願いいたします。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  通学合宿について、２点ほどお伺いいたします。 

 通学合宿はそれぞれの学校区でも若干の人数の差があります。ここ数年においてで

すね、この参加者の推移はどうなっておりますでしょうか、分かる範囲で結構でござ

います。 

 それともう１点、もらい湯ですね、これはもらい湯という形で、各地域でボランテ

ィアでですね、お風呂を提供していただいてあると思うんですが。 

 これについてですね、卖年度、卖年度じゃなくて、やはり継続してボランティアの

方をですね、なんかかかわりを持っていただく。いろんな地域を毎年回ってあります

が、卖年度でその地域で終わりでなくて、その後もですね、何か受け皿、またそうい

うふうなかかわりですね、社会教育とのかかわり。 

 これが地域で開催することも、やっぱり地域主催でですね、開催することも目的の

１つだと聞いておりました。 

 そういう中で、それがずっとかかわっていくことも大事だと思っておりますが、そ

の辺はいかがお考えでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 ２点のお尋ねであったかと思います。 

 １点の推移につきましては、ちょっと手元に資料がございませんので、後で報告さ

せていただきたいと思います。 

 ２点目のもらい湯の関係でございます。 

 ここにも書いておりますけれども、自治公民館それぞれ３カ所で行わせてもらって

おります。  

 将来の課題にもありますけれども、やっぱり地域の教育力を高めるというふうなこ

とからすると、地域に、今までは公民館の職員なり社会教育委員さんであり、そうい

う方が实行委員となりながら、主体的にどっちかというと町のペースで行っていた部

分もあります。 

 ですけれども、やっぱり地域の力を利用するというか、ボランティアの方をお願い

するということも今後大事なことだろうと思います。 

 議員おっしゃられているように、１つのところで、卖年度ではなくてずっと続けて

いくということも必要だと思います。 

 そこに、例えば、最後に東小田校区でやりましたけれども、来年もあそこでやりな

がら、そして地域の方を尐しでも巻き込むと。巻き込むという言い方がどうか分かり

ませんが、地域の力をお願いするということからすれば、もらい湯も限定をしていっ

て、そういうボランティアを、掘り起こしをやるということも大事なのかなというふ

うに思っております。 

 ぜひ、そういうことも含めて、今後研究をしていきたいというふうに思います。 

 委 員 長  山本委員 

 山本委員  委員会資料の１２９ページをお願いしたいと思います。 

 夏休み、各子どもの１泊２日体験と言いますか、合宿があっておりますけれども。 

 三輪校区３６名、各１６名、２０名ということで、これは学校に通知して募集され

たと思いますが、これはもちろん自由参加だろうと思います。 

 私がお聞きしたいのは、なぜ１泊２日なのか、もしくは私としては３泊４日、４泊

５日あたりが望ましいんじゃないのかなと思っております。 

 なぜかというと、同じ学校だったら知り合い、友達、近所、いろいろおられると、
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友達がいると思いますけれども、校区を超えてするとなると、例えば「君どこね」と

か「へぇー、三輪小」、そんな感じで、やっとその日、夜いろんな交流会とかがあっ

て知り合っても、次の日はもうさよならという状態じゃ、なかなか交流というのは生

まれないと思います。 

 また、社会貢献と言いますか、それに対しての経験というか、そういう前準備段階

の１泊２日の研修だろうと思いますけれども、また、各地域に戻って、子どもたちが

地域に戻って、いろんな会合なりリーダーが育って行くという目的もあると思いま

す。 

 １泊２日はちょっと短いんじゃないのかなと、なぜ１泊２日にされたのかというの

と、３泊４日とか４泊５日とか、そういうする場合には、もちろんお金もかかるでし

ょう。参加費ももちろん要るでしょうけれども、夜須高原もありますし、英彦山もあ

ります。玄海もあります。海の中道もあります。そういった場所で日頃体験できない、

夜須高原はいつでも行けると言ったら、言い方が良くないかもしれませんが、玄海、

海の中道あたりで、また自然の大切さなり、水難事故の、こういった場合こういう教

育ができると思いますので、その辺のお考えをお聞きしたいと思います。よろしくお

願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お筓えいたします。 

 １２９ページの６年生交流会のところかと思います。 

 １泊２日の研修をやっております。これは町内の小学校ですから、各４校から募集

をしまして、学校を通じてじゃなくて子ども会、地域の自治公民館を通じまして募集

をやっている状況でございます。 

 自治公民館なり、人数が尐ない時には学校にもご相談申し上げますけれども、そう

いうふうな形でやっております。 

 当初は日帰りでございました。日帰りで、議員おっしゃられるように、やっぱり交

流がやっと打ち解けて来たばっかりで、もう帰るというような形で。これを１泊２日

に延ばしてきたわけでございます。 

 ２泊３日という話もあるかもしれませんけれども、最初から尐しずつ訓練をしてい

ったということもあります。 

 そういうことも含めて今後、おっしゃられることも十分に理解できますので、検討

していきたいというふうに思います。以上でございます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで生涯学習課を終わります。 

 これで歳出を終わります。 

 続きまして、歳入の説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  それでは財政課より、決算書によりまして歳入の説明を行いますけれども、昨日決

算の概要につきまして、予めご報告した部分もございますので、できるだけ重複しな

いような形での報告をさせていただきたいというふうに思っております。 

 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 １款の町税でございます。 

 １項の町民税から５項の入湯税までの、調定額の合計額３，２２５，６３７千円に

対しまして、２，９３４，０２７千円の収入でございます。 

 町税の中で、個人町民税、現年度分は増収となっておりますけれども、固定資産税

につきましては、大きく減収となっております。 

 この理由については、昨日申し上げたとおりでございます。 
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 また、不納欠損額が９，０５９千円、収入未済総額、いわゆる未納額でございます

けれども、これが２８２，５５１千円となっております。 

 次に、１３、１４ページでございます。 

 ２款地方譲与税から１７ページの１２款交通安全対策特例交付金まで、すべて依存

財源でございます。 

 前年度との増減額につきましては、別冊の決算の概要で、表によって表しておりま

すので、説明は省略しますけれども、増額の大きいものにつきましては、ここで報告

をしておきたいと思います。 

 ８款自動車取得税交付金１４，１０７千円、それから１１款地方交付税２８，１８

５千円が増額となった額でございます。 

 一方、減額の大きかったものにつきましては、２款の地方譲与税１０，８０８千円、

１０款の地方特例交付金３３，０４６千円となっております。 

 それから飛びまして、１７、１８ページをお願いいたします。 

 １３款分担金及び負担金でございます。 

 昨年比２３，８２６千円減額の１５７，２３６千円でございます。 

 備考欄に掲載しておりますように、各種事業に対します受益者等の分担金、負担金

でございます。 

 ２項の負担金につきましては、７，６９１千円減の１２０，９２８千円でございま

した。 

 不納欠損６１千円、それと収入未済額３，３２４千円につきましては、保育料の不

納欠損額並びに収入未済額でございます。 

 次に、１９、２０ページをお願いいたします。 

 １４款使用料及び手数料です。２１４，６７５千円の収入でございます。昨年より

８，３１５千円減額となっておりますけれども、これは、１項２目５節の大刀洗平和

記念館入館料、これが３９，５０１千円の収入でございますが、これが約８，４４８

千円ほど減額となっております。これが減額の大きい要因のようでございます。 

 それから、７目土木使用料、２節の住宅使用料は７５，１２５千円の収入ですが、

２９，０３４千円が未納となっております。 

 その他につきましては、備考欄に掲載をしております。説明は省略をさせていただ

きます。 

 それから飛びまして、２３ページから２６ページにかけまして国庫支出金でござい

ます。 

 １５款国庫支出金９４３，６６７千円の収入でございます。前年より約１４３，０

２４千円の減額となっておりますけれども、これの減額の要因としましては、きめ細

かな交付金、これが８８，２８０千円の減、住民生活に光を注ぐ交付金、これが２０，

６００千円の減、それから、老人保健事業推進費等の補助金１９，８３７千円の減、

こういったものが大きな原因でございます。 

 一方障害者自立支援給付費、これが増額となっております。また、篠隈保育所の民

営化により負担金が増加してきております。 

 その他の各事業の補助金につきましては、備考欄に事業名を記載しておりますの

で、説明は省略をさせていただきます。 

 飛びまして２７ページから３４ページにかけましては、１６款県支出金でございま

す。７２０，３６２千円の収入でございます。 

 前年度よりも４８６千円の増額となっておりますけれども、主に減額となりました

のは、介護基盤関係の補助金は減額となっております。 

 増額の要因としましては、保育所の運営負担金、これが３，１４９千円、障害者自

立支援給付費負担金６，１５７千円、民間保育所の建設費補助金９１，３５３千円が
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主な増額要因でございます。 

 それぞれの補助金の内訳につきましては、備考欄に記載をしておりますので、説明

は省略をさせていただきます。 

 次に飛びまして３５ページ、３６ページでございます。 

 １７款財産収入でございます。２４，６３２千円の増でございまして、総額１３０，

４１９千円の収入でございました。 

 主に基金の利子が１９，８７３千円、それから土地開発公社が解散いたしましたの

で、それの返還金１８，３２２千円、これらが増額の要因でございます。 

 その他につきましての説明は省略をさせていただきます。 

 １８款の寄附金でございますけれども、７９７千円の収入でございます。 

 これにつきましては、昨年度よりも５０８千円ほど増加となっております。 

 次に、３７ページ、３８ページでございます。 

 １９款繰入金です。１８９，８９３千円の収入でございます。 

 工業用地造成事業特別会計から２０５千円、住宅新築資金等貸付事業特別会計から

３，０００千円の繰入れ、それから、基金から１８６，６８８千円の繰入れを行った

ものでございます。 

 各基金からの繰り入れの充当先、それから充当額、これにつきましては、別冊の決

算概要６ページ、７ページに記載をしておりましたので、後でご覧をいただきたいと

思います。ここでの説明は省略をさせていただきます。 

 ２０款繰越金でございます。２３９，０８７千円の収入でございます。 

 この前年度繰越金の備考欄に前年度繰越金額を２段書きにしております。備考欄に

２段書きで表示しております。 

 この下段の前年度繰越金は繰越明許の繰越し分でございます。東小田小学校の大規

模トイレ改修の分でございます。 

 次に、３９ページから４３ページ、２１款の諸収入でございます。５４６，９６４

千円の収入でございます。 

 昨年よりも約２２６，４１５千円の増額となっておりますが、主な要因につきまし

ては、５項２目雑収入で、福岡県市町村災害共済基金組合解散に伴う返還金３１６，

８１７千円によるものでございます。 

 その他につきましては、備考欄に事業名等を説明しておりますので、内容は省略を

させていただきます。 

 ４３、４４ページをお願いいたします。 

 ２２款町債でございます。９６８，５６６千円借入れを行いました。前年比２０４，

２８８千円尐なく借入れをしております。 

 町債の１項２目４節合併特例債の備考欄に、この合併特例債を２段書きで表示をし

ておりますけれども、上段分が繰越分、これは、先ほどと同じ東小田小学校のトイレ

改修分でございます。下段が現年度分となっております。 

 借入れました事業につきましては、別冊の決算概要書、７ページに記載しておりま

すので、説明は省略をさせていただきます。 

 以上、歳入の合計１１，６４９，８８７，２５１円、不納欠損額９，１１９，６９

７円、収入未済額は前年度よりも２，０１５，６４４円増えまして、３１４，６９３，

１８１円となっております。 

 以上で、歳入の説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長 歳入の説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

木村委員 

 木村委員  ただ今歳入の説明をしていただきました。 

 ６ページ、収入未済額についてでございます。 
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 これは、きちっとした会計簿上の、きちっとした根拠も説明していただきました。

また２日間にわたりですね、各課の取り組みというのもですね、積極的な取り組みと

いうのも聞かせていただきました。 

 それで、十分その辺りはですね、きちっと認識したつもりでございますが、ほんと

申し訳なく思います。私はまだ半年になりません。決算委員会も初めてでございます。

どうしてもですね、この３１４，０００千円余りの金額が正常なものとは思いません。

いかがお考えでしょうか、お聞かせください。 

 委 員 長  財政課長 

 財政課長  お筓えいたします。 

 歳入の一番大きいものは町税でございます。これにつきましては、また後で納税推

進室なりから報告すると思いますけれども。 

 やはり収納努力というのはですね、町税につきましては、班体制を作りながら、関

係部署の中で班体制を作りながらですね、徴収に回っております。 

 また、納税推進室で報告しましたように、不動産等の差し押さえ、給与等の差し押

さえ、預貯金等の差し押さえ、そういったものをしながらですね、できる限り収納努

力をいたしております。 

 この額が望ましいとは、決して思ってはおりません。そういったことで、一応ご報

告にはならないかと思いますけれども、そういった努力をですね、今後もしていかな

きゃならないというふうに思っております。以上でございます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、認定第１号「平成２４年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」

を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第１号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第１号「平成２４年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第２号「平成２４年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  国民健康保険特別会計でございます。 

 それでは、国民健康保険事業特別会計の平成２４年度決算状況について、ご説明申

し上げます。 

 まず、２４年度決算審査特別委員会資料で、平成２４年度決算に伴う实績報告につ

いて、ご説明を申し上げます。 

 ２４ページから２７ページでございます。 

 まず２４ページに国保の世帯、被保険者の状況、医療費の状況、一般分の保険給付

費の状況を載せております。 

 次に、２５ページに特定健診、特定保健指導の实施状況とレセプト点検等の实績を、

また、２６ページ上段に国保税の収納状況を整理いたしております。 

 それでは、２６ページの医療費の状況のところからでございますが、国民健康保険

の世帯数、被保険者数を前年と比較しますと、世帯数は２４年度平均で４，１０１世
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帯、前年度平均よりも０．５６％増加し、また平成２４年度平均被保険者数は７，７

８７人となり、前年度平均よりも０．１４％減尐しています。 

 １人当たりの医療費状況を見ると、一般被保険者は対前年度比０．０４％の増、退

職被保険者は１３．７３％の増となっています。 

 総医療費は、対前年度比０．８９％の増ですが、直接国保の財政に影響を与える一

般被保険者の療養給付費の支払いが、昨年を下回ったことの影響は大きいと思いま

す。 

 次に、特定健診の状況ですけれども、６月から９月に２３回、１１月から漏れ者を

対象に４回、計２７回の健診を实施しましたが、対象者数５，４８６人に対し、対前

年度比３．７％増の３１．６％、１，７３１人となりました。 

 特定健診の結果、保健指導が必要な動機付け支援、積極的支援に該当した人は２１

０人でしたが、うち１７５人に保健指導を行うことができ、保健指導实施率は８３．

８％を達成することができました。 

 次に、２５ページの下のほうですけれども、６．レセプト点検の实績でございます。 

医療費削減として即効性があるのはレセプト点検の实施でございます。一番件数が

多いのは、資格喪失後の無資格受診ですが、過誤調整再審査により減額となった分を

合わせて、件数が２，４３７件、金額で１９，７４２千円となっております。 

 次に、国保税の状況です。 

 平成２４年度の現年度調定額は６７９，８５８千円で、前年度調定に比べ０．２６％

増加し、収納額は６４２，５７９千円となりました。 

 収納率は、現年度分が９４．５２で、前年度に比べ０．０８％下降しましたけれど

も、滞納繰越分は１１．９８％で、前年度に比べ１．２６ポイント上昇いたしました。 

 依然として生活の不安定による新規滞納者の増加は避けなれない状況にあります。

今後とも収納率の向上に向け、口座振替の推進、分割納入、夜間徴収の強化等、新規

滞納者の抑制と徴収率の向上に努めていかなければなりません。 

 次に、２７ページでございます。 

 最後に、国保特会における当面の問題と課題でございます。 

 平成２４年度医療費は総体的に安定しており、県下でも下位に位置するようになっ

てきましたが、依然として赤字体質は変わっておらず、一般会計から１億円の繰り入

れをいただいて、運営をしている状況です。 

 今後とも医療費の削減の取り組みと財政の健全化に向けた取り組みが必要です。 

 また、特定健診を实施するにあたっては、平成２５年度から２９年度までの５年間

の第２期特定健診实施計画に沿った事業の推進が今後必要であります。 

 具体策としまして、下段の５項目にまとめています。 

 １としまして、全受診者世帯を対象にした医療費通知を徹底する。 

 ２．健康づくりのためのモデル事業により、被保険者の健康意識と自己管理意識の

高揚を図り、さらに健康づくりのための生活習慣病検診や各種予防教室への参加を推

進する。 

 ３．納税相談を实施するなど、滞納対策を推進し、被保険者の税の公平に努める。 

 ４．特定健診の受診率の向上と特定保健指導の充实を目指す。 

 ５．先発医薬品から後発医薬品、ジェネリック医薬品への転換を図る。 

の５項目に整理いたしております。 

 今後とも厳しい国保の運営状況には変わりありませんけれども、経営の健全化に努

めてまいります。 

 引き続き、決算状況について、決算書でご説明申し上げます。 

 決算書の２１０ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず歳出ですが、１款総務費です。 
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 １款１項１目一般管理費としまして４３，１３４千円を支出いたしております。昨

年よりも１７，０００千円ほどの減額ですが、ほとんどが育児休暇や異動による職員

給与等の影響です。 

 また委託料で、昨年度保険証のカード化に伴うシステム改修が１年限りであった分

が１，０００千円ほど減額になっています。 

 また、税法改正で、扶養控除廃止によるシステムの変更による委託料が予算化でき

ていませんでしたので、予備費より充用し対応しております。 

 １款２項１目賦課徴収費として１，１５４千円を支出いたしましたが、次ページ、

１２節役務費の納税者宛の郵便代が主なものです。 

 １款３項１目運営協議会費の５千円の支出は、委員の報酬でございます。 

 次に、２款保険給付費です。前年度支出額よりも２６，７４８千円増の２，１７７，

７６１千円を支出いたしております。 

 内訳としまして、１項療養給付費は１７，４００千円ほどの増ですが、１目、３目

の一般被保険者に係る分につきましては、０．７％ほどの減になっております。 

 ２目の退職被保険者に係る分が被保険者の増に伴い２５．５％の大幅な増になって

います。 

 退職被保険者は、年金開始から６４歳までであります。被保険者が増えれば、医療

費はどうしても増えてきますけれども、退職者に係る分の支出につきましては、税相

当額を差し引いた分が交付されますので、財政的にはほとんど影響はございません。 

 ２項高額療養費については、１４，４８９千円余り増で、療養給付費の伸びを上回

っております。高度医療で高額医療費の影響が出ていると思います。 

 次に、２１４ページでございます。 

 ４項出産育児費は５，０００千円、３３．９％の減でございます。 

 ５項葬祭費につきましては、ほぼ昨年度並みでございます。 

 次に、２１６ページでございます。 

 ３款１項１目後期高齢者支援金は２７，０００千円ほどの増で、毎年同程度増加し

ております。 

 ４款１項１目前期高齢者納付金としまして、３９２千円を支出しました。 

 ５款老人保健拠出金は、事務費拠出金の１７，５６２円のみの支出なっております

けれども、予算を計上しておりませんでしたので、予備費より充用いたしております。 

 次に、６款介護納付金は前年度支出額より１１，１５７千円余り増の１７６，２９

６千円の支出をいたしております。 

 次に、２１８ページでございます。 

 ７款共同事業拠出金は、財政安定化と医療費の平準化のため、国保連合会が運営す

る事業に対する拠出金で、前年度支出額より８７４千円ほど増の４４４，０６０千円

を支出いたしております。 

 内訳は、備考記載のとおりでございます。 

 次に、８款保健事業費でございます。 

 ８款１項１目特定健康診査等事業費の１３節委託料の特定健康診査委託料は９３

０千円ほどの増でございます。 

 次に２２０ページでございます。 

 ２項保健事業費は、ほぼ昨年並みの支出です。１１，５０４千円を支出いたしてお

ります。 

 ２目健康づくり推進費は、例年どおり訪問事業と精神相談事業のため管理栄養士を

雇用しておりますが、費用弁償が町内の距離で算定いたしましたので、予算不足を生

じましたので、予備費より充用しております。 

 次に、９款基金積立金ですが、支出はありません。 
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 次に、１０款公債費です。 

 １０款１項１目利子の２４，３８１円は、歳入欠陥時に一般会計から借り入れを行

った際の、一時借入利息でございます。 

 次のページでございます。 

 次に、１１款諸支出金です。４９，３７０千円を支出いたしております。 

 内訳については、１１款１項１目と２目、一般被保険者及び退職被保険者の税の還

付金でございますが、合せて３，３１９千円ですけれども、１目一般被保険者分で予

算不足が生じておりますので、予備費より充用いたしております。 

 同項３目償還金は、過年度超過交付金返還金で４６，０５１千円を精算返還いたし

ております。 

 次に、１２款は予備費でございます。 

 以上、歳出予算現額３，４６９，６６２千円に対しまして、支出済総額３，２９４，

９１３，３４８円でございます。 

 次に、決算書の１９８ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入ですけれども、まず１款国民健康保険税です。６６８，７２７千円を収納いた

しております。 

 昨年よりも４，１９０千円余り増でございます。 

 一般被保険者分が２，２８０千円ほど、退職被保険者分が１，９１７千円ほど増額

になっております。 

 次に、２００ページをお開きください。 

 次に、２款使用料及び手数料です。これはすべて督促手数料で７０２千円を収納い

たしております。 

 次に、３款国庫支出金です。３款１項国庫負担金として５７９，９８６千円を受け

入れています。昨年よりも９９，０００千円ほどの減額でございます。 

 特に同項１項１目療養給付費等負担金の５５５，６１９千円で、１２３，７６１千

円の減でございます。 

 また、２項国庫補助金も財政調整交付金が主ですが、９３，７４４千円の減額で、

１９２，３０３千円でございます。 

 次に、２０２ページでございます。 

 ４款療養給付費交付金です。２０４，４８３千円を受け入れています。これは、退

職被保険者に係る療養給付費相当額を社会保険診療報酬支払基金が交付するもので、

昨年よりも９２，９１１千円余り増でございます。 

 次に、５款前期高齢者交付金です。７７２，７２３千円を受け入れています。前年

度よりも２２３，３７３千円余り増でございます。 

 次に、６款県支出金でございます。２０８，７２５千円を受け入れています。これ

は、６８，０００千円ほどの増でございます。 

 内訳としまして、６款２項２目財政交付金が６９，０００千円ほどの増になってい

ます。 

 次に、２０４ページでございます。 

 ７款共同事業拠出金ですけれども、３１，０００千円ほど減の４０６，６６５千円

を受け入れています。 

 ７款１項１目高額療養費共同事業拠出金は、１件当たり８００千円を超える高額医

療費、同項２目の保険財政共同安定化事業交付金は、１件当たり８００千円以下で、

３３０千円を超える高額医療費全体について交付されるものです。 

 ８款については、支出はございません。 

 ９款繰入金は、全体で２４３，２３０千円ですが、３節職員給与費等繰入金と、そ

の他一般会計繰入金は、年度中に見込額を調定し、繰入していただいておりましたけ
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れども、会計閉鎖直前に計算し返還したため、調定がそのままになり返還額が収入未

済額として表記されております。 

 次に、２０６ページでございます。 

 １０款は繰越金でございます。 

 次に、１１款諸収入ですけれども、昨年より６，０００千円ほど減額の７，９８８

千円を収納いたしております。 

 減額の主なものとしては、２０８ページ、４項５目雑入で、老人保健拠出金の返還

金が６，０００千円ほどの減額になっておりますのと、特定健診の自己負担を１千円

から５００円にしたことにより、６００千円ほどの減額になっております。 

 以上歳入予算現額３，４６９，６６２千円に対しまして、収入済総額３，３０９，

３３９，３３９円でございます。 

 次に、２２４ページでございます。 

 歳入歳出差し引きで１４，４２６千円となっております。以上です。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  決算書の２００、２０１ページなんですけれども、国庫補助金の２目出産育児一時

金補助金３０千円、これの算定はどうやってされているのでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  この補助金につきましては、２４年度で制度が変わりましてですね、２３年度分が

２４年度に入って来た分でございます。 

 ２４年度からは制度が変わっておりますので、歳入額が変わっているということで

ございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  ちょっと意味が分からないんですけど。 

 算定基準、算定はどうして出したのかとお尋ねしたんですが。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お筓えいたします。  

 以前の制度ではですね、４２０千円が支給されます。子どもが生まれますとですね。 

 そのうち３０千円というのは、別支給というような格好になっておりまして、２３

年度中に生まれた方の分の３０千円分だけが２４年度に入って来て、あとの分につい

ては、国庫補助の中で精算をされるというような格好になりますので、その分だけが

この３０千円として出てきております。 

 ただ、２４年度からは、その分の補助が制度改正でなくなりまして上がっておりま

せんので、その３０千円だけが上がってきたというような格好になっております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  １人分ということですか。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お筓えいたします。 

 正確な資料は持って来ておりませんけれども、金額から見ると１人分だと思いま

す。以上です。 

 委 員 長  金子委員 

 金子委員  ２０５ページのその他からの繰入金について、質問しますが。 

 この５０，０００千円ですかね、不必要だったから、その分が取れないと。分かり

やすくしますと、１９１ページですかね、ここを見るとその中で分かるわけですけど。 

 これは、調定額があるから、このまま要らん分をおいて、そういうふうになっとる

んだろうと思うわけなんですが。 
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 これが、収入未済額ということであればですね、今度は２５年度には貰うのかとい

うような、素人考えでは思うわけですね。 

 財政課長は払わんやったとやろかというような感じになりますが。 

 このままこの数字をおいとって、２５年度分には全然関係がないものでしょうか、

ちょっと質問します。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  今、質問の件につきましては、５月に不用になった繰入金を返還したわけですけれ

ども、こういうのは初めてでありまして、調定を変更していなかったために、そのよ

うな記載になっております。 

 後からこのことに気付きまして、訂正すべきか協議したわけでございますけれど

も、本来調定は３月３１日以前に発生した事由により、整理されるべきもので、３月

３１日現在では入金されておりまして、返還を決定したのは出納整理期間でありまし

たので、決算書の記載ではですね、誤りはないということになります。 

 財務上の本来の姿としては、そういう上がり方になって来るというようなことでご

ざいます。 

 ただ、本年度決算後にですね、その未済分が存在しないための手続き、伝票処理に

なりますけれども、そういう処理が必要になってくるということでございます。 

 ただ、このような精算方法ではですね、本来の姿とすれば、そういう記載になって

しまいますので、誤解を招くことも予想されます。 

 そこで、精算の方法等をですね、今後財政課と調整をしていきたいというふうに考

えます。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  決算書の２１１ページの予備費からの流用ということで、もう尐し詳しくお尋ねし

たいと思いますが。 

 これは、１３節の委託料が、やはり調定額が枠をオーバーしたから、その不足分だ

けの４２万を流用されたということだろうと思いますが、この点について、お筓えい

ただきたいと思います。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お筓えいたします。 

 この充用につきましては、税法の改正によります扶養控除の差し引き分のシステム

がですね、当初予算の中で組んでおりませんで、緊急に必要でございましたので、そ

の委託料の一番下の扶養控除廃止システム改修委託料ということで、同額が上がって

いると思いますけれども、そのために充用させていただいております。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  ということは、やはり委託料の総額がオーバーしたと言いますか、ということで、

仕方なく予備費から流用されたということだろうと、今の説明を聞く限りではです

ね。それでいいですかね。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お筓えいたします。 

 この委託料につきましては、他の部分についてはですね、大体予算どおりの執行に

なっておるわけですけれども、またこの分をですね、組んでなかったことが原因でご

ざいます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  資料の２７ページです。 

 具体的措置の（５）ですけれども、ジェネリック医薬品への転換を図るための普及

啓発、どういった啓発をされているんでしょうか。 
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 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お筓えいたします。 

 ジェネリック医薬品の推進のためには、国保連合会のほうで、ジェネリック医薬品

に変えられる方をですね、全件ではございませんけども、１００件抽出しましてです

ね、それで行っているのが今現状ですけれども、それを今後も行っていきたいという

ようなことでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今、私、国保運営協議会に参加させていただいているんですが、運営委員の方がジ

ェネリック医薬品、そもそも分からない。先発、後発って何やろかという質問があっ

ておりました。 

 だから、このジェネリックそのものをですね、もっと知らせないとだめじゃないか

と思うんですが、特定健診とかで人が集まるときに、そういうチラシとかあったらで

すね、配ったらどうかなと思うんですが、見解をお尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  貴重な意見ありがとうございます。今後検討したいと思います。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから認定第２号「平成２４年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。  

 認定第２号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第２号「平成２４年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩をいたします。 

 ４時５分から再開いたします。 

（１５：５５） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１６：０５） 

 委 員 長  先ほどの河内委員の出産育児一時金の件で、健康課長のほうから発言の申し出があ

っておりますので、まずそれを許可します。 

健康課長 

 健康課長  先ほどの質問の中で、出産育児一時金の３０千円の分ですけれども、１人と申し上

げましたけれども、１人１０千円の３人でございました。失礼しました。 

 委 員 長   認定第３号「平成２４年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  それでは、後期高齢者医療特別会計の平成２４年度決算状況について、説明申し上

げます。 

 まず、平成２４年度決算審査特別委員会資料で、２４年度決算に伴う实績報告につ

いて、説明申し上げます。 
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 記載は、２８ページから２９ページの２でございます。 

 まず、後期高齢につきましては、時期医療制度の創設が国において議論されており

ましたけれども、实績報告の中では、国からは明確な方向が示されておらず、事实上

先送りになりましたと書いておりますけれども、８月６日に社会保険制度改革国民会

議の結論としまして、後期高齢者の継続が筓申されております。 

 資料提出の時期の問題であいまいな表現になっておりましたけれども、そういう筓

申がされておるということでございます。 

 ただ、今後も細部の変更が予想されますので、今後とも注視していきたいと思いま

す。 

 それと町では、保険料の徴収、申請の受付事務など、保険証の引き渡しの業務を行

っております。 

 次に、対象者数でございますけれども、平成２３年度末では３，７１３人と、昨年

より６６人の増となっております。 

 次に、主な予算の執行状況ですけれども、決算書と重複しますので、保険料の状況

だけ説明しておきたいと思います。 

 １款の保険料ですが、保険料調定額は２０６，４０２，８２０円で、収納額は２０

５，０７３，０１５円です。収納率は９９．３６％で昨年度より低下しております。 

 なお収納率の内訳は、年金からの特別徴収額は１００％、普通徴収額は９８．２９％

です。この普通徴収は昨年よりも０．６２％ほど低下しております。 

 税の滞納整理に加えていただきまして、年３回の個別訪問や独自の滞納者への接触

を行い、本年度不納欠損も含めて、次年度の滞納分の次年度への持ち越し額は確实に

減らすことができましたけれども、現年度分の滞納額が増える結果となってしまいま

した。 

 また、決算書の収納額と、そこに記載の決算額に若干の相違がございます。これは、

還付未済があるためで、死亡の場合の特別徴収者の分につきましては、年金の処理が

行われるまで還付ができないというような仕組みになっておりまして、還付未済が多

くなってきます。 

 次に、収納率向上でございますけれども、県下の収納率は９９．０３％で、筑前町

の収納率は９９．３４％でございます。 

 ただ、これは連合会のシステムによる集計でございますので、町の決算の数とは尐

し変わってきます。 

 また、２４年度初めて不納欠損を行っております。 

 結果については、２９の１ページで、明細書記載のとおりでございますけれども、

２９の２ページの不納欠損の地区別の集計表の筑前町の人数が４人となっておりま

すけれども、５人の誤りでございました。訂正をお願いしたいと思います。合計で８

人でございます。 

 引き続き、決算状況について、決算書でご説明申し上げます。 

 ２７４ページをお開き願います。 

 歳出です。 

 まず、１款総務費です。 

 １款１項１目一般管理費として１，０９３，１２８円ですが、主なものは、１２節

の保険証の郵送費でございます。 

 ２款１項１目徴収費として３４８，６６７円を支出いたしておりますが、役務費に

不足を生じましたため、予備費より２９千円充用いたしております。 

 ２款１項１目後期高齢者広域連合納付金です。２９５，９１７，９２２円を支出い

たしております。内訳は備考記載のとおりです。 

 ３款諸支出金ですけれども、１項は過誤納金の還付金です。 
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 支出については以上でございます。 

 ２７６ページですけれども、予算現額３０９，５５３千円に対しまして、歳出総額

２９８，３５８，６６７円でございます。 

 次に、歳入でございます。 

 ２７０ページをお願いしたいと思います。 

 歳入ですが、まず１款後期高齢者医療保険料でございます。 

 内訳は、１款１項１目特別徴収保険料は１２８，５６９，６６０円ですが、調定額

を上回っております。 

 先ほど申し上げました還付未済を含んでいるためでございます。  

 ２目普通徴収保険料は、６５，５５７，３００円が収入済でございますけれども、

これにも還付未済を２２，７５０円ほど含んでおります。 

 ２款使用料及び手数料は督促手数料ですが、１０５，６００円でございます。 

 次に、４款繰入金でございます。 

 ４款１項１目事務費繰入金としまして、１１，０６３千円、２目保険基盤安定繰入

金としまして７７，１１８，１５６円を、それぞれ一般会計から繰り入れております。 

 次に、２７２ページでございます。  

 ５款繰越金でございます。９，５８０，８７７円でございます。 

 ６款諸収入ですが、１項で延滞金、２項で、町が歳出還付した分を広域連合より受

け入れております。 

 以上、歳入予算現額３０９，５５３千円に対しまして、収入済総額３０４，３９９，

８８８円でございます。 

 ２７８ページをお願いします。 

 歳入差し引きとしまして、６，０４１千円でございます。以上でございます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  資料の２９ページです。 

 重点施策として、制度説明会開催１回、約５０人参加とありますが、これは新しく

後期高齢者になられた方に対しての説明会だったのでしょうか。お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  いえ、これは老人クラブに対して行っております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  新しく後期高齢者医療制度に加入された方に対しての説明は必要だと思うんです

が、それはされないわけですか。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  後期高齢の制度につきましては、非常に複雑な部分がございまして、やはり説明等

につきましては、何らかの機会が必要だということは重々承知しておるところでござ

います。 

 いろんな出前講座でありますとかですね、そういうところに呼びかけて行っており

ますが、今のところは新規の方についてのあれはしておりません。 

 今後検討したいと思います。以上です。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから認定第３号「平成２４年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 
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 認定第３号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第３号「平成２４年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、認定第４号「平成２４年度筑前町住宅新築資金等貸付事業歳入歳出決

算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策副室長 

人権・同和対

策副室長 

 筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計でございます。 

 決算審査特別委員会資料から説明させていただきます。 

 資料の３０ページをお開き願います。 

 １の総括といたしまして、現在の事務及び改修並びに債務者の状況等につきまして

は、そこに記載しているとおりでございます。 

 この貸付事業は平成１３年度末の地対財特法の失効に伴い廃止となっているもの

で、本町では、平成４年度の最後の貸付となっております。 

 償還期間が２５年ですので、平成２９年度が最終償還年度となっています。今後と

も滞納者と連絡を密にいたしまして、債務者意識の徹底を図りながら、生活状況に応

じた返済計画と履行の指導にあたっていきたいと思っております。 

 また、滞納が困難な事例等につきましては、県及び委託しております弁護士に相談

し、指導を受けながら回収に努めてまいりたいと思っております。 

 なお、平成２４年度は、補助率４分の３の事業を活用して、法律相談並びに督促な

どへの氏名掲載について、弁護士と委託契約を締結して取り組みを強化しておりま

す。 

 中ほどの決算書でございますけれども、これは、決算書を取りまとめたものでござ

いますので、決算書のほうで説明させていただきます。 

 下の表が年度当初の滞納件数です。国費、県費、町費に分かれて、貸付の種類が５

種類あるわけですけれども、合計で８４件、实人員で４５人でございます。 

 町費の分につきましては、２１年度で償還が完了しております。 

 年度末の件数につきましては、新築が３０件、改修が、国費の改修資金が１９件、

宅地と県費の改修資金は同額でございます。合計８１件が年度末の滞納件数でござい

ます。 

 次の３１ページでございます。回収状況を掲載しております。 

 現年度分、元金、利子合わせまして、調定額２，４３１千円に対しまして、収入額

８３７千円、回収率３４．４％です。 

 過年度分でございます。 

 元金、利子合わせまして、調定額が１７８，８０３千円、収入額が５，６８１千円、

回収率３．１７％です。 

 次の３１ページの１でございます。 

 不納欠損でございますが、時効完成により１名で２７９，３７０円になっておりま

す。 

 次の３１ページの２でございますが、年度ごとの振り分けを記載しております。 

 欠損となった理由につきましてご説明いたします。 

 欠損の理由としまして、借受人の死亡後、相続人からの納付があっていましたが、

最後の納付から既に１０年間が経過し、民法１６７条の消滅事項の該当になり、さら

にこの相続人から、時効により納付しないとの内容証明郵便による文書で提出があり
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ましたので、不納欠損になったものでございます。 

 続きまして、決算書で報告させていただきます。 

 歳出から説明させていただきます。 

 決算書の２３３ページをお願いいたします。 

 歳出の１款１項１目一般管理費、支出済額３，８３８千円でございます。これは、

普通旅費、消耗品費、通信運搬費、それから競売関係の手数料、弁護士委託料。 

 弁護士委託料といたしましては、競売の委託料が１００千円、督促に関する委託料

が１１カ月ということで１１０千円でございます。 

 それから、競売のための費用といたしまして、裁判所に６００千円を予納として納

めております。 

 それから、業務に従事した職員給与の一部を、一般会計に繰り出したものでござい

ます。 

 次の２目財政調整基金費３２７千円です。これは、基金の元金・利子の積立でござ

います。予備費から利子積立金に５７千円を充用しております。 

 次に、２款１項公債費です。これは、借入先の簡保生命保険機構への償還金でござ

います。支出額は３，０７１千円でございます。 

 支出済額の合計額、一番下の欄でございますが、７，２３７千円でございます。 

 次に、歳入のほうを説明いたします。 

 ２２９ページをお願いいたします。 

 １款１項県補助金でございます。収入済額７３９千円でございます。 

 内訳といたしまして、１目の住宅新築資金等県補助金１９０千円、これは、利子補

給金でございます。 

 ２目の償還推進助成事業補助金ということで、督促なり、また弁護士委託に対しま

しての補助金でございます。 

 次に、２款１項財産運用収入でございますが、収入済額１６８千円、財政調整基金

の利子でございます。 

 次に、４款１項繰越金です。前年度からの繰越金で６，８０４千円です。 

 続きまして、５款の諸収入でございます。２３１ページをお願いいたします。 

 ２項貸付金元利収入です。これが借受人からの返済された額でございます。 

 収入済額合計６，５１９千円でございます。 

 歳入合計、一番下の段でございますが、１４，２３１千円でございます。 

 ２３５ページをお願いいたします。 

 实質収支に関する調書ということで、歳入総額１４，２３１千円、歳出総額７，２

３８千円、差し引き６，９９３千円でございます。实質収支といたしまして、６，９

９３千円となっているところでございます。 

 以上、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  ２点あります。 

 資料の３０ページの滞納件数なんですが、８４件で４５人という説明でした。 

 この中で新築資金と改修資金がかぶっている人がいるのかどうかお尋ねします。 

 もう１点、３１の２、不納欠損額に関する調書の一番下、６３の次なんですが、元

年度、現年度ではなくて元でいいんですか。平成元年度。 

 委 員 長  人権・同和対策副室長 

人権・同和対

策副室長 

 最初のご質問が新築資金と改修資金の方が、かぶった方がいるのかどうかというこ

とでございましたが、若干の人数ですね、かぶられている方がいらっしゃいます。 
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 それかもう１点は、何でしたか。 

 委 員 長  ２番目の質問は。 

 河内委員 

 河内委員  一番下の年度ですね、元と書いてあるんですけれども、平成元年ということですか。 

人権・同和対

策副室長 

 これは、平成元年の意味で使わせていただいております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  かぶってある方がいらっしゃるということでしたが、新築資金も滞納しいているの

に、改修資金まで貸すというのはどういうことか、説明をお願いいたします。 

 委 員 長  人権・同和対策副室長 

人権・同和対

策副室長 

 貸付当時のですね、貸付審査に応じて貸されておるものと、今、思っておりまして、

その判断基準をですね、どのようにされていたかということにつきましては、今の段

階では分からないところでございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  もう誰が考えても分かると思いますよ、銀行だってそうです。ローンを組んで、そ

れが滞っていたら、次のローンなんて絶対通らないですよ。それが通るところに問題

があったのではないかと考えますが、見解をお尋ねします。 

 委 員 長  人権・同和対策副室長 

人権・同和対

策副室長 

 当時、貸付の段階でですね、最終年度が、平成４年が最後の貸付になっております。

もう相当年数が経過しておりまして、その時点ではある程度の償還が行われていたも

のと、今考えておるところでございます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  筓弁はもう求めませんが、１つお願いということでしたいと思います。 

 ３１ページ１ですね、資料のほうです。 

 不納欠損の事由を見ますと、４番の時効完成ということで、２７９千円出ているわ

けですが、民法上やはり滞納して１０年すれば、これは時効が成立するわけですね。 

 ですから、その間にやはり督促をして、時効の中断をしてもらえればですね、これ

は、時効は完成しないわけです。 

 ですから、そういう取り組みをですね、今後自筆で署名して確約書を取るとかすれ

ばですね、これは中断ができるはずですから、これはやっぱり職員の怠慢と思います。 

 ぜひ、これは、時効の完成というのはですね、避けていただきたいということで、

頑張ってもらいたいと思います。以上です。 

 委 員 長  人権・同和対策副室長 

人権・同和対

策副室長 

 ただ今ご指摘いただきましたことにつきまして、これからも十分時効にならないよ

うに、努めてまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、認定第４号「平成２４年度筑前町住宅新築資金等貸し付け事業特別会計

歳入歳出決算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第４号「平成２４年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 
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 委 員 長  続きまして、認定第５号「平成２４年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

下水道課長 

下水道課長  下水道課でございます。 

 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について、説明いたします。 

 はじめに決算の状況について、説明いたします。 

 決算書の２４４ページをお開きください。 

 はじめに歳出のほうの説明をいたします。 

 なお、人件費等の義務的経費については、説明を省略させていただきます。 

 １款１項１目農業集落排水施設管理費、支出済額５３，６２７千円。 

 主なものとしましては、１１節需用費、浄化センター及びマンホールポンプ場の電

気料、修繕料などです。 

 １３節委託料は、浄化センターの維持管理委託料、汚泥運搬委託料等でございます。 

 なお、予備費から５３０千円を充用いたしておりますが、これは、処理区統合のた

めの業務委託を实施したことにより、予算不足が生じたためです。 

 １５節工事請負費は、汚水管路工事、公共枡設置工事、舗装補修工事などでござい

ます。 

 ２３節償還金利子及び割引料について、予備費から３５千円を充用しております

が、これは、過誤納還付金が見込みより多かったため、予算不足により充用したもの

であります。 

 次に、２４６ページをお願いします。 

 ２目２５節積立金、予備費から４５千円を充用しておりますが、これは、基金利子

が決算見込みより多かったため、予算不足により充用したものでございます。 

 ２款１項１目元金、支出済額７１，０５４千円、これは、起債償還金の元金でござ

います。 

 同じく２目利子３１，６３７千円、これは、起債償還金の利子でございます。 

 以上歳出合計は、予算現額１５８，０４６千円に対し、支出済額１５６，３１９，

５６８円でございます。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 決算書の２４０ページをお開きください。 

 １款１項１目の農業集落排水事業分担金、収入済額１，５９３千円、これは、新規

加入分６件分でございます。 

 ２款１項１目農業集落排水施設使用料、収入済額４０，００４千円、不納欠損額６

６千円でございます。 

 ４款１項１目一般会計繰入金、収入済額１０４，３１７千円、これは、一般会計の

５款１項３目農業振興費からの繰入金でございます。 

 次に、２４２ページをお願いします。 

 ７款１項１目農業集落排水事業債１０，４００千円、これは、汚水管渠工事及び新

規加入接続工事の起債借入金でございます。 

 以上、歳入合計は、予算現額１５８，０４６千円に対し、収入済額１５７，３６５，

０８２円でございます。 

 ２４８ページをお願いします。 

 歳入総額１５７，３６５千円から歳出総額１５６，３２０千円を差し引いた歳入歳

出差引額は、１，０４５千円となっております。 

 次に、平成２４年度農業集落排水事業の实績報告書の成果と課題について、説明い

たします。 
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 別冊の平成２４年度決算審査特別委員会資料の３２ページをお開きください。 

 重点施策の方向でございます。 

 農業集落排水事業の整備は、平成１２年度で完了しており、浄化センター及び管路

施設の維持管理、使用料徴収などの管理業務が中心となっております。 

 平成２４年度は普及促進のため、栗田の未整備地区の汚水管路工事を行いました。 

 今後は経営の健全化を図るために、水洗化率及び使用料収納率の向上、浄化センタ

ー及び管路施設の適切な維持管理を行ってまいります。 

 具体的措置及び成果でございます。 

 事業の概要につきましては、表に記載のとおりでございます。 

 収支決算の状況については、先ほど決算状況で説明したとおりでございます。 

 処理施設の状況は、表に記載のとおりとなっております。 

 ３３ページをお願いします。 

 水洗化の状況でございます。 

 平成２４年度末の水洗化率は、上高場処理区８７．５６％、栗田処理区９３．６７％

となっています。 

 施設維持管理費は、上高場及び栗田浄化センター並びに管路施設の維持管理の経費

で、３５，４３５千円でございます。 

 受益者分担金の収納率は、現年度分１００％、これは、新規加入分で一括納付とし

ているためでございます。 

 使用料の収納率は、現年度分９６．９３％、滞納繰越分１１．９７％でございます。 

 ３４ページです。 

 不納欠損は、使用料４件分、６６，７８０円でございます。 

 これは、執行停止期間中の時効完成によるもの２件でございます。 

 地方債現在高については、平成２４年度末現在で１，１１３，８６５千円となって

おります。 

 将来の課題でございます。 

 １点目、経営の健全化、２点目、上水道の普及に伴う使用料金制度の見直し、３点

目、処理施設及び管路施設の適正な維持管理、４点目、効率的な汚水処理区の検討の

４つを掲げております。 

 以上で、平成２４年度農業集落排水事業特別会計の決算状況についての説明を終わ

ります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  資料の３４ページです。 

 将来の課題の２番目で、現在一般家庭の使用料は、世帯員割制となっていますが、

水道使用量に応じた「従量制」の導入に向けた検討をします。とありますが、これは、

普及率１００％、水洗化率１００％でないと難しいと思うんですが、１００％できる

見込みはあるんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長 今現在で約、町全体で下水道、農集合せて７７％ぐらいの水洗化率となっておりま

すが、これに合併浄化槽と合わせるともうちょっと高くなると思うんですけど、必ず

しも水洗化が１００％になった時点で、従量制の移行ということではなくて、ある程

度上水道のほうが普及した時点ぐらいで、改定するべきかなとは思っております。以

上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員 ということは、上水道を引いてないところについては、今までどおりの、二本立て
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の徴収体制でいくということでしょうか。 

 委 員 長 下水道課長 

下水道課長  この件につきましては、まだ課内で検討しておる段階でございまして、最終的には

町の政策調整会議にお諮りして、その後常任委員会、そして全員協議会等で説明をし

た上で、当然、条例等の改正も必要になってきますので、その時点で行いたいと思い

ます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから認定第５号「平成２４年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第５号「平成２４年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  ここで、お諮りします。 

 本日の会議時間は、会期日程計画どおり、決算特別委員会を終了させるため、予め

時間の延長をしたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 したがって、本日の会議時間は、延長することに決定しました。 

 続きまして、認定第６号「平成２４年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

下水道課長 

下水道課長  公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について、説明いたします。 

 初めに、決算の状況について、説明いたします。 

 決算書の２５９ページをお開き願います。 

 初めに、歳出の説明をいたします。 

 なお、人件費等の義務的経費については、説明を省略させていただきます。 

 １款１項１目公共下水道施設管理費、支出済額２８７，２７０千円。 

 主なものについて、説明させていただきます。 

 １１節需用費、三輪中央浄化センター及びマンホールポンプ場の電気料の光熱水

費、修繕料、水処理薬品などの消耗品費でございます。 

 １３節委託料、主に三輪中央浄化センターの維持管理委託料、脱水汚泥処分、及び

運搬委託料、管路施設の巡視点検・清掃業務委託料、下水道管路施設台帳更新業務委

託料などでございます。 

 なお、予備費から５２５千円を充用しておりますが、これは、汚泥処分量が決算見

込みより多かったため、予算不足が生じたためでございます。 

 次に、２６１ページをお開きください。 

 １９節負担金補助及び交付金は、福岡県に支払いました夜須地区の宝満川浄化セン

ターにおける維持管理負担金でございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料について、予備費から３４３千円を充用しております
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が、これは、過誤納還付金が見込みより多かったため、予算不足が生じたことにより、

予備費から充用したものでございます。 

 ２５節積立金、予備費から１４０千円を充用しておりますが、これは、基金利子が

見込みより多かったため、予備費から充用したものでございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設整備費、支出済額１９９，８７７千円です。 

 ２６３ページをお願します。 

 １３節委託料は、汚水管渠实施設計業務委託、雤水管渠基本設計業務委託でござい

ます。 

 １５節工事請負費は、汚水管渠工事、雤水管渠工事、排水設備工事、付帯工事費は、

主に路面補修工事などでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金、主なものは、県に支払います流域下水道建設費負担

金などでございます。 

 ３款１項１目元金、支出済額４０４，６６２千円、起債償還金の元金でございます。 

 同じく２目利子、支出済額２５７，６６５千円、起債償還金利子及び一時借入金利

子でございます。 

 以上、歳出合計は、予算現額１，１６４，５１３千円に対し、支出済額１，１４９，

４７５，９８６円でございます。 

 次に、歳入の説明を行います。 

 決算書の２５３ページをお開き願います。 

 １款１項１目公共下水道事業負担金、収入済額７９，４５３千円、不納欠損額６０

６千円でございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設使用料３５８，０９７千円、不納欠損額９９８千円で

ございます。 

 ３款１項１目公共下水道事業費補助金、収入済額７０，８０４千円、国からの社会

資本整備総合交付金でございます。 

 次に、２５５ページをお願いします。 

 ６款１項１目一般会計繰入金、収入済額５４６，３９８千円、これは、１３１ペー

ジの一般会計の７款４項１目都市計画総務費からの繰入金でございます。  

 ７款１項１目繰越金、収入済額４，５０３千円、前年度からの繰越金です。 

 ８款１項１目延滞金、収入済額１，３２５千円、負担金及び使用料の延滞金でござ

います。 

 ２５７ページをお願いします。 

 ８款３項２目雑入、収入済額６，４７９千円、主なものは、消費税の還付金でござ

います。 

 ９款１項１目公共下水道事業債、収入総額８４，２００千円です。これは、排水設

備工事、汚水管渠工事、雤水管渠工事における起債借入金でございます。 

 以上、歳入合計、予算現額１，１６４，５１３千円に対し、収入済額１，１５３，

２１７，７１６円です。 

 決算書の２６５ページをお願いします。 

 収入総額１，１５３，２１８千円に対し、歳出総額１，１４９，４７６千円、歳入

歳出差引額３，７４２千円となっております。 

 続きまして、平成２４年度公共下水道事業实績報告書の成果と課題について、説明

いたします。 

 平成２４年度決算審査特別委員会資料の３５ページをお開き願います。 

 重点施策の方向でございます。 

 筑前町の公共下水道事業は、平成２４年度をもって下高場の小隈地区と多目的運動

公園を除きほぼ完了し、公共下水道計画区域内の普及率は、平成２４年度末で９８．
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７％となっております。 

 平成２４年度普及促進のため、屋形原地区他の汚水管渠整備を行いました。 

 また、浸水被害解消のため、上高場地区、原地蔵地区、福島地区の雤水渠改修工事

を行いました。 

 具体的措置及び成果でございます。 

 事業の内容は、表に記載のとおりでございます。 

 決算収支の状況につきましては、先ほど決算書で説明したとおりでございます。 

 ３６ページをお開きください。 

 三輪中央浄化センターの施設の状況は、表に記載のとおりでございます。 

 普及状況でございます。 

 計画区域の普及率は、全体で９８．７３％です。 

 水洗化の状況でございます。 

平成２４年度末の水洗化率は、全体で７７．４％です。 

 施設維持管理費は、２４年度は２３２，７９６千円となっております。 

 ３７ページをお願いします。 

 浄化槽維持管理補助金を６２０千円交付しております。 

 流域下水道建設費負担金１０，９２７千円は、県事業分の筑前町負担分でございま

す。 

 受益者負担金の収納率は、現年度分９３．０８％、滞納繰越分２４．２５％でござ

います。 

 使用料の収納率は、現年度分９７．８４％、滞納分１９．５８％でございます。 

 不納欠損でございます。 

 受益者負担金１４件、６０６，６２０円、使用料６１件、９９８，２５４円です。 

 不納欠損の理由は、４１ページに記載しておりますが、納付義務の消滅によるもの

２名、執行停止期間中の時効完成によるもの４１名でございます。 

 ３８ページです。 

 地方債現在高の状況につきましては、平成２４年度末現在高で、１２，７２９，０

１３千円となっております。 

 将来の課題です。 

 １点目、宝満川上流流域関連公共下水道の整備完了、２点目、浸水地区の解消、３

点目、経営の健全化、４点目、上水道普及に伴う使用料金制度の改定、５点目、三輪

中央浄化センターの高度処理及び処理水の有効利用、６点目、効率的な汚水処理区域

への変更検討、以上の６点としております。 

 参考としまして、福岡県が实施しております宝満川上流流域下水道事業の全体計画

と進捗状況を記載しておりますので、ご参照をお願いします。 

 以上で、平成２４年度公共下水道事業特別会計の決算状況の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  資料の３５ページです。 

 決算収支の状況で、２３年度３，６０７千円、２４年度３，７４２千円、实質収支

は上がっているんですが、これを利用者の負担軽減に回すというお考えはないのか、

お尋ねをいたします。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  今日、实質収支で３，７４２千円ということで出ておりますが、实際には起債の償

還金をですね、今、約７億ぐらいずっと、あと１０年ぐらいまだ返していかないかん

わけでございまして、实質は、繰入金がなければ赤字という状況でございますので、
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特に今のところ料金の軽減ということは考えておりません。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  資料のほうでお尋ね申し上げます。 

 ４３ページでございます。 

 不納欠損の地区別集計表ということで、町内在住者が３０世帯ということになって

おりますけれども。 

 これらの世帯の現状と申しますか、どういうふうになっているものかについて、説

明を求めたいと思います。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  一応、先ほども説明したように、執行停止期間中の、要するに執行停止をですね、

一応かけても、３年間で時効が来るわけですね。 

 そういったものとか、一応執行停止をしている分につきましては、生活保護者とか、

あともう居所不明、いない方、そういった方について、あと財産を誰も相続しないと

いう方について、一応、執行停止の措置をしておるわけでございます。 

 それでなおかつ３年が過ぎれば、また時効という形になりますので、そういった方

がほとんどを占めているという状況でございます。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  であれば、これらの３０世帯については、もう使用されていないというふうに理解

をしていいものか、現在は、また使用等がなされてあるのか、その点についてはどう

なっているものか、説明を求めたいと思います。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  当然生活保護者世帯につきましては、まだ居住をされておりますので、不納欠損で

落しておりますけど、まだ使用をしているという状況でございます。 

 委 員 長  その件数は分かるんですか。 

下水道課長 

下水道課長  その件数については、今現在資料を持ち合わせておりませんので、ちょっと分りか

ねます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、認定第６号「平成２４年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。  

 したがって、認定第６号「平成２４年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  続きまして、 認定第７号「平成２４年度筑前町水道事業会計決算の認定について」

を、議題とします。 

 説明を求めます。 

水道課長 

 水道課長  平成２４年度筑前町水道事業会計決算について、説明いたします。 

 別冊の筑前町水道会計決算書をお願いします。 

 まず最初に、９ページをお願いします。 

 最初に、水道事業報告書について、説明いたします。 
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 １の概況、総活事項でございますが、平成１７年度から創設事業を開始し、８年を

経過しており、平成２１年度から給水開始をし、事業費ベースで約７８％が完了して

います。 

 平成２４年度は、二、四三嶋、新町、依井、依井二などの配水管布設工事を行い、

配水区域を広げました。 

 また、栗田配水場築造工事を行いました。工事に伴う地元説明会などで、水道普及

促進を行い、水道事業の加入は、２４年度末で４，３３９件であり、整備済みの区域

の約５０％の加入率となっています。 

 給水状況については、あとの３．業務のところで説明いたします。 

 次に、経理の状況でございます。  

 ２４年度の損益は、４７，９８７千円の純損失となっています。営業収益は、前年

度に比較して１０，６００千円ほど増加していますが、減価償却費などの営業費用も

増加しているためです。詳細につきましては、決算書で説明いたしますが、今後より

一層の加入促進、経費削減に努めてまいります。 

 １１ページをお願いいたします。 

 ２の工事の状況です。 

 １１ページから１３ページに建設工事の概況について掲載しています。 

 配水管布設工事を１３工区に分け实施しました。５０㎜から３００㎜の配水管を約

１３ｋ布設しています。 

 併せて給水装置を１６９カ所、消火栓を１５カ所設置しています。 

 また、高架水槽４００㎥の栗田配水場築造工事を行っています。 

 本年度工事費欄の上段が最終契約額で、カッコ書きは、うち給水工事費分で、一般

会計の４款衛生費からの支出になっています。 

 １４ページをお願いいたします。 

 ３．業務の状況です。 

 業務量の２４年度末給水人口は８，９０７人で、普及率が３０．３％、前年度に比

べ９．２％増加しています。 

 年間配水量は８４５，７４４㎥で、前年度比に比べ２５．５７％増加しています。 

 年間有収水料は、料金収入の対象になった水量で、４９０，０７２㎥です。前年度

比に比べ４２．９９％増加しています。 

 １㎥当たりの供給卖価は２６１．９２円、給水原価は７０５．１０円です。 

 供給卖価は、前年度とほぼ変わりませんが、給水原価は前年度に比べ２０６円ほど

安くなっています。 

 １５ページをお願いいたします。 

 事業収入及び事業費に関する事項です。 

 事業収入２９７，５６３千円に対し、事業費用が３４５，５５０千円、差し引き４

７，９８７千円の損失となっています。 

 損失額は前年度に比べ１６，２３１千円減尐し、わずかですが改善されています。 

 １６ページでございます。 

 ４．会計の状況です。 

 １６ページから１７ページ中段にかけて、（１）の重要契約要旨の工事請負契約を

掲載しています。 

 １７ページ後段から１８ページにかけて、（２）の企業債及び一時借入金の概況に

ついて、記載しています。 

 企業債の２４年度の借入額は、２２３，０００千円です。 

 ２３年度から元金の償還が始まっており、年度末残高は２，４３１，９１２千円と

なっています。 
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 一時借入金は、予算第６条で定められた限度額以内の２８７，０００千円を運用資

金として一般会計より一時借入を行いました。 

 ２２ページをお願いします。 

 固定資産の明細書です。 

 ２４年度末の残高は５，９５４，９１２千円です。 

 ２３ページでございます。 

 先ほど説明いたしました企業債の明細書でございます。 

 続きまして、水道事業の決算報告書について、説明いたします。 

 １ページにお戻りください。 

 １ページの収益的収入及び支出、２ページの資本的収入、支出については、２３ペ

ージの次に付けています付属書類と併せてご覧願います。 

 決算額を節ごとに詳細に仕分けしていますので、併せてご参照願います。 

 なお、金額は消費税を含む額です。 

 １の収益的収入及び支出です。 

 水道事業収益の決算額は３１８，９７６千円に対し、水道事業費用の決算額は３４

９，４０５千円、差し引き３０，４２９千円の損失です。 

 収入の営業収益の決算は、付属書類の２５ページです。 

 水道使用料が１３４，７７６千円、加入金などのその他営業収益が４５，２９６千

円、予算額に対しまして７，４１０千円の増収となっています。 

 営業外収益の決算は、予算額に対して２，４１６千円の増収となっております。 

 主な理由としましては、消費税還付金の増によるものです。 

 支出の営業費用の決算額は、３０６，７１７千円で、予算額に対して１，２１３千

円の不用額が出ています。 

 主なものは、県单広域水道企業団の受水費及び建設負担金、四三嶋調整池の電気料、

人件費、機械のリース料、水道メーター検針委託料などです。 

 営業外費用は企業債利息などで、決算額は４２，６８７千円です。 

 次に、２ページの資本的収入及び支出です。 

 資本的収入の決算額は５３５，６６３千円です。 

 予算額に対して３４７，４２５千円の減収となっています。 

 資本的支出の決算額は５３７，９６３千円で、資本的収入から資本的支出の差し引

きは、総額が２，３００千円です。 

 これは、過年度消費税及び地方消費税、資本的収支調整額で調整しています 

 また、建設改良費、予算額８８２，０８９千円のうち３４７，０００千円は、翌年

度へ繰り越しています。 

 収入の内訳は、企業債が２２３，０００千円、出資金１５０，０００千円、これは、

一般会計予算の衛生費から建設改良費に係る出資金です。  

 国庫補助対象事業の３分の１です。 

 国庫補助金１５０，０００千円、補助率は３分の１です。 

 他会計補助金７，０８８千円、一般会計予算の衛生費から建設改良事業分へ係る経

費の補助金です。 

 他会計負担金５，５７５千円、一般会計予算の消防費から消火栓設置に係る経費の

負担金です。 

 次に、支出の内訳です。 

 建設改良費の決算額は５３７，９６３千円です。 

 内訳は、付属書類の２９ページに記載しております。 

 工事費５２１，６９２千円、人件費などの事務費８，６１９千円、量水器の購入費

１，２０４千円です。 
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 借入金償還元金６，４４６千円、企業債元金の償還金です。 

 続いて、財務諸表について、説明いたします。 

 ３ページです。 

 損益計算書になります。 

 ２４年度中における収益と、これ対する費用を消費税抜きで記載した経営成績を示

すものです。 

 営業収益から営業費用を差し引き、１３０，１９７千円の営業損失です。 

 営業外収益から営業外費用を差し引き、８２，２１０千円の収益で、経常損失、当

年度純損失は４７，９８７千円です。 

 前年度繰越金を加えると、当年度未処理欠損金が２２４，９９８千円でございます。 

 ２４年度の損失の主な理由としましては、減価償却費及び企業債利息の増加による

ものです。 

 ４ページをお願いします。 

 剰余金計算書及び欠損金処理計算書です。 

 剰余金計算書は、剰余金が年度中にどのように変動したか、欠損処理計算書は欠損

金の処理状況を示したものです。 

 剰余金計算書の資本剰余金は、国庫補助金、他会計補助金は一般会計からの補助金、

その他資本剰余金は一般会計からの負担金と建設負担金です。 

 利益剰余金は、３ページの損益計算書からの計上です。 

 年度末の資本剰余金合計は、２，１２２，３８６千円です。 

 欠損金処理計算書のとおり処分を行った資本剰余金はございません。 

 ５ページをお願いします。 

 貸借対照表です。 

 ２４年度末における資産、負債及び資本について表示しています。 

 財政状態を表すものでございます。 

 資産の部です。 

固定資産合計が５，９５４，９１２千円、流動資産合計３３９，７７４千円です。 

未収金８５，２８９千円の主なものは、国庫補助金、消費税還付金です。 

 資産合計は６，２９４，６８７千円です。 

 負債の部、流動負債１８３，６０１千円、主なものは工事請負費及び受水費の未払

金です。 

 次に、資本の部です。 

 資本金合計は４，２１４，２３７千円です。一般会計からの出資金と企業債の累計

額です。 

 剰余金の資本剰余金と利益剰余金は、４ページの剰余金計算書から計上です。 

 剰余金合計は１，８９７，３８８千円です。 

 資本金と剰余金を合わせた資本合計は６，１１１，６２５千円です。 

 負債資本の合計は資産と同額の６，２９４，６８７千円です。以上でございます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。  

河内委員 

 河内委員  普及率を向上させるための年次目標とか持っているんでしょうか。お尋ねいたしま

す。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  お筓えいたします。 

 水道創設事業を平成１７年度に厚生労働省の認可を取って着手しておりますけれ

ども、認可を取る際に、普及率、最終普及率を６７％と定めております。 
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 これは、筑前町が福岡県单広域水道企業団に加入したおりに、基本水量として大山

ダムの水源確保に参画しておるわけですけれども、それが５，１４０㎥、１日最大級

水量５，１４０㎥でございます。 

 そこで筑前町が６７％と定めた数字は、水道創設事業を行っている事業体は、近年

では全国的にも珍しく、水道の普及率は全国では９８％でございます。 

 そういう状況の中で、水道創設をするにあたって参考にしたのが、直近で水道を立

ち上げていたのが広川、八女市が平成４年から給水開始しておりましたので、広川市

の水道事業を参考に認可資料を作っております。 

 今現在、先ほど言いましたけど、２４年度の普及率が３０．３％ですけれど、創設

認可資料でいきますと、２４年度では４４．８％を計画目標にしていたわけでありま

すけれども、その返りがありますけれど、やはり地理的な条件とかですね、人口密集

度とかそういう社会条件等々の、それから今まで既存の井戸水によって生活されたと

いう状況がございますので、今の現段階では認可目標の、最終認可目標の６７％には

もう尐し上水道の安全、安心、安定した供給ができることをＰＲして、加入促進を進

めていかなければならないと思っている状況でございます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、認定第７号「平成２４年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を、

採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第７号「平成２４年度筑前町水道事業会計決算の認定について」

は、認定すべきものと決定しました。 

 委 員 長  認定第８号に入る前に、先ほど久保委員の多目的運動公園の今までの設計委託の件

と、一木委員の町営住宅使用料未納者の額の件で、都市計画課長からの発言の申し出

があっておりますので、これを許可します。 

都市計画課長 

都市計画課長  一般会計で回筓を保留させていただいた件、２件お筓え申し上げます。 

 まず、最初に多目的運動公園の設計費の内訳と合計でございます。 

 平成１９年度に筑前町多目的広場基本設計、基本測量業務委託を行っております。

金額が２３，８２６，６００円でございます。 

 続いて、平成２１年度に筑前町多目的運動広場基本設計、基本の変更設計を行って

おります。金額が３，５９６，２５０円でございます。 

 そして２４年度で申し上げましたように、筑前町多目的運動公園の实施設計業務委

託でございます。金額が２２，８９０千円でございます。 

 合計で５０，３１２，８５０円でございます。 

 それから、一木委員からご質問いただいた分でございますけれども、町営住宅の建

替え住宅の入居者の滞納者数ということでございました。 

 平成２５年の５月末、２４年度の決算時でございますけれども、現年度分が平成２

４年度の管理戸数３７６戸に対しまして、滞納者数７０戸のうち、建替え分の該当者

が３６戸でございます。 

 それから、滞納分でございます。 

 平成２３年度以前の分で、滞納者数６８戸のうち、建替え分としては２６戸でござ
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います。 

 以上、報告申し上げます。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  たいへん説明ありがとうございました。 

 トータルでですね、今までに５千万強の設計委託料が発生しているということでご

ざいます。 

 今回パークゴルフ場、ハーフコースがつくるようになってきておりますが、このパ

ークゴルフ場ができるに関係して、また、さらなる設計委託料が発生するのか、そし

てそれに対する金額がどのくらい想定されるのか、分かる範囲で結構でございます。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  現在ですね、新たに予定団体等の要望を受けて、施設の見直しをやっておる部分も

ございます。それから、今度新たに古窯跡群が出てきたということでの、ひょっとし

たら設計の見直しをしなければならないかということで、それも考慮に入れておると

ころでございますけれども。 

 今ご質問のパークゴルフについても、全体として対応ができるものと考えておりま

す。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  町営住宅の滞納の件で、課長、今、ご説明を受けました。 

 現年分で７０戸のうち３６戸が滞納と、未納というふうなことでございます。大方

半分近くということかと思われます。 

 その前のですね、過年度分についても今報告を受けたわけでございますけれども。 

 この町営住宅につきましては、やはり生活困窮者の方たちにですね、尐しでもお役

に立ててもらいたいということで、建替え等も行っているわけでございます。まだ今

後も計画があるわけでございますけれども。 

 この財源というのは一般会計または町民の税金とか、そういったものも充てている

わけでございましてですね、滞納がですね、こういうふうに新しく建替えをした後に

も続いていくということに対しては、もう尐し厳しくやはり徴収等をしていく手立て

なりしていかなければ、これまでと変わらず、またこれからそれ以上にですね、未納、

滞納が増えていくんじゃないかなということを懸念いたします。 

 今後ですね、そういったことが尐しでも尐なくなりますように、いろんな方法、手

立てをですね、尽くしていただくと。 

 いろんな諸事情はあるということは理解できますけれども、ひとつその点をしっか

りと取り組んでいただくということで、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お筓えいたします。 

 議員のご指摘、十分胸に置いて業務にあたらせていただきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  それでは、 認定第８号「平成２４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

都市計画課長 

都市計画課長  平成２４年度工業用地造成事業特別会計について、ご説明を申し上げます。 

 歳入歳出決算書から先にご説明申し上げたいと思います。 

 ２７９ページからでございますが、取り扱う項目が尐ないために、歳入歳出決算の

事項別明細書でご説明を申し上げたいと思います。 

 ２８３ページの歳入をお願いいたします。 

 歳入は、４款１項１目繰越金のみで、当初予算額７６６千円に２０５千円を増額補
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正して、予算現額は平成２３年度決算の次年度繰越額と同額の９７１千円でございま

す。 

 続いて、２８５ページの歳出をお願いいたします。 

 １款１項１目工業団地造成事業費として、１５節工事請負費から３６１千円を企業

誘致ゾーン内の調整池及び道路の維持管理経費として執行いたしております。 

 ２款予備費２００千円は、支出予定がなかったために、全額不用額として、次年度

に繰り越しをいたします。 

 ３款諸支出金は、平成２４年１２月議会定例会で、予算増額補正の承認を受けた平

成２３年度決算の次年度繰越額から当初予算計上額を減じた２０５千円で、全額を一

般会計へ繰り出しております。 

 歳入総額９７１千円、歳出総額５６６千円、歳入歳出差し引き残高４０４千円は、

決算承認後２５年度へ繰り越し処理を行います。 

 引き続きまして、決算審査特別委員会資料をお願いいたします。 

 ４７ページでございます。 

 まず、重点施策の方向でございます。 

 北部九州では、産学官が一体となって自動車産業の拠点化を推進した結果、平成２

４年度の生産台数は過去最高の１２４万台となり、わが国の自動車産業を支える拠点

に成長しましたが、一方では、新興国の需要拡大に伴い、世界的な生産拠点間の競争

が激化しており、また、電気自動車や燃料電池車などの次世代自動車の普及やＩＴＳ

（高度道路交通システム）等を活用した新たなモビリティ社会の到来も目前に迫って

おりまして、自動車産業は大きな転換期を迎えております。今後も北部九州自動車産

業が更なる発展を遂げていくために、県は「北部九州自動車産業アジア先進拠点推進

構想」のもと、アジアをリードする次世代自動車を含めた一大生産拠点の構築を目指

しておるところでございます。 

 町では、平成２４年３月に策定いたしました後期基本計画の政策目標に、引き続き

まして「活力と交流に満ちたちくぜん」を掲げ、地域経済の活性化と雇用の場の確保

を図ることといたしております。 

 特に主要地方道久留米筑紫野線沿線の四三嶋地区約１．１ｈａを企業誘致ゾーンに

定めて、この地区の持つ交通利便性を生かして企業誘致活動に積極的に推進しており

ますが、リーマンショック以後の歴史的な円高水準に加えまして、東日本大震災の影

響もあり、新たな企業進出を見出せない状況にありますが、地域活性化の切り札は企

業誘致であるという認識のもとに、さらに県の企業誘致担当部署と連携して、企業誘

致活動を積極的に推進してまいる所存でございます。 

 次に、成果及び将来の課題についてでございます。 

 成果としては、平成２１年に四三嶋地区企業誘致ゾーン内の土地２ｈａを取得した

マルヤス工業には具体的な工場建設の動きはありませんが、平成２２年７月に町と企

業立地協定を行った岐阜多田精機が、平成２３年２月に企業誘致ゾーン内の土地、約

０．８ｈａを取得して、平成２４年５月に操業を開始したことは町にとって明るい話

題となりました。 

 将来の課題としては、四三嶋地区企業誘致ゾーン内の分譲可能な農地約７．２ｈａ

ございますが、この開発方針とか農振除外の手法についても検討を重ねていきたいと

思っておりますし、誘致企業を様々な業種に分散する新たな戦略が求められていると

ころでございます。 

 最後に、契約等の主要な要旨でございますが、契約を締結した件名は、３の契約等

の主要な要旨に記載する、調整池維持工事と企業誘致ゾーン内の道路補修を行った２

件のみでございますので、その分の調整池維持工事分を記載をさせていただいており

ます。 
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 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  この企業誘致を目的といたしまして、マルヤス工業のほうへ売却をいたしました土

地についてでございますけれども。 

 その後もですね、何度か接触を状況等は確認をされているところでございます。 

 質問の中でもお尋ねをさせていただいたところでございますけれども、これから願

わくは、近い将来にですね、目的に沿った、そういった工場を建設なりですね、町の

雇用等に繋がっていってもらえればと、引き続き思うわけでございますけれども。 

 このことは景気の回復とかですね、世界的な状況はよくなっていかなければ、なか

なか厳しいのかなというふうにも思うわけでございます。 

 町といたしましてですね、今後も当初の目的に沿った接触をいただきながらです

ね、尐なくとも年に１回なり２回なりですね、接触をいただきながら、場合によって

はですね、その土地を目的に沿った使途ができないということであれば、金額は売っ

た金額というわけにはいかないでしょうけれども、買い取ってでもですね、やはり活

用を考えることも必要ではないかなというふうに思ったりするわけでございます。 

 その辺りの判断というのはなかなか難しいしですね、もう相手に売却してますけど

も、これは一番最初の計画いたしました大事な２ｈａの用地でございますので、その

辺りの考えもですね、やはり町内としては持ちながらですね、取り組んでいただきた

いなと思いますけれども。 

 その点についてのお気持ちなりですね、お聞かせいただければと思います。 

 委 員 長  町長 

 町  長  お筓えいたします。 

 今、ソフトバンクの２軍用地が、これだけ多くの自治体が手を挙げたということは、

それだけ多くの遊休地があるんだということが实証されたんだろうと思っておりま

す。 

 本町においてもそういったですね、なかなか企業誘致の用地として確保し、売却ま

でした土地が、まだ誘致できないということについては、本当に責任も感じますし、

経済情勢において恨めしく思うところでもございます。 

 そういったことで、今、一木委員が言われましたようなことも十分視野に置きなが

ら、今後の工場適地については考えていきたいと、そのように考えます。以上でござ

います。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、認定第８号「平成２４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第８号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第８号「平成２４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定しました。 

 閉  会  

 委 員 長  本特別委員会に付託されました認定第１号から認定第８号までの審査が全部終了

しました。 
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町長 

 町  長  特別決算審査委員会閉会にあたりまして、一言お礼を申し上げます。 

 今、委員長が報告されましたように、８会計すべて慎重審議のうえ認定をいただき

ました。誠にありがとうございました。 

 杜は言いながらも、内容については様々にご意見をいただいたと、課題もいただい

たというふうに認識をしております。 

 尐し述べさせていただきます。 

 総合支所のあり方、農業者トレーニングセンターの管理運営の妥当性、本年度に職

員が多数退職しますけれども、その影響、行政サービスへの支障あるいは経費削減の

効果、それから財政の健全化につきましては、借入額の今後の動向、また扶助費の増

大、ハード事業につきましては償還金等を見込めるんですけれども、なかなか扶助費

の増大については見込みにくいという問題、消費税の動向がどのように影響するの

か、多目的グラウンドの総事業費と維持費の財源確保、コスモス・めくばーるのより

効果的な運用というような様々な課題の浮き彫りになったんだなという認識でござ

います。 

 筑前町はぜひ類似団体、特に県内の人口規模、同規模の団体と比較をしなければい

けないと思っております。本町は積極財政、積極行政だという予算規模からして評価

できると、そのように思うところでもございます。 

 しかしながら、借入額もですね、他団体と比較して多いのも事实でございます。 

 合併前から比較いたしまして、一般会計で５０億の借入金の増額、下水道関係会計

が３０億の増額になっております。 

 しかしながら、下水道事業につきましては、ほぼ来年度には完成するという福岡県

でもトップクラスの整備率の町になることができつつあります。 

 その分だけ来年度以降については、下水道ハード事業が尐なくなるということも言

えるわけでございます。トータル的に考えながらまちづくりを進めなければいけない

と思っております。  

 先日、議員の皆様方と一緒に北海道の研修に行かせていただきました。ぜひ研修に

行ったら１つの言葉だけは、私は覚えておきたいということがございまして、ニセコ

町に後で行ったんですけれども、そこの首長なり担当者が言うことには、最小の経費

で最大の効果を上げるのが基本だと。ただ、事業にすれば最大の効果を最小の経費で

上げる目標を持たないと成果が出ないということも１つの心理だなと思いながら、勉

強させていただいたところでございます。 

 その最小の経費、最大の効果、十分認識しながら、今後もまちづくりを進めていく

必要があると、この決算審査委員会を通して感じ取ったところでもございます。 

 なお一層の筑前町の発展のために、２４年度を糧といたしまして、２５年度が更な

る年度の町となるように期待いたしましたし、責任をもって進めていくことを約束い

たしまして、お礼の言葉に代えさせていただきます。たいへんお疲れ様でございまし

た。ありがとうございました。 

 委 員 長  ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして、決算審査特別委員会を閉会いたします。どうもお疲

れ様でございました。 

（１７：３３） 

 

 

 

 




